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「国際電気通信連合無線通信総会への対処について」に対する一部答申  

 

第１章 総論  

 
 国際電気通信連合無線通信部門（ＩＴＵ－Ｒ）は、無線通信に関する技術及び運

用についての研究を行うとともに、各国の無線通信局間の有害な混信を避けるため

の周波数スペクトル帯の分配、周波数割当ての登録等を行うことにより、無線通信

に関する連合の目的を達成することを任務としている。その活動は、我が国の無線

通信システムの発展、電波監理、電波監視等にも大きな影響を与えるものである。  

 本年１０月１５日から１０月１９日までスイス連邦ジュネーブにおいて開催が予

定されているＩＴＵ無線通信総会（ＲＡ－０７）では、研究委員会（Study Group）

から提出される勧告案等の承認、次研究会期（２００８～２０１１年）の研究課題、

研究体制等について審議が行われることとなっている。  

 ＲＡにおいて審議される勧告案及び決議案については、我が国としてもこれまで

研究委員会での検討に参加し、策定に貢献した成果であることから、我が国の意見

が取り入れられているものを中心に基本的に支持することが適当である。  

 次研究会期の研究体制については、最新の技術動向を考慮し、多くの専門家が参

加しやすい構成とすることが必要である。活動の効率性・技術動向の観点から構成

案を吟味し、対応することが適当である。  

次研究会期の研究課題については、無線システムの発展・周波数利用効率の向上

の観点から適当な課題を支持することが適当である。  

各研究委員会毎の対処の詳細は、次章以降のとおりである。  

 



 

第２章 ＲＡへの対処（ＳＧ１関連） 

 

１ 研究対象 

ＳＧ１は、「周波数管理」を研究対象としている。 

 

２ ＲＡ－０７に提出される勧告案 

ＲＡ－０７に提出されるＳＧ１の勧告案及びその評価一覧を表２－１に示す。 

ＲＡ－０７に提出される勧告案についてはない。 

 

３ 課題の見直し 

 ＳＧ１における次会期の研究課題及びその評価一覧を表２－２に示す。今会期、３

２件の研究課題があった。次会期の課題は、我が国として引き続き研究の支持を行う。 

主な研究課題の概略は、以下のとおりである。 

（１）研究課題 221/1 

無線通信システムと電力供給線を使用する高速データ通信システムとの共用 

【概要】2007 年 6 月会合では本研究課題に基づいて、新勧告草案及び新レポー

ト草案の作業文書が作成されており、新勧告草案の作業文書には我が

国で 2006 年 10 月に制度化された電力線搬送通信システムの制度が、

同勧告の付録を作成する際の材料として採用された。同様に採用され

た米国、欧州、ブラジルの制度とともに、次回会合で継続して検討さ

れる予定。 

 

（２）研究課題 229/1 

国際的周波数監理の枠組の見直し 

【概要】近年の無線通信技術の発達に伴い、従来の固定業務や移動業務が融

合した形で用いられるような無線システムの出現を受け、既存の無線

通信規則を見なおすための研究を行うものである。2007 年 6 月会合に

おいて SG1 から BR 局長への研究報告がとりまとめられ、以下の４つの

見直しの方向性が盛り込まれた。 

-  現在のやり方を維持 

-  業務の定義を変更（例「移動・固定業務（除海上航空）」） 

-  干渉量不変を条件に、例えば、固定業務の代わりに移動業務での

使用を認めることにする。 

-  業務定義を変更せず、分配表上の複数の業務を行う無線局の通告

を認めることにする。（例：「固定及び陸上移動」）  

BR 局長は SG1 からの本報告を参考に、WRC-07 議題 7.1 に基づき、

WRC-11 の議題とするか否かの検討を行うため、WRC-07 に報告を行う予

定。 

 

４ 参考事項 



 ＳＧ１は、２００３年１１月、２００４年１０月、２００５年１０月、２００６年

１０月及び２００７年６月に開催され、３３件の新規及び改訂勧告案が郵便投票に付

され、承認されている。今会期中に郵便投票により承認された勧告リストを表２－３

に示す。 

● 研究課題 213/1（ショートレンジデバイスのための技術及び運用パラメータ並

びに必要とされる周波数） 

他の無線局に与える影響の極めて小さい無線通信装置に関して欧州、米国、中

国、韓国及び日本で実用化されているシステムの例を集約して ITU-R 勧告

SM.1538 が作成されている。今研究会期では 2006 年 5 月に改訂された。 

我が国からは 2006 年 10 月及び 2007 年 6 月の会合において、特定小電力無線

設備である医療用情報通信システム（MICS）、無線 LAN、無線タグ（RFID）等の

制度改正を勧告改定案に反映させている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

表２－１ ＲＡ－０７に提出される勧告案の評価 

なし。 

 

表２－２ 次会期の研究課題及び評価 

研究課題

番号 
研究課題名 概要及び評価 

新規 

継続 

改訂 

削除 

対応 備考

66/1 周波数計画のための
方法及びアルゴリズ
ム 

[概要] 
自動化する周波数管理システムにはどの
ような周波数割当て手法を採用し、また、
これらアルゴリズムや手法の有効性を見
るための評価法等について研究する。 
[評価] 
特段の問題はないが、勧告 SM.1599 が成
立したため、削除されても構わない。 

継続 支持  

202-2/1 デジタル通信業務へ
の様々な干渉源の特
性及び測定（干渉効
果による） 

[概要] 
デジタル通信システムに対する各種干渉
源を測定するための手順等について研究
する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

205-1/1 スペクトル利用のた
めの長期的戦略 

[概要] 
周波数利用の長期戦略の開発のために適
当な方法及び開発の過程における重要な
技術的事項、非技術的事項等について研究
する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

206/1 国内周波数管理の経
済的アプローチ及び
財政の戦略 

[概要] 
異なる周波数帯における効率的な国内の
周波数管理を促進するための経済的な手
法等について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

207/1 周波数計画及び開発
戦略のための無線通
信スペクトルの使用
から生ずる利益の評
価 

[概要] 
国内の無線周波数の使用によって主管庁
に生じる利益等について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

208/1 国内スペクトル管理
の新たな方法 

[概要] 
周波数管理問題の解決のため暫定的周波
数管理法について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

209-1/1 周波数管理及び無線
スペクトルの効率的
使用のために要求さ
れる無線装置のパラ
メータ 

[概要] 
周波数の効率的使用を保証するために規
定している無線通信装置の異なるカテゴ
リーのパラメータについて研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持 会期
中に
改訂



210-1/1 無線電力伝送 [概要] 
無線電力伝送の運用に最も適している周
波数帯等について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

承 認
中（改
訂） 

支持  

211/1 不要発射 [概要] 
9kHz～300GHz帯で運用しているすべて
のサービス及び変調形式において送信す
る帯域外発射の制限値等について研究す
る。 
[評価] 
特段の問題はないが、WRC-03 結果に従っ
て改訂されるべき。 

継続 支持  

212/1 地球局周辺の調整区
域の決定のための方
法の開発 

[概要] 
宇宙業務と地上無線通信業務で共用され
ている周波数帯における地球局周囲の調
整区域の決定方法に関する RR 付録 S7 号
について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

213/1 ショートレンジデバ
イスのための技術及
び運用パラメータ並
びに必要とされる周
波数 

[概要] 
ショートレンジデバイスにとって適切な
電力・周波数帯や、装置の応用例について
研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

214/1 デジタル放送信号の
監視 

[概要] 
デジタル放送における映像及び音声信号
の周波数監視を行う技術、手順、測定機器
等について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

215/1 免許遵守の実証のた
めの陸上移動網の無
線覆域の監視 

[概要] 
様々な変調及びアクセス方式で運用され
ている移動網の無線カバレッジを監視す
るための監視項目、技術、方法等について
研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

216/1 国内スペクトル管理
の方法としてのスペ
クトル再配置 

[概要] 
各国で周波数が不足している現状に鑑み、
スペクトルの再配置の手法について研究
する。 
[評価] 
特段の問題はないが、勧告 SM.1603 が成
立したため、削除されても構わない。 

継続 支持  

217/1 59-64GHz 帯で運用
する短距離通信装置
と 61-61.5GHz 帯で
運用する工業・科
学・医療（ISM）アプ
リケーションとの共
用 

[概要] 
 課題 213/1 と関連し、当該周波数共用に
ついて研究する。 
[評価] 
 研究課題として適当である。 

継続 支持  

218/1 電力供給又は電話配
線網を使用する高速
データ通信システム
による放射を測定す
るための技術 

[概要] 
送電線を利用する通信システムの輻射源
からの輻射または電話回線を利用する通
信システムの輻射源からの輻射を測定す
る妥当な技術について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

承 認
中（改
訂） 

支持  



219/1 他国主管庁の無線監
視装置への遠隔アク
セス 

[概要] 
合意した主管庁間の監視機器を使用する
場合どんなアクセス方法が必要となるか
研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

220-1/1 アナログ及びデジタ
ルの通信業務への
様々な干渉源の特性
表示（干渉効果によ
る） 

[概要] 
周波数の有効利用を促進するため、様々な
干渉源の特徴について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

221/1 無線通信システムと
電力供給線を使用す
る高速データ通信シ
ステムとの共用 

[概要] 
無線通信システムの保護のため、送電線を
用いた通信システムからの輻射レベルの
許容値を研究する。 
[評価] 
本課題の継続は特段の問題はない。 

承 認
中（改
訂） 

支持  

222/1 送信機発射のスペク
トル特性の定義 

[概要] 
無線通信規則第１条の定義に関連して、送
信機の発射特性に関する事項を研究する。
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

223/1 周波数管理のための
規則的枠組みの指針 

[概要] 
国内周波数管理の法令、権利、RR との関
連、国内と地域の関連、透明性、要素につ
いて研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

224/1 地上の固定、移動及び
放送の双方向マルチ
メディアアプリケー
ションの技術的収束
と関連する規則的環
境 

[概要] 
固定・移動・放送が技術的に収束した双方
向マルチメディアアプリケーションにつ
いて研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

225/1 免許特性の適合性確
認ための無線局検査 

[概要] 
国内外の免許適合性確認のための検査技
術、設備、記録法等について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

226/1 超広帯域（UWB）デバ
イスの導入に関する
周波数管理の枠組み 

[概要] 
UWB デバイスが無線通信規則 5.340 条で
規定された周波数帯の業務に有害な混信
を与えないための要求条件について研究
する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

227/1 超広帯域（UWB）デバ
イスと無線通信業務
間の両立性 

[概要] 
UWB デバイスが既存の電磁環境に与える
影響、無線通信業務との両立性について研
究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

228/1 無 線 通 信 規 則 に 3 
000GHz 以上の周波数
を含めることについ
ての可能性と妥当性 

［概要］ 
無線通信規則に3 000GHz以上の周波数を
含めることができるか、妥当か否かについ
て検討し、レポートにまとめるもの。全権
決議 118（マラケシュ 2002）にも基づく
もの。 
［評価］ 
研究を継続することについて特段の問題
はない。 

継続 支持  



229/1 国際的周波数監理の
枠組の見直し 

［概要］ 
近年の無線通信技術の発達に伴い、従来の
固定業務や移動業務が融合した形で用い
られるような無線システムの出現を受け、
既存の無線通信規則を見なおすための研
究を行うもの。 
［評価］ 
研究を継続することについて特段の問題
はない。 

継続 支持 会期
中に
新規
策定

230/1 マグネトロンを用い
た一次レーダからの
不要放射測定方法の
改善 

［概要］ 
マグネトロンを用いた一次レーダからの
不要発射のうち、-40dB バンド幅について
は実際の幅よりも過小評価している可能
性があることに鑑み、研究を行うもの。 
［評価］ 
特段の問題はない 

継続 支持 会期
中に
新規
策定

231/1 無線アプリケーショ
ンにおけるノイズフ
ロアの計測技術 

［概要］ 
周波数に依存しない方法での無線アプリ
ケーションの雑音測定方法はどのような
ものがあるかについて研究を行うもの。 
［評価］ 
特段の問題はない 

継続 支持 会期
中に
新規
策定

232/1 宇宙電波監視の方法
と技術 

［概要］ 
静止、非静止両衛星及び地球局からの影響
を測定する際に、どのような方法、手続、
技術、装置が必要か研究するもの。 
［評価］ 
特段の問題はない。 

継続 支持 会期
中に
新規
策定

233/1 周波数占有域の測定 ［概要］ 
国際的な調整にも使用されることのある
占有帯域幅については、新しい通信方式が
現れると、その方式のための定義が必要に
なる。そのため定義や測定法の研究を求め
るもの。 
［評価］ 
特段の問題はない 

継続 支持 会期
中に
新規
策定

234/1 無線測位の代替技術 ［概要］ 
高速の計算機や高精度の時刻信号が簡単
に得られるようになってきており、電波の
発射源を特定するために信号の到達時間
差を用いる事が可能であり、このような技
術についての研究を求めるものである。 
［評価］ 
特段の問題はない 

継続 支持 会期
中に
新規
策定

 

 

表２－３ 今会期中に承認された勧告 

勧告番号 勧告名 勧告の内容及びコメント 
関連ＷＰ／

課題番号 

新規 

改訂 

削除 

備考 

SM.182-5 周波数占有帯の自動
監視 

無線周波数の占有帯の測定を導
入するための条件に関する勧告

WP1C/ 
29/1 

改訂  

SM.328-11 発射された電波の周
波数及び周波数帯 

WRC-03で追加となった1.146A
out-of-band domain 、 1.146B
spurious domainの定義を追加等
する勧告 

WP1A/ 
222/1 

改訂  

SM.337-5 周波数及び距離的な
分離 

許容可能な干渉レベルに必要な
距離、周波数分離を計算するた

WP1A/ 
72/1 

改訂  



めの手続きを示した勧告 
SM.377-4 国際的監視のための

無線局における周波
数測定の正確性 

監視局での周波数測定及び測定
の精確さの標準を特定する勧告

WP1C/ 
22/1 

改訂  

SM.378-7 監視無線局における
場の強さの測定 

監視局での場の強度測定の正確
性を特定する勧告 

WP1C/ 
24/1 

改訂  

SM.443-3 監視無線局における
周波数幅の測定 

監視局における占有帯幅の決定
する方法を示した勧告 

WP1C/ 
26/1 

削除  

SM.443-4 監視無線局における
周波数幅の測定 

同上 WP1C/ 
26/1 

改訂  

SM.575-1 電波干渉に対する固
定監視無線局の保護 

監視局においてそれらの干渉自
由操作を確認するため最大の場
の強度レベルを特定する勧告 

WP1C/ 
31/1.32/1 

改訂  

SM.854-2 監視無線局の方角探
知及び位置決定 

2005 年の WP1C 会合にて、方
向探知測定の向上に関する 3 つ
の勧告文書 ITU-R SM.854-1, 
SM.1053, SM.1269 の一体化に
向けた提案がなされたが、検討
の結果この提案に関する合意は
得られなかった。本勧告は、こ
の一体化案に更に修正を加えた
勧告 

WP1C/ 
N/A 

改訂  

SM.1046-2 無線局の周波数利用
及び効率性の定義 

各システムによる周波数利用の
効率性 spectrum utilization 
efficiency (SUE)を測定するため
の方法についての勧告 

WP1B/ 
47/1 

改訂  

SM.1050-2 監視業務 監視データは周波数の際割当に
関する決定の発展に使用される
べき事等を提示する勧告 

WP1C/ 
N/A 

改訂  

SM.1056-1 ISM からの電波発射
の制限 

ISM デバイスからの電波発射の
制限を与えること等についての
勧告 

WP1A/ 
70/1 

改訂  

SM.1134-1 陸上移動業務におけ
る内部変調干渉計算 

３つの内部変調干渉の最大値の
計算の基礎を与える勧告 

WP1A/ 
44/1 

改訂  
 
 

SM.1138-1 必要な周波数幅の決
定の計算例等 

必要な周波数幅の決定方法の基
礎を与える勧告 

WP1A/ 
N/A 

改訂  

SM.1413-2 通告及び周波数調整
のための無線通信デ
ータの辞書 

主管庁と BR の間での通告及び
周波数調整データの交換の効率
を改善する「無線通信データ辞
書」についての勧告 

WP1B/ 
65/1 

改訂  

SM.1538-2 ショートレンジデバ
イスのための技術的
パラメータ、周波数
の条件 

CEPT における近距離無線通信デ
バイスの技術パラメータ、周波
数要求条件の修正・追加等した
勧告 

WP1B/ 
213/1 

改訂  

SM.1541-2 帯域外領域での不要
発射 

放送衛星サービス（BSS）宇宙ス
テーションのためのOoBマスク、
BSS に分配されたバンドでの運
用局 OoB 放射は、必要な帯域幅
の中で最大電力、スペクトル密
度以下とすることに変更等した
勧告 

WP1A/ 
211/1 

改訂  

SM.1599-1 地理的及び周波数分
配の決定 

ある領域における周波数割当て
状況を数値指標で表現する方法
を規定する勧告の解釈を拡張あ
るいは発展させる勧告 

WP1B/ 
66/1 

改訂  

SM.1681 監視地球局における
宇宙局からの低レベ
ル発射の測定 

受動業務保護の観点から、監視
宇宙局等からの低レベル発射の
測定が重要である。本勧告はデ
ジタルシグナルプロセッシング
によるノイズフロアを軽減する

WP1C/ 
202/1 

新規  



基礎を与える勧告 
SM.1682 デジタル放送信号に

関する測定方法 
デジタル放送の導入に伴い重要
となってくるデジタル放送信号
の測定法についての勧告 

WP1C/ 
N/A 

新規  

SM.1708 場の強度の測定 様々な移動ネットワークが違う
変調方法を使う中で、統一的、
効率的な場の強度の測定方を提
示する勧告 

WP1C/ 
214/1,215/1 

新規  

SM.1723 自動移動周波数監視
ユニット 

主管庁が無線移動監視システム
をセットアップすることを促進
させるための勧告 

WP1C/ 
N/A 

新規  

SM.1751 周波数を共用するネ
ットワーク間での干
渉計算のさらなる方
法論 

EML(Energy Margin Loss)は共用
周波数帯域内で運用される他の
ネットワークや無線通信システ
ムから受ける干渉影響を評価す
る方法として、主管庁や管理者
が使用できる追加的なツールで
ある。それについての勧告 

WP1B/ 
N/A 

新規  

SM.1752 自由空間条件での不
要発射に対する制限 

自由空間条件下でのスプリアス
領域の不要発射の制限値に関す
る規定が明確でないことに鑑
み、新たにまとめた勧告 

WP1C/ 
N/A 

新規  

SM.1753 無線雑音の測定方法 
電波ノイズの測定に関して、異な
る測定システム間で比較可能
な、正確かつ再現性のある結果
を得るための、周波数に依存し
ない標準的な方法が必要となっ
ている。本勧告は、こうした要請
に対して、電波ノイズの測定つい
て一定の手順を示した勧告 

WP1A/ 
45/1 

新規  

SM.1754 ＵＷＢ発射の測定技
術 

UWB 発射は連続短期間パルスか、
又は雑音として現れるかだろ
う。そして、それは、UWB 発射そ
のものの測定を困難にする。こ
の勧告は平均とピーク周波数電
力密度を測定するための UWB 発
射と UWB シグナルのあらゆるタ
イプの周波数領域と時間領域技
術に関して述べた勧告 

WP1A/ 
227/1 

新規  

SM.1755 ＵＷＢ技術の特徴 UWB 技術や UWB 技術を使用して
いるデバイスを記述するための
用語、定義、略語を提示する等
している勧告 

WP1A, 
WP1B/ 
226/1,227/1 

新規  

SM.1756 ＵＷＢ技術を使用し
たデバイスの導入の
ための枠組 

この勧告の中で、枠組みは UWB
技術を使用しているデバイスの
監理、ありうる規定の実施に関
する具体例及び地域的、国家的
な UWB に関する規則の抜粋（情
報としてのみ提供されるもの）
に携わる主管庁に対する指導原
理を含む勧告 

WP1B/ 
226/1 

新規  

SM.1757 ＵＷＢデバイスがそ
の他の業務に与える
インパクト 

この勧告は、発展している国家
的な UWB が優位にある状況で、
主管庁に対するガイドを与える
勧告 

WP1A/ 
227/1 

新規  

SM.1792 T-DAB、DVB-T 発射
装置の側帯発射の測
定 

T-DAB および DVB-T 送信機か
ら の 発 射 が ITU-R BS.1660
（「VHF 帯の地上デジタル音声
放送の計画における技術的基

WP1C/ 
N/A 

新規  



盤」）および RRC 06 (2006 年地
域無線通信会議)の最終議定書
に示されたスペクトルマスクを
遵守しているかどうかをチェッ
クする方法を提示する勧告 

SM.1793 周波数チャンネル占
有の測定 周波数チャネル占有率を測定す

る際に、受信機もしくはスペクトラ
ム・アナライザを用い、周波数ス
テップごとに信号の強度を記録し
て、後処理によって、信号がある
一定の閾値レベルを超える時間
の割合を算出する方法を提示す
る勧告 

WP1C/ 
N/A 

新規  

SM.1794 広帯域瞬間周波数帯
周波数監視システム 新たな電波監視機能の調達を計

画している関係機関に対して、非
常に広い瞬時帯域幅(瞬時帯域
幅 20 MHz 以上)を備えた電波監
視システムの調達の検討を推奨
する勧告 

WP1C/ 
N/A 

新規  

SM.1809 標準的なデータ交換
フォーマット 

監視・計測キャンペーンを通じて
得られた経験から、周波数スキ
ャンに基づく監視データの標準デ
ータ交換フォーマットに関する勧
告 

WP1C/ 
N/A 

新規  

 

  



 

第３章 ＲＡへの対処（ＳＧ３関連） 

 

１ 研究対象 

ＳＧ３は、「電波伝搬」を研究対象としている。 

 

２ ＲＡ－０７に提出される勧告案 

今会期中にＳＧ３会合で採択された勧告案は全て郵便投票に付されており、ＲＡ

－０７に提出される勧告案はない。 

 

３ 課題の見直し 

  ＳＧ３における次会期の研究課題及びその評価一覧を表３－１に示す。今会期中

に追加されたものを含めて、２３件の研究課題があったが、これらは、今会期中に

既に郵便投票により承認されており、ＲＡ－０７に提出される次会期研究課題はな

い。 

なお、次会期の課題については、我が国はその重要性を認識し、支持する。 

主な研究課題の概略は、以下のとおりである。 

（１）研究課題 ２２５－４／３ 

ディジタル変調技術を含めた LF および MF 帯におけるシステムに影響する

伝搬因子の予測 

【概要】標準電波のような長波やラジオ放送等に使われている中波の電界強

度推定に関わる課題であり、関連する勧告 P.684 や P.1147 について

は我が国から積極的に寄書等を入力している(７件／今会期中)。ま

た、研究成果を２０１０年までに勧告またはレポートにすることが

明記された。 

（２）研究課題 ２１１－４／３ 

300MHz から 100GHz の周波数における近距離無線通信アクセスシステム及

び無線 LAN 設計のための伝搬データとモデル 

【概要】新勧告「広帯域移動通信のための遅延および角度プロファイル推定

法」を我が国からの６件の入力を元に作成した。また、勧告 P.1238
および P.1411 に対しては計２８件の寄書を改訂等に反映させ、本研

究課題の進捗に大きく貢献している。 

 

４ 参考事項 

  ＳＧ３は、２００４年１０月、２００６年１０月、２００７年４月に開催され、

５件の新規勧告案及び５１件の改訂勧告案が郵便投票に付され、１件の新規勧告案

及び４３件の改訂勧告案が承認されている。（１件の新規勧告案及び３件の改訂勧

告案については郵便投票中である。）。今会期中に郵便投票により承認された勧告リ

ストを表３－２に示す。 

  重要課題の審議状況、勧告化の動向を以下に示す。 

（１）新勧告 P.[TIME-SPATIAL_PROFILE] 



我が国の提案により作成された広帯域移動通信のための遅延および角度プ

ロファイル推定法である。次世代移動通信の検討を進めている WP8F に対して

もリエゾン文書により本件の情報が入力され、システム検討等にも寄与してい

る。MIMO 等の新技術を用いた無線システム設計に不可欠な時空間伝搬モデル

の確立に向けた基盤技術として有効な勧告である。 
（２）電離圏伝搬特性の検討 

長波(LF)および中波(MF)伝搬に関する勧告 P.1147、P.684 について、長距離

伝搬試験等の実施によりこれまで我が国から提案してきた勧告改訂案の妥当

性を検証するフェーズにあり、太平洋航路や南極航路等を活用した世界規模の

測定が予定されている。また、短波帯(HF)に対してもオーストラリア北部から

日本に至る東南アジア地域で我が国が主導するグローバルな観測体制が確立

しつつあり、勧告 P. 533 等の見直しに有効と期待されている。 
（３）短距離伝搬特性推定法の検討 

屋内伝搬と屋外短距離伝搬に関する勧告 P.1238、P.1411 については、これ

までの自ゾーン設計のための伝搬特性推定法としての利用だけでなく、周波数

共用のための干渉評価への適用性の付加が求められるようになっている。特に

広帯域系の種々の無線システムがマイクロセル～ピコセル領域で多数存在す

る状況では屋内-屋内、屋内-屋外、屋外-屋外のそれぞれの関係での伝搬特性評

価が求められ、P.1238 及び P.1411 の記載項目の見直しも含めた横断的な改善

が必要である。 
  

 

表３－１ 次会期の研究課題及び評価 

研究課題

番号 
研究課題名 概要及び評価 

新規 

継続 

改訂 

削除 

対応 備考 

201-3/3 地上及び衛星通信シ

ステム並びに宇宙研

究応用の計画に必要

な電波気象データ 

[概要]電波気象データの性質、統計、

伝搬特性との関係等について研究す

る。 

[評価]研究課題として適当 

継続 支持 S2 

会期中に改

訂 

202-3/3 地表伝搬の推定法 [概要] 地表伝搬の影響をサービスエ

リアと干渉評価の両方の観点から研

究する 

[評価]研究課題として適当 

継続 支持 S2 

会期中に改

訂 

203-3/3 30MHz 以上の周波数

における地上放送、固

定（広帯域アクセス）

及び移動業務のため

の伝搬データと推定

法 

[概要] 周波数等により影響される電

界強度、多重路や時間・空間的統計

について研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 支持 S1 



204-3/3 地上見通し回線のた

めの伝搬データと推

定法 

[概要]各種の伝搬因子の影響による

伝搬損失、局設計のための伝搬デー

タ等について研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 支持 S2 

205-1/3 見通し外方式のため

の伝搬データと推定

法 

[概要]基本伝送損の統計分布、気候区

依存性などを研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 支持 S2 

206-3/3 固定衛星業務と衛星

放送業務のための伝

搬データと推定法 

[概要]減衰等の長期間統計分布及び

その場所依存性、予測法、減衰の統

計特性、反射パラメータなどを研究

する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 支持 S2 

207-3/3 約 0.1GHz 以上におけ

る衛星移動及び無線

標定業務のための伝

搬データと推定法 

[概要]地形等による電界強度、伝搬ロ

ス等の範囲、端末の環境の影響等に

ついて研究すること。 

[評価]研究課題として適当 

継続 支持 S2 

208-3/3 固定衛星業務と地上

業務に影響する周波

数共用上の伝搬因子 

[概要]周波数共用に関して、信号強度

変動の分布、その場所・周波数・季

節依存性等を研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 支持 S2 

会期中に改

訂 

209/3 システム性能解析に

おける変動率と危険

率パラメータ 

[概要]伝搬の観点からシステム性能

解析における変動率と危険率パラメ

ータを研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 支持 S2 

211-4/3 300MHz から 100GHz

の周波数における近

距離の無線通信シス

テム及び無線アクセ

スシステム、無線ＬＡ

Ｎ（WLAN）のための

伝搬データと伝搬モ

デル 

[概要]近距離通信での伝搬モデルや

様々な短距離通信業務においてどの

ようなチャンネル伝搬特性が最も適

切かを研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 支持 S1 

会期中に改

訂 

212-1/3 電離圏特性 [概要]無線通信システムに影響を与

える電離圏の諸特性やその地域的変

化について研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 支持 S3 

213-1/3 電離圏及び電離圏貫

通無線通信のための

運用パラメータの短

期予測 

[概要]短期予測の必要性と技術、電離

層共鳴及びチャンネル評価の有効性

について研究すること。 

[評価]研究課題として適当 

継続 支持 S3 



214-3/3 電波雑音 [概要]雑音の測定法、雑音の強度、雑

音の各種パラメータ等について研究

すること。 

[評価]研究課題として適当 

継続 支持 S2 

会期中に改

訂 

218-3/3 宇宙システムに及ぼ

す電離圏の影響 

[概要]電離層が宇宙通信システムに

及ぼす因子（シンチレーション、分

散特性等）の推定法及び電離圏貫通

無線通信の最適なモデルを研究し、

調整距離の設定及び周波数共用並び

に非静止衛星の運用に資する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 支持 S2 

会期中に改

訂 

221/3 スポラディック E 層

及び他の電離による

VHF 及び UHF 伝搬 

[概要]VHF/UHF 帯の電離層伝搬メカ

ニズム、伝搬特性の予測について研

究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 支持 S3 

222-1/3 電離圏のパラメータ

の測定及びデータバ

ンク 

[概要]データ収集及び信号測定技術、

HF 電界強度測定及びデータバンク

編集等について研究すること。 

[評価]研究課題として適当 

継続 支持 S2 

225-5/3 ディジタル変調技術

の使用を含む長波及

び中波帯におけるシ

ステムに影響を及ぼ

す伝搬因子の予測 

[概要]予測法の改善、地上波と空間波

の共存が LF 及び MF システムに与

える作用、LF 及び MF の各種パラメ

ータ等について研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 支持 S2 

会期中に改

訂 

226-3/3 衛星間伝搬路に対す

る電離圏及び対流圏

特性 

[概要]衛星間伝搬における電離圏の

影響の研究、対流圏の影響分離の研

究を行う。 

[評価]研究課題として適当 

継続 支持 S2 

会期中に改

訂 

227-1/3 短波帯のチャンネル

シミュレーション 

[概要]短波帯の伝送路をシミュレー

ションするために必要な特性要素

（帯域特性、伝達関数の時間的変化

等）について研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 支持 S3 

228-1/3 275GHz以上における

無線通信システムの

設計に必要な伝搬デ

ータ 

[概要]地上系、地球から宇宙、宇宙か

ら地球の通信路における大気のパラ

メータと電磁波の特性の関係や衛星

間での自由空間パラメータと電磁波

特性との関係について最適なモデル

を研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 支持 C1 

会期中に改

訂 



229/3 ディジタル変調技術

を利用したシステム

に お け る 約 1.6 ～

30MHz の周波数帯で

の空間波伝搬状況、信

号強度、回線品質及び

信頼性の予測 

[概要]予測された電離圏特性から基

本的、運用的 MUF 及び ray path の

長期的予測とその変化について勧告

P.1240 で与えられた方法の改善点

を探る研究を行う。 

[評価]研究課題として適当 

継続 支持 S1 

230/3 電力線通信のための

推定法とモデル 

[概要]電力線通信システムから無線

周波数エネルギーが放射される作

用、単一または複数のシステムから

放射される総エネルギーの最適なモ

デル、干渉評価のための最適な信号

強度伝搬モデル等を研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 支持 S1 

会期中に新

規策定 

231/3 無線通信システム及

びネットワークの性

能に及ぼす人工雑音

源からの電磁放射の

影響 

[概要] 個別雑音源からの放射分布の

記述及び測定法、無線通信システム

及びネットワークの性能に及ぼす人

工雑音源からの電磁放射の影響とそ

の記述及び定量化について研究す

る。 

[評価]研究課題として適当 

継続 支持 S2 

会期中に新

規策定 

 

 

 

表３－２ 今会期中に承認された勧告 

勧告番号 勧告名 勧告の内容及びコメント
関連ＷＰ／

課題番号 

新規 

改訂 

削除 

備考 

P. 311-12 対流圏伝搬研究におけ

るデータの収集、表示及

び解析 

4.3 節 Testing method for 

comparing fade duration 

prediction 及 び 4.4 節

Testing method for 

comparing fade slope 

prediction の Procedure

を修正した。 

WP3J/ 

201/3 

改訂  

P. 313-10 短波予報のための情報

の交換と電離層じょう

乱警報の伝達 

3 節  Exchange of basic 

data used in short-term 

forecasts に ISES 等の情

報が追加された。 

WP3L/ 

N/A 

改訂  

P. 368-8 10kHz～30MHz の地上

波伝搬曲線 

北半球の季節変動の情報

を Annex1 に追記した。 

WP3J/ 

N/A 

改訂  



P. 368-9 10kHz～30kHz の地上

伝搬曲線 

10kHz から 30MHz までの

周波数帯における地表波

伝搬カーブについて、季節

変動及びわずかな位置の

変化による変動の情報を

追加した。 

WP3J/ 

N/A 

改訂  

P. 372-9 電波雑音 1 節で電波雑音関連の定

義を修正し、5 節の人工雑

音について新たな測定結

果を表３－３～4 として

追加した。 

WP3J/ 

214-2/3 

改訂  

P. 3/BL/5 

(P. 373-8) 

最高・最低周波数の定義 伝搬予測手法に用いられ

る最高周波数および最低

周波数の定義について、近

年使われ始めた新たな用

語を追加した。 

WP3L/ 

212/3 

改訂 未発行 

P. 452-12 0.7GHz 以上の地表局間

干渉評価に必要な推定

法 

適用周波数上限を 30GHz

から 50GHz へ拡大し、見

通し外伝搬路および伝搬

損失計算法の計算式を修

正した。また、降雨散乱干

渉に関する記述を修正し、

Annex 8 を削除した。 

WP3M/ 

208/3 

改訂  

P. 452-13 0.7GHz 以上の地表局間

干渉評価に必要な推定

法 

表 3 のパラメータ表の説

明を修正した。また、4 節

の晴天時伝搬モデル、特に

4.1 節 Diffraction と 4.6 節

The overall prediction の

表記を大幅に修正した。 

WP3M/ 

208/3 

改訂  

P. 526-9 回折による伝搬 我が国提案の反射係数計

算式の修正を行ったほか、

障害物の回折損失の評価

に対して一般的な指針を

示す節等を新たに追加し

た。 

コメント：日本からの寄与

文書を反映。 

WP3J/ 

202/3 

改訂  

P. 526-10 回折による伝搬 回折伝搬の計算について、

4.3 節の図及び計算式を訂

正し、勧告 P.526-9 を参照

して勧告 P.452 を用いて

WP3J/ 

202/3 

改訂  



連続ナイフエッジモデル

の回折損失を計算した場

合、異なる二通りの結果が

導き出されるあいまいさ

を解消した。 

P. 526-10 回折による伝搬 3.2 節の LOS サブパス回

折の式(21)群を修正し、そ

の他式(43)と式(88)の符号

等のエディトリアルな修

正を行った。 

WP3J/ 

202/3 

改訂 郵便投票

中（TAP）

P. 530-11 地上見通し内無線中継

方式設計に必要な伝搬

データと推定法 

マルチホップリンク伝搬

特性、複数パスが１局に集

中する場合の伝搬特性評

価、ダイバーシチ効果、及

びサービス開始(Bringing 

into service)判定への伝搬

の影響の記載内容を修正

し、無給電中継及び周波数

ダイバーシチ効果に関す

る項目を新設した。 

WP3M/ 

204/3 

改訂  

P. 530-12 地上見通し内無線中継

方式設計に必要な伝搬

データと推定法 

マルチパスフェージング

分布を最悪月平均値から

年平均値に変換する手順

の一部を明確化し、降雨ま

たは湿った降雪による伝

搬減衰を予測する複合的

手法を追加するとともに、

マルチホップ中継におけ

る連続したホップのフェ

ージングの分散予測手法

を修正した。 

WP3M/ 

204/3 

改訂  

P. 531-8 宇宙機を含む無線通信

システムに影響を及ぼ

す電離圏効果 

Instantaneous statistics の

式に関する説明を明確に

した。 

WP3L/ 

218/3 

改訂  

P. 531-9 宇宙機を含む無線通信

システムに影響を及ぼ

す電離圏効果 

衛星通信システム設計に

必要な電離層伝搬予測の

計算式及び計算に用いら

れる変数の定義を訂正し

た。 

WP3L/ 

218/3 

改訂  

P. 533-8 HF 伝搬予測法 3.6 節  The path 

operational MUF の係数に

WP3L/ 

N/A 

改訂  



関する記述を修正し、関連

研究課題番号を削除した。

P. 533-8 HF 伝搬予測法 タイトルを変更し、Part 1

～3 の 3 部構成に整理し

た。Part 1 の 3.6 節の月間

特性を追加した。Part 2 の

5.2 節の 7000km までの計

算法を修正した。Part 3 の

10 節 の Basic circuit 

reliability を大幅に修正し

た。 

WP3L 

N/A 

改訂 郵便投票

中（TAP）

P. 618-9 衛星通信方式設計に必

要な伝搬データと推定

法 

2.2.4.1 節サイトダイバー

シチ時の降雨減衰に対す

る瞬断率推定法を修正し、

ダイバーシチ利得とダイ

バーシチ改善係数間の矛

盾を解決した。 

WP3M/ 

206-3/3 

改訂  

P. 620-6 1～40GHz の周波数帯

における調整距離評価

に必要な伝搬データ 

最小距離および降雨強度

がゼロの場合の扱いを明

確化した。 

WP3M/ 

208/3 

改訂  

P. 676-6 大気ガスによる減衰 Annex1 Line-by-line 

calculation の 22GHz 付近

の不連続性を修正した。ま

た、これを受けて Annex2 

Approximate estimationの

近似式も修正した。 

WP3J/ 

201/3 

改訂  

P. 676-7 大気ガスによる減衰 図３、６及び表３－２中の

誤記を訂正した。 

WP3J/ 

201/3 

改訂  

P. 682-2 航空移動衛星通信方式

設計に必要な伝搬デー

タ 

航空衛星移動通信につい

て、航空機着陸時の無線回

線へのマルチパス効果に

よる影響を計算する新た

なモデルを導入した。 

WP3M/ 

207/3 

改訂  

P. 684-4 約500kHz以下の周波数

における電界強度計算 

2.3 節(Numerical method 

for calculating resultant 

field strength and phase)

を新設した。 

コメント：日本からの寄与

文書を反映。 

WP3L/ 

225/3 

改訂  

P. 833-5 植生による減衰 1 GHz 以上の周波数帯に WP3J/ 改訂  



おける損失計算法を修正

し、動的特性についての情

報を勧告 P.1410 から移設

した。 

202/3 

P. 833-6 植生による減衰 3.2 節の誤記を訂正すると

ともに樹木遮蔽損失推定

法である RET(Radiative 

Energy Transfer)モデルの

変数表に新たな測定に基

づくデータを追加した。ま

た、RET モデル計算用の

入力変数について、対応す

る樹木の種類及び周波数

を拡張した。さらに、植生

による遅延拡散モデルに

係る節を新設した。 

WP3J/ 

202/3 

改訂  

P. 834-5 対流圏屈折が電波伝搬

に与える影響 

大気屈折率変化による通

路長差の推定式を修正し、

Average excess path 

delay の world map(図 2)

をソフトウエアによる出

力とした。 

WP3J/ 

201/3 

改訂  

P. 834-6 対流圏屈折が電波伝搬

に与える影響 

大気中を伝搬する電波の

収束または発散の効果に

よる信号損失または増幅の

計算手法を改善した。 

WP3J/ 

201/3 

改訂  

P. 835-4 大気ガス減衰のための

参照標準大気 

大気屈折率垂直方向プロ

ファイルを修正し、データ

ベース化した。 

WP3J/ 

201/3 

改訂  

P. 837-5 伝搬モデル化のための

降水の特性 

Annex2 の年間降雨強度統

計の 0.01％値のマップを

更新し、Annex3 に 1 分間

降雨統計量への変換法を

新設した。 

WP3J/ 

201-3/3 

改訂  

P. 838-3 推定法に用いる降雨減

衰係数モデル 

降雨減衰係数計算に用い

るパラメータの近似計算

式を修正した。 

WP3J/ 

201/3 

改訂  

P. 841-4 年間統計の最悪月統計

への変換 

Table 1のRain rateにキル

ギスタンと中国のデータ

を追加し、降雨強度の最悪

月統計と年間統計量変換

WP3J/ 

210/3 

改訂  



式に雨の多い熱帯および

温帯の場合と雨の少ない

温帯、極地域、砂漠の場合

の式を追加した。 

P. 842-3 HF 無線通信システムの

信頼性と適合性の計算 

表３－３ の式の符号を修

正した。 

WP3L/ 

N/A 

改訂  

P. 842-4 HF 無線通信システムの

信頼性と適合性の計算 

短波通信システムの信頼

性評価に用いる計算式の

誤記を訂正した。 

WP3L/ 

N/A 

改訂  

P. 1057-2 電波伝搬モデリングに

関連した確率分布 

Annex2 に対数正規分布と

そ の complementary 

cumulative distribution の

近時計算法を新設した。 

WP3J/ 

N/A 

改訂  

P. 1144-4 SG3 の伝搬推定法適用

の手引き 

表３－１（伝搬に関する勧

告を取りまとめたもの）に

ついて、新規 ITU-R P-シ

リーズ勧告の追加及び既

存の勧告への改訂に伴う

変更を行った。 

WP3M/ 

N/A 

改訂  

P. 1147-3 約 150～1700kHz の周

波数帯における空間波

電界強度の推定 

2.7 節 Hourly loss factor

の遠距離(2000km)関連記

述を修正した。 

WP3L/ 

225/3 

改訂  

P. 1147-4 約 150～1700kHz の周

波数帯における空間波

電界強度の推定 

Sea gain の計算に用いる

図 8a 及び 8b を修正した。

コメント：日本からの寄与

文書を反映。 

WP3L/ 

225/3 

改訂  

P. 1238-4 900MHz から 100GHz

の周波数帯における屋

内無線通信システム/無

線 LAN の計画のための

伝搬データと推定モデ

ル 

3 節 Path loss models の

表３－２に 70GHz 帯測定

結果を追加し、7 節 Effect 

of building materials, 

furnishings and furniture

にガラスの複素誘電率計

算式を追加した。また、反

射係数の式(7b)を修正し、

8 節 Effect of movement 

of objects in the roomに人

体遮蔽継続時間特性およ

び地下街伝搬損失計算法

を新たに追加した。 

コメント：日本からの寄与

文書を反映。 

WP3K/ 

211/3 

改訂  



P. 1238-5 900MHz から 100GHz

の周波数帯における屋

内無線通信システム/無

線 LAN の計画のための

伝搬データと推定モデ

ル 

MIMO(Multi-Input 

Multi-Output)方式の伝搬

特性推定に必要な角度拡

がりに係る節を新設する

とともに、反射・透過係数

の計算式及び地下街伝搬

損失推定式の変数を訂正

した。 

コメント：日本からの寄与

文書を反映。 

WP3K/ 

211/3 

改訂  

P. 1239-1 ITU 標準電離圏特性 電離層反射を用いる通信

について、最高通信可能周

波数予測の情報の利用を

促進するため、Ｆ層電子密

度値の変動に関する情報

を表として追加した。 

WP3L/ 

212/3 

改訂  

P. 1240-1 基本 MFU、運用 MFU、

電波通路の予測法 

電離層反射を用いる通信

について、勧告 P. 1239 の

改訂に伴い、最高通信可能

周波数をP. 1239を用いて

予測する手法に係る項目

を追加した。 

WP3L/ 

212/3 

改訂  

P. 1321-1 LF/MF 帯におけるディ

ジタル変調技術を用い

るシステムに影響を及

ぼす伝搬因子 

2.1 節 の Ground wave 

mode の説明を修正し、4

節の Variability の説明と

表３－１の数値を更新し

た。 

WP3J/ 

225/3 

改訂  

P. 1321-2 LF/MF 帯におけるディ

ジタル変調技術を用い

るシステムに影響を及

ぼす伝搬因子 

ディジタル変調方式を用

いる長波及び中波システ

ムの電波伝搬に影響を与

える要因について、地表波

伝搬の季節変動及びわず

かな位置の変化による変

動の情報を追加した。 

WP3J/ 

225/3 

改訂  

P. 1406-1 VHF 及び UHF 帯陸上移

動通信業務に関連する

伝搬の効果 

対象として broadcasting

も追加し、タイトルを変更

して 3.2.2節にマルチパス

フェージングの項を新設

した。 

WP3K/ 

203/3 

改訂  

P. 1407-2 マルチパス伝搬及びそ

の特性のパラメータ化 

用語の定義を追加した。ま

た、空間平均と時間平均し

WP3K/ 

203/3 

改訂  



た電力遅延プロファイル

例を図 1 に載せ、図 2 に

遅延スプレッド等の計算

で用いる積分範囲等を説

明し、従来の説明図より分

り易くした。 

コメント：日本からの寄与

文書を反映。 

P. 1407-3 マルチパス伝搬及びそ

の特性のパラメータ化 

マルチパス伝搬特性につ

いて、遅延プロファイルに

おけるパスの数を決定す

るためのしきい値の定義

を明確化するとともに、到

来角度プロファイルのパ

ラメータを新たに定義し

た。 

WP3K/ 

203/3 

改訂  

P. 1410-3 約 20～50GHz の周波数

で運用される陸上広帯

域ミリ波アクセスシス

テムの設計に必要な伝

搬データ及び推定法 

植生による損失に情報を

追加し、ルードダイバーシ

チ効果の計算法を修正し

た。さらに、4.1 節「植生

の動的影響」を勧告 P.

833 へ移行した。 

コメント：日本からの寄与

文書を反映。 

WP3K/ 

203/3 

改訂  

P. 3/77 

(Rev.1) 

(P. 1410-4) 

約 20～50GHz の周波数

で運用される陸上広帯

域ミリ波アクセスシス

テムの設計に必要な伝

搬データ及び推定法 

対 象 周 波 数 帯 を

20-50GHz から 3-60GHz

に拡張した。これに伴い、

勧 告 タ イ ト ル 及 び

Introduction か ら

millimetric の単語を削除

し、マイクロ波帯の使用を

念頭に置いた各種システ

ムの記述を追加した。ま

た、粗面に対する反射・散

乱損失モデル及び勧告 P. 

1411 の測定結果を参照し

た建物透過損失情報を追

加し、伝搬メカニズムの周

波数特性に係る節を新設

した。 

WP3K/ 

203/3 

改訂 未発行 

P. 1411-3 900MHz から 100GHz 4.2 節 Models of NLOS WP3K/ 改訂  



の周波数帯における屋

外無線通信システム/無

線 LAN の計画のための

伝搬データと推定モデ

ル 

situation の適用領域の一

部を 5GHz まで拡張した。

ま た 、 6 節  Multipath 

models の節整理と遅延ス

プレッド測定値テーブル

及 び 、 10 節  Fading 

characteristics を新設し

た。 

コメント：日本からの寄与

文書を反映。 

N/A 

P. 1411-4 900MHz から 100GHz

の周波数帯における屋

外無線通信システム/無

線 LAN の計画のための

伝搬データと推定モデ

ル 

Table3 のセル定義を修正

した。4.2 節 Models of 

NLOS situation の屋根越

え伝搬環境における適用

周波数拡張と距離等に対

する不連続性の是正、郊外

地への適用エリア拡大、ス

トリート環境での適用周

波数拡大を行った。また

4.3 節として UHF 帯低ア

ンテナ高での伝搬損失を

追加し、7 節 Number of 

signal components への新

データ追加と表の統合を

行った。 

コメント：日本からの寄与

文書を反映。 

WP3K/ 

N/A 

改訂  

P. 1546-2 30MHz～3GHz 帯陸上

通信のためのポイント-

エリア伝搬特性推定法 

陸・海混合伝搬路に対する

電界強度の計算式の修正

等を行った。 

WP3K/ 

N/A 

改訂  

P. 1546-2 30MHz～3GHz 帯陸上

移動通信のためのポイ

ント-エリア伝搬特性推

定法 

4.3 節の送信アンテナ高が

10m 以下の場合の計算法

を修正、8 節の混合伝搬路

について説明を追加、13

節の対流圏散乱補正の項

と14節の1km以下での補

正の項を修正及び Table4

の計算用パラメータリス

トを修正した。 

WP3K/ 

N/A 

改訂 郵便投票

中（TAP）

P. 1621-1 20THz～375THz におけ

る地上～衛星間方式設

エディトリアルな修正を

行った。 

WP3J/ 

N/A 

改訂  



計に必要な伝搬データ 

P. 1623-1 地上～衛星間伝搬路に

おけるフェージング動

特性の推定法 

フェードスロープ値の累

積分布推定式を修正した。

WP3J/ 

201/3 

改訂  

P. 1791 UWB 機器が他の無線局

に与える影響を評価す

るための伝搬予測 

UWB 機器が他の無線局

に与える影響を評価する

ための伝搬予測に係る新

勧告案。 

1-10GHz の周波数帯に適

用可能なUWB伝搬損失の

実験に基づくモデルを記

述するとともに、狭帯域通

信受信機で受信される

UWB 送信機からの電力の

評価手法を提供する。 

WP3K/ 

211/3 

新規  

P. 

[PATH_SP

ECIFIC] 

VHF 及び UHF 帯におけ

るポイント-エリア地上

業務のためのパススペ

シフィック伝搬推定法 

VHF及びUHF帯における

地上業務のためのポイン

ト-エリアパススペシフィ

ック伝搬損失推定法に関

する新勧告案。 

WP3K/ 

203/3 

新規 郵便投票

中（TAP）

P. 1814 地上自由空間光伝送方

式設計のために必要な

推定法 

自由空間光波伝送システ

ム設計に必要な晴天時光

波伝搬損失計算法、霧、雨、

雪の損失計算法、シンチレ

ーションの影響評価法、太

陽光雑音の影響評価法等

に関する新勧告案。 

WP3M/ 

228/3 

新規  

P. 1815 降雨減衰差 同一宇宙局に接続した二

つの地上局間伝搬路の伝

搬損失差統計推定法に関

する新勧告案。 

WP3M/ 

208/3 

新規  

P. 1816 UHF 及び SHF 帯を用い

る広帯域陸上移動業務

のための時間および空

間プロファイル推定法 

UHF及びSHF帯を用いる

広帯域陸上移動業務のた

めの遅延及び角度プロフ

ァイル推定法に関する新

勧告案。 

コメント：日本提案が基礎

となっている。 

WP3K/ 

211/3 

新規  

P. 1817 自由空間光伝送方式設

計のために必要な伝搬

データ 

自由空間光波伝送システ

ム設計のために必要な伝

搬データ及びその定量的

WP3J/ 

228/3 

新規  



推定法に関する新勧告案。

 



 
第４章 ＲＡへの対処（ＳＧ４関連） 

 
１ 研究対象 

ＳＧ４は、「固定衛星業務」を研究対象としている。 
またＳＧ９との合同会合である Joint SG4/9 は、固定業務と固定衛星業務間の周

波数共用問題を研究対象としている。 
なお、我が国からは、ＳＧ４副議長として、阿部宗男(ＫＤＤＩ)を選出している。 

 
２ ＲＡ－０７に提出される勧告案 

ＲＡ－０７に提出されるＳＧ４の勧告案（ＳＧ９との共同提案）及びその評価を

表４－１に示す。 

新勧告１件と改訂１件が提案されており、我が国はこの提案を支持する。 
 
３ 研究課題の見直し 

ＲＡ－０７で検討される、ＳＧ４の研究課題及びその評価一覧を表４－２に示す。 
次会期の研究課題として、今会期の研究課題５０件のうち２件の改訂と８件の削

除が提案されており、我が国はこの提案を支持する。 
 
主な研究課題の概略は、以下のとおりである。 

（１）研究課題 42-1/4 
固定衛星業務における地球局アンテナ特性 

【概要】互いに接近したアンテナ間のカップリング、マルチビームアンテナの各

ビームの放射特性、20-30GHz を使った Phased array antenna の放射特性につ

いての研究 
（２）研究課題 75-3/4 

固定衛星業務における国際間通信のデジタル伝送の性能目標 
【概要】ITU-T によって策定される性能基準にあうエラー補正のための符号化、

復号化技術等の研究 
（３）研究課題 209/4 

静止衛星システムの上り・下りの両リンク用として固定衛星業務に分配された

周波数帯の使用 
【概要】固定衛星業務における宇宙局からのダウンリンクが、衛星放送業務フィ

ーダリンクアップリンクと周波数スペクトルを共用し得る条件等についての

研究 
（４）研究課題 223/4 

固定衛星業務ネットワークにおける短時間干渉に対する干渉基準 
【概要】ISDN、SDH、その他のデジタル回線のためのＦＳＳキャリアそれぞれ

に対する許容される短時間干渉を決定するために用いられる短時間干渉基準

等の研究 
（５）研究課題 245/4 



帯域外及びスプリアス発射の制限 
【概要】種々の周波数帯における固定衛星業務によるスプリアスの実際の値、固

定衛星業務と電波天文業務との共用及び調整技術、帯域外発射及びスプリアス

発射条件が適用される領域を決定するための周波数帯幅の定義について研究 
（６）研究課題 247/4 

5/7GHzで運用される非静止衛星軌道/移動衛星業務のフィーダリンク地球局に

適用されるアンテナ放射パターンの設計目標 
【概要】既存のアンテナ放射パターンに関する勧告は、GSO を前提としている

ため、5/7GHz 帯で運用される NON-GSO/MSS フィーダリンク地球局に適用

されるアンテナ放射パターンの設計目標や他 NGSO/MSS 通信網から衛星受信

機に与える干渉に影響を与える要因について研究 
（７）研究課題 248/4 

5ＧＨz 帯付近の固定衛星システムとワイヤレスデジタルネットワークの周波

数共用 
【概要】ワイヤレスデジタルネットワーク機器が宇宙方向へ放射する最大輻射電

力密度について検討を行うもの。 
（８）研究課題 251-1/4 

30-52ＧＨz 帯で運用される固定業務と共用を行う固定衛星業務の実現可能性 
【概要】固定衛星業務と固定業務の成層圏プラットフォームシステム間の干渉に

対する望ましい共用基準について検討を行うもの。 
（９）研究課題 252/4 

非静止衛星システムからの干渉に対する付録第 30B 号プランの保護のための

基準 
【概要】NGSO 通信網から付録第 30B 号の区域分配又は割当てを保護する上で

必要な追加の保護基準及びそれを満たすために必要な NGSO/FSS 通信網の制

限について研究 
（10）研究課題 263-1/4 

IP パケット伝送のための固定衛星業務デジタル回線の性能目標 
【概要】衛星を利用したＩＰ通信に関する要求性能、性能改善のための要求事項

等を検討するための課題 
（11）研究課題 269/4 

グローバルブロードバンド衛星システムのユーザーターミナル（VSAT）のス

ペクトラム要件と技術的、運用的特徴 
【概要】世界的な高速インターネット衛星システムに必要となるスペクトラム要

件、周波数帯や、端末の普及に必要な要件を検討するもの。 
（12）研究課題 270-1/4 

広帯域信号を用いた固定衛星システム 
【概要】広帯域信号を用いた固定衛星システムの適切な特性および他の固定衛星

システムに対し有害な混信を与えないための要求条件について検討するもの。 
（13）研究課題 271/4 

意図しないアクセスによる SNG 間の干渉 



【概要】SNG 運用者にとって、どのようなアクセス手順が望ましいか、経済面

でどのような搬送波の ID 信号が経済的に採用可能か、どのような訓練や資料

が求められているのか等について検討するもの。 
 
４ 参考事項 

ＳＧ４は、２００４年１０月、２００５年１１月、２００６年９月に開催され、

４０件の新規、改訂及び削除勧告案が郵便投票に付され、承認されている。今会期

中に郵便投票により承認された勧告リストを S シリーズ、SNG シリーズおよび SF
シリーズに分けて表４－３、表４－４および表４－５に示す。 
重要課題の審議状況、勧告化の動向を以下に示す。 

 
（１）HEO 離角 

2006 年 9 月の SG4 会合において、日本から提出されたアクティブアーク

内の HEO衛星と GSO arc との地表面における最小離角の計算方法に関する勧

告 S.1713 の改訂案が審議され郵便投票により勧告化された。 

勧告 S.1713 は RR22 の epfd limit の確認に有用な勧告となっているが、

一方、epfd limit が適用されない周波数帯域では、アクティブアーク内の

HEO 衛星と特定の GSO 衛星との最小離角を計算できることが有用になる。今

回の改訂により、これに対応した計算方法が勧告 S.1713 に追加された。 

 
（２）HEO 関連その他事項 

2006 年 3 月の WP4A 会合において、「BR 局長への HEO 定義に関する

WP4A としての見解を示す発送文書案」と「HEO に関する ITU-R 関連文書

調査結果の作業文書」について、米国から一部文言等の提案があり、審議の

結果、承認された。 
 



表４－１ ＲＡ－０７に提出される勧告案の評価 

勧告番号 勧告名 勧告の内容及びコメント
関連ＷＰ／

課題番号 

新規 

改訂 

削除 

対応 備考

SF.[4-9S/H

APS-PLIM

IT] 

47.2-47.5GHz 及 び

47.9-48.2GHz 帯におい

て宇宙局受信機との周

波数共用を促進するた

めの HAPS 利用者端末

の電力決定手法 

［概要］ 

47.2-47.5GHz 及 び

47.9-48.2GHz 帯において

固定衛星宇宙局との共用

を促進するための HAPS

利用者端末の送信電力制

限決定手法について記述

している 

WP4-9S/ 

251/4-218/9 

新規 支持  

S.1587-1 

FSS に割り当てられて

いる、5925-6425 MHz 

および 14-14.5 GHz に

おける、FSS 衛星を用い

た船上地球局の技術特

性について 

［概要］ 

WRC-03 の結果を反映し、

C-Band の ESV の例とし

て 1.2mのアンテナ径を持

つシステムが追記されて

いる。 

ＷＰ４Ａ 

Q.254/4 

改訂 支持  

 
表４－２ 次会期の研究課題及び評価 

研究課題 
番号 研究課題名 概要及び評価 

新規 
継続 
改訂 
削除 

対応 備考

42-1/4 

固定衛星業務にお
ける地球局アンテ
ナ特性 

[概要] 
互いに接近したアンテナ間のカップリ
ング、マルチビームアンテナの各ビーム
の 放 射 特 性 、 20-30GHz を 使 っ た
Phased array antenna の放射特性につ
いての研究 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S1 

46-3/4 

固定衛星業務にお
ける適正なマルチ
アクセス特性 

[概要] 
適正なマルチアクセス方法、勧告化され
るべき特性の研究、スペクトラム拡散多
元接続ネットワークの干渉基準等の研
究 
[評価] 
研究課題として適当。 
 

継続 支持 S2 
 

会期
中に
改訂

55-2/4 

移動衛星業務の静
止衛星との接続に
使われる固定衛星
業務のフィーダリ
ンク 

[概要] 
移動衛星業務フィーダリンクと固定衛
星業務フィーダリンクの共用基準、移動
衛星業務の衛星との共用に適した固定
衛星業務ネットワークの研究 
[評価] 
研究課題として適当。 
 

継続 支持 S2 
 

会期
中に
改訂

68-1/4 
無 線 通 信 規 則 第
9.21 条の規定の下
での固定衛星業務、

[概要] 
無線通信規則第 9.21 条が適用される周
波数帯における固定衛星業務および衛

継続 支持 S3 
 

会期



衛星間業務および
他の宇宙無線業務
の周波数共用 

星間業務と他の宇宙無線業務との周波
数共用のための基準、無線通信規則第
9.21 条に従って影響を受ける主管庁を
決定するための技術的基準等の研究 
[評価] 
研究課題として適当。 

中に
改訂

70-1/4 

15GHz 以上の周波
数における固定衛
星業務の送信地球
局からの許容でき
ない干渉に対する
静止軌道の保護 

[概要] 
15GHz 以上の周波数を用いる地球局に
より引き起こされる干渉に対し、固定衛
星業務の静止軌道上の宇宙局を保護す
る基準のための適切なフォーマット等
の研究 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S3 
 

会期
中に
改訂

73-2/4 

固定衛星業務のデ
ジタル回線または
回路の有効性とト
ラフィックへの干
渉 

[概要] 
勧告 579 に規定されていない衛星無線
デジタル回線の使用等の研究 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 
 

会期
中に
改訂

75-3/4 

固定衛星業務にお
ける国際間通信の
デジタル伝送の性
能目標 

[概要] 
ITU-T によって策定される性能基準に
あうエラー補正のための符号化、復号化
技術、エラー修正の解読等の研究 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S1 

77-1/4 

固定衛星業務にお
ける国際間通信の
映像信号処理 

[概要] 
デジタル衛星システムに発生するエラ
ーを考慮し帯域圧縮技術を用いた衛星
の伝送による映像信号の影響、デジタル
インターフェース等の研究 
[評価] 
勧告 SNG.1007-1、SNG1152 が作成さ
れ、研究が完了したことから、削除は適
当。 

削除 支持 S2 

81-1/4 

20-50GHz 帯の固
定衛星業務、移動衛
星業務および複数
業務に運用される
衛星ネットワーク
間の周波数共用 

[概要] 
移動衛星業務と固定衛星業務のアプリ
ケーションを含むマルチサービス衛星
ネットワークに利用されると考えられ
る技術特性、この帯域における静止衛星
および非静止衛星の技術的特性等につ
いての研究 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S3 
 

会期
中に
改訂

203-1/4 

静止衛星軌道の有
効利用のための小
口径アンテナ使用
による影響 

[概要] 
DTH(Direct To Home)業務と固定衛星業
務の周波数帯における他の通信業務の
干渉、小型地球局アンテナの急増による
固定衛星業務周波数帯の静止軌道の効
率的な使用等についての研究 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 
 

会期
中に
改訂

205-1/4 

移動衛星業務に用
いられる固定衛星
業務の非静止衛星
フィーダリンク間
の共用 

[概要] 
非静止軌道 MSS に用いられる固定衛星
業務フィーダリンクの技術的特徴、移動
衛星業務への影響を勘案した場合、非静
止軌道移動衛星業務に使用される固定
衛星業務フィーダリンクの干渉等につ
いての研究 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 
 

会期
中に
改訂

206-3/4 移動衛星業務およ [概要] 継続 支持 S2 



びその他の宇宙業
務に用いられる固
定衛星業務の非静
止衛星フィーダリ
ンクと静止衛星を
用いる固定衛星業
務ネットワークと
の共用 

非静止軌道移動衛星業務ネットワーク
に使用される固定衛星業務フィーダリ
ンクの技術的特徴、同一の周波数帯を使
用する静止軌道固定衛星業務への非静
止軌道固定衛星業務からの干渉等につ
いての研究 
[評価] 
研究課題として適当。 

 
会期
中に
改訂

208/4 

固定衛星業務にお
ける衛星ネットワ
ーク間の干渉を評
価する統計的・確率
的方法の使用 

[概要] 
ネットワーク間干渉の評価のための統
計的・確率的な計算要素等の研究 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S3 
 

会期
中に
改訂

209/4 

静止衛星システム
の上り・下りの両リ
ンク用として固定
衛星業務に分配さ
れた周波数帯の使
用 

[概要] 
固定衛星業務における宇宙局が、ダウン
リンク周波数を衛星放送業務と共用し
得る条件等についての研究 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S1 
 

会期
中に
改訂

214/4 

操作および再構成
の可能な衛星ビー
ムの技術的概念 

[概要] 
操作および再構成可能なビームの周波
数調整、概念等についての研究 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 
 

会期
中に
改訂

218-1/4 

オンボード処理を
行う固定衛星業務
の衛星と地上ネッ
トワーク間の両立
性 

[概要] 
非静止固定衛星業務ネットワークに関
する項目を追加 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 

223/4 

固定衛星業務ネッ
トワークにおける
短時間干渉に対す
る干渉基準 

[概要] 
ＦＳＳキャリアのそれぞれの型に対す
る許容される短時間干渉を決定するた
めに用いられる短時間干渉基準等の研
究 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S1 

226-2/4 

衛星を経由するニ
ュースギャザリン
グ及び局外中継放
送の高精細度テレ
ビジョン伝送のた
めの携帯型及び可
搬型地球局の使用 

[概要] 
SNG と局外中継放送の高精細度テレビ
ジョン伝送のための携帯型及び可搬型
送信地球局の目的、またこの目的のため
に必要な特別な設備、運用条件の研究 
[評価] 
勧告 SNG1561 が作成され、研究が完了
したことから、削除は適当。 

削除 支持 S1 

231/4 

非静止衛星を用い
る固定衛星業務の
ネットワークと他
の固定衛星業務の
ネットワークとの
間の共用 

[概要] 
非静止軌道 FSS ネットワークで使用さ
れると見込まれる技術特性、同一周波数
帯の非静止軌道 FSS ネットワークと他
の FSS利用との間の許容干渉基準(長時
間と短時間規格)、可能性ある干渉を分
析するために必要とされる干渉計算方
法、周波数共用を可能とするために利用
可能なスペクトラム共用の可能性と技
術的解決方法等の研究 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 
 

会期
中に
改訂

232/4 

固定衛星業務分配
における再生中継
処理の利用 

[概要] 
再生中継機能を有する衛星に用いられ
る OBP(On Board Processing)の、軌道
とスペクトラムの有効利用における優
位性の検討 

継続 支持 S2 



[評価] 
研究課題として適当。 

233/4 

専用利用者デジタ
ル衛星通信システ
ム及び関連するア
ーキテクチャ 

[概要] 
デジタル衛星システムの設計を促進し、
全体のコストがかからないネットワー
クアーキテクチャ、衛星リンクの必要条
件、代替のネットワーク・トポロジー、
システム・アーキテクチャ、リンクの制
御プロトコルを特徴づけるもの、地球局
に対してネットワークに必要とされる
ものの影響、ユーザーとネットワークの
規格化されたデジタル・インターフェー
スで推奨されるものの研究 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 

235/4 

無線通信規則第 28
条における電力束
密度に従う運用設
備の利用 

[概要] 
電力束密度値を調整するためのエネル
ギー散乱やバックオフ制御やその他の
技術の運用方法を考慮に入れた宇宙シ
ステムの実際の設計容量、またこのよう
な調整方法の、適用できる電力束密度の
最大値、与えられたサービスエリア、到
来角のあるレンジ内で利用する時の技
術的方法、サービスエリア内の衛星ネッ
トワークに与える影響の研究 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 
 

会期
中に
改訂

236/4 

固定衛星業務のた
めの干渉基準及び
計算方法 

[概要] 
勧告 S.741-2 に含まれない干渉計算方
法及び基準についての他の ITU-R 文書
に含まれる干渉及び被干渉ＦＳＳキャ
リアタイプの組み合わせ等に関する研
究 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 
 

会期
中に
改訂

237-2/4 

10-30GHz 帯にお
ける多数の非静止
衛星を用いる固定
衛星業務システム
と固定業務システ
ムとの共用基準 

[概要] 
固定衛星ネットワークシステムの衛星
からの干渉に対する共用基準と干渉計
算方法等について検討する 
[評価] 
勧告 SF.1481、SF.1482、SF.1602 が作
成され、研究が完了したことから、削除
は適当。 

削除 支持 S1 

239/4 

衛星間リンクを用
いるシステム相互
間の共用基準 

[概要] 
衛星間リンク（ＩＳＬ）間の共用のため
の総合システム雑音の配分、同一周波数
帯における共用基準、干渉計算法、共用
方法等に関する研究 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 
 

会期
中に
改訂

240-1/4 

長楕円軌道を用い
た固定衛星業務シ
ステムと固定業務
システムとの周波
数共用基準 

[概要] 
長楕円軌道を用いた固定衛星業務シス
テムと固定業務システムとの周波数共
用基準についての検討 
 
[評価 ] 研究課題として適当。なお、
WRC-07 議題 1.18 と関連 

改訂 支持 S1 
 
WRC 
終 了
後 に
変更 

244/4 

5091-5250MHz 帯
の移動衛星業務（非
静止）のフィーダリ
ン ク と

[概要] 
 5000-5250MHz 帯の航空無線航行シス
テムの違いによる 5091-5250MHz 帯の
NGSO/MSS からの干渉メカニズムの違

継続 支持 C2 



5000-5250MHz 帯
の航空無線航行業
務との間の共用 

い、NGSO/MSS フィーダリンク地球局
の様々な電力レベルにおける既存かつ
現行の航空機受信機への干渉、システム
性能への劣化、航空無線航行業務から
NGSO フィーダリンクへの干渉、両業
務の保護基準、両業務の両立のための技
術的方法について研究 
[評価] 
研究課題として適当。 

245/4 

帯域外及びスプリ
アス発射の制限 

[概要] 
TG1/3 において宇宙業務のスプリアス
発射について先送りされたことを受け、
種々の周波数帯における固定衛星業務
によるスプリアスの実際の値、固定衛星
業務と電波天文業務との共用及び調整
技術、帯域外発射の要件及び測定のため
の帯域の定義について研究 
[評価] 
研究課題として適当。なお、decides 1, 3
は RR AP.3 に反映済み 

継続 支持 S1 
 

会期
中に
改訂

246/4 

50GHz を超える周
波数帯における衛
星間業務、地球探査
衛星（受動）業務及
び他の業務との間
の共用 

[概要] 
50-71GHz、118GHz 付近及び 183GHz
付近の周波数帯における衛星間業務と
EESS（受動）業務との共用を可能とす
る技術的条件、これらの周波数帯で運用
される衛星間リンクの特性、周波数共用
の観点からの 50-71GHz 帯のうちで衛
星間業務の最適周波数帯について研究 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 
 

会期
中に
改訂

247/4 

5/7GHz で運用され
る非静止衛星軌道/
移動衛星業務のフ
ィーダリンク地球
局に適用されるア
ンテナ放射パター
ンの設計目標 

[概要] 
既存のアンテナ放射パターンに関する
勧告は、GSO を前提としているため、
5/7GHz 帯 で 運 用 さ れ る
NON-GSO/MSS フィーダリンク地球局
に適用されるアンテナ放射パターンの
設計目標や他NGSO/MSS通信網から衛
星受信機に与える干渉について研究 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S1 

248/4 

5GHz 付近の固定
衛星業務と無線デ
ジタルネットワー
クとの周波数共用 

[概要] 
標記周波数帯で運用される無線ＬＡＮ
等のデジタル無線通信機器から放射さ
れる最大放射電力密度の決定要素、デジ
タル無線機器と固定衛星業務との干渉
可能性の決定方法及び周波数共用の可
能性について研究 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S1 

249-1/4 

衛星ニュースギャ
ザリングを経由す
るテレビジョンニ
ューズギャザリン
グのデジタル伝送
のための設備の相
互運用性 

[概要] 
SNG のデジタルテレビジョン伝送機器
の相互運用に必要なパラメータ等を研
究 
 
[評価] 
勧告 SNG.1421 が作成され、研究が完了
したことから、削除は適当。 

削除 支持 S1 

250-1/4 

30-52GHz 帯にお
ける同一周波数で
の固定業務と固定
衛星業務の周波数

[概要] 
標記周波数帯における固定業務と固定
衛星業務の周波数共用を行うため、固定
衛星業務システムの特性、伝搬による影

削除 支持 S1 



共用の可能性 響、予測される地理的密度、有害な混信
の解析法、共用のための技術、共用環境
下での性能レベルについて研究 
[評価] 
勧告 SF.1395、SF.1484、SF.1572、
SF.1573 が作成され、研究が完了したこ
とから、削除は適当。 

251-1/4 

成層圏プラットフ
ォーム無線局を用
いる固定業務シス
テムと固定衛星業
務システムの共用
基準 

[概要] 
固定業務を行う成層圏プラットフォー
ム無線局と固定衛星業務との共用基準、
干渉計算方法、干渉評価における成層圏
気体による減衰の考慮、共用が適当な周
波数帯について研究 
[評価] 
研究課題として適当。 

改訂 支持 S1 
 
WRC 
終 了
後 に
変更 

252/4 

非静止衛星システ
ムからの干渉に対
する付録第 30B 号
プランの保護のた
めの基準 

[概要] 
NGSO 通信網からの付録第 30B 号の区
域分配又は割当てに必要な追加の保護
基準及びそれを満たすために必要な
NGSO/FSS 通信網の制限について研究
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S1 

253/4 

固定業務と周波数
を共用する固定衛
星業務の非静止衛
星地球局のための
調整区域の決定 

[概要] 
同じ周波数帯を使用する FSS 非静止衛
星フィーダリンクと地球局の調整区域
の決定 
[評価] 
勧告 SF.1485、SF.1719 が作成され、研
究が完了したことから、削除は適当。 

削除 支持 S1 

254-1/4 

3700-4200MHz 帯
および 5925- 
6425MHz 帯の固定
業務の無線局と固
定衛星業務で運用
される船上地球局
の共用可能性 

[概要] 
3700-4200MHz 帯と 5925-6425MHz 帯
の固定衛星業務の静止衛星を経由した
広帯域通信船上地球局がどの程度まで
固定業務の無線局との共用可能である
かについての研究 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S1 

255/4 

3400-3700MHz 帯
の固定業務におけ
る固定ワイヤレス
アクセス（FWA）
で用いられる一対
多地点システムと
共用する固定衛星
業務の超小型地球
局（VSAT）のため
の共用基準 

[概要] 
3400-3700MHz 帯は、現在 FSS 特に
VSAT に分配されている。また特に途上
国において、一対多地点の地上固定系
FWA にも利用され、その利用が急増し
ている。なお課題 ITU-R159/9 では固定
通信と無線測位との整合性についても
研究中である。3400-3700MHz 帯での
VSATとFWAの共用基準を研究したい。
[評価] 
勧告 SF.1489 が作成され、研究が完了
したことから、削除は適当。 

削除 支持 S2 

256/4 

40.5-42.5 GHzに分
配のある固定衛星
業務と他業務の共
用のための基準と
方法 

[概要] 
WRC-97 で は 、 40.5-42.5GHz を
Region2、3 と Region1 の一部の国に対
して FSS（一次業務）に、また全ての
地域にＦＳの一次業務に割当てた。この
周波数帯の FSS（宇宙から地球）ネッ
トワークは、ＢＳＳ、ＦＳ及び地上放送
系放送サービスとの共用が必要となる。
40.5-42.5GHz の帯域におけるＦＳＳ、
ＢＳＳ、ＦＳ、ＢＳ間の許容可能な長期
的、短期的な干渉レベルと時間率がどの
程度であるかについて研究する。 

継続 支持 C2 
 

会期
中に
改訂



[評価] 
研究課題として適当。 

259/4 

固定衛星業務に分
配された 14GHz 以
上の周波数帯の地
球局軸外 e.i.r.p 密
度 

[概要] 
NGSO と GSO の周波数共用に関連し
て,FSS 地球局の軸外輻射レベルの規定
を研究する課題の提案 
特に、勧告 ITU-R S.524-5 は 14.5GHz
以下に適用されるため、14.5GHz 以上の
規定を提案している。 
勧告は S.524-5 の改訂あるいは新勧告と
し、研究結果を CPM-99 レポートに記述
することとなっている。 
[評価] 
研究課題として適当。なお、30 GHz ま
では勧告 S.524 に反映済み 

継続 支持 S2 
 

会期
中に
改訂

260/4 

衛星ニュースギャ
ザリング利用者ガ
イド 

[概要] 
ＳＮＧユーザーズガイドに関する新
Question である。 
（１）SNG ユーザーズガイドには、ど
の程度の情報をふくませるのか（２）
SNG ユーザーズガイドの内容維持およ
びアップデートをどのようにしていく
のかの決定。さらに今後（１）SNG ユ
ーザーズガイドのアップデート内容は
ラポータからの情報による（２）SNG ユ
ーザーズガイドは２００１年までに完
成の決定を Question として提案してい
る。 
[評価] 
ITU のホームページから、電子版 SNG
（Satellite News Gathering）ユーザーズ
ガイドが削除されたことから、研究課題
の削除は適当 

削除 支持 S2 

263-1/4 

IP パケット伝送の
ための固定衛星業
務デジタル回線の
性能目標 

[概要] 
衛星を利用したＩＰ通信に関する技術、
要求性能等を検討するための課題であ
る。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S1 
 

会期
中に
改訂

264/4 

275GHz 以上で運
用される固定衛星
業務ネットワーク
の技術的、運用特性 

[概要] 
275GHz 以 上 の 周 波 数 に お け る
GSO,Non-GSO FSS の技術特性、運用
特性について検討を行う。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 C2 
 

会期
中に
改訂

266/4 

20/30GHz帯の静止
固定衛星ネットワ
ークと共に運用さ
れる高密度固定衛
星業務地球局技術
的特性 

[概要] 
ユビキタス的に展開された高密度静止
固定衛星業務の地球局の技術的特性に
ついて検討するもの 
[評価] 
研究課題として適当。なお、勧告 S.1783
と対応している。 

継続 支持 C1 
 

会期
中に
改訂

267/4 

固定衛星ネットワ
ークの調整および
通告に関する技術
的および運用上の
検討 

[概要] 
主官庁および無線通信局（BR）の両者
にとって有益な固定衛星ネットワーク
の調整及び通告に関する改善を検討す
るもの。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 C2 

268/4 打上げ前における
衛星不要放射レベ

[概要] 
受動業務の受信機が有害な影響を受け

継続 支持 S2 
 



ルの評価方法の確
立 

ないように、打上げ前の衛星の不要放射
レベルを測定または予測する方法を検
討するもの。 
[評価] 
研究課題として適当。 

会期
中に
改訂

269/4 

グローバルブロー
ドバンド衛星シス
テムのユーザータ
ーミナル（VSAT）
のスペクトラム要
件と技術的、運用的
特徴 

[概要] 
世界的な高速インターネット衛星シス
テムに必要となるスペクトラム要件、周
波数帯や、端末の普及に必要な要件を検
討するもの。 
[評価] 
研究課題として適当。なお、勧告 S.1782
と対応している。 

継続 支持 S1 
 

会期
中に
改訂

270-1/4 

広帯域信号を用い
た固定衛星システ
ム 

[概要] 
広帯域信号を用いた固定衛星システム
の適切な特性および他の固定衛星シス
テムとの共用について検討するもの。 
[評価] 
研究課題として適当。なお、勧告 S.1779
と対応している。 

継続 支持 S1 
 

会期
中に
改訂

271/4 

意図しないアクセ
スによる SNG 間の
干渉 

[概要] 
SNG 運用者にとって、どのようなアク
セス手法が望ましいか、経済面でどのよ
うな搬送波判別法が望ましいか、どのよ
うな訓練や資料が求められているのか
等について検討を行う。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S1 
 

会期
中に
新規
策定

272/4 

37.5-38 GHz およ
び 40-40.5 GHz 帯
における FSS と宇
宙研究業務との周
波数共用 

[概要] 
37.5-38 GHz,40-40.5 GHz 帯における
FSS と宇宙研究業務のシステム運用を
共有するためにどのような基準や技術
が必要か等について検討を行う。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 
 

会期
中に
新規
策定

 
表４－３ 今会期中に承認された勧告（S シリーズ） 

勧告番号 勧告名 勧告の内容及びコメント 関連 WP/
課題番号 

新規 
改訂 
削除 

備考 

S.1716 

FSS のテレメトリ，
トラッキング及び
コマンドシステム
に対する性能及び
稼動率目標 

テレメトリ，トラッキング及びコマ
ンドシステムの技術面・運用面にお
ける FSS システム設計者のための
ガイダンスに関する勧告案 

WP4A/ 
236/4 

新規 

 

S.614-4 

ISDN の国際コネク
ションの一部をな
す15 GHz以下で運
用される固定衛星
業務の衛星仮想参
照ディジタルパス
に対する許容誤り
率性能 

ISDN の誤り率性能を規定する
ITU-T G.821 の変更点を反映するた
めの改訂。また将来の衛星仮想参照
ディジタルパスは、その許容誤り率
性能を規定する ITU-R S.1062 の最
新版に基づくべき旨を記述 

WP4A/ 
236/4 
 

改訂 

 

S.1062-3 
 

15 GHz 以下で運用
される衛星仮想参
照ディジタルパス
に対する許容誤り
率性能 

仮想参照ディジタルパス等の許容誤
り率を規定する ITU-T G.826 の改訂
による変更を含めるための改訂 

WP4A/ 
230/4 
42/4 改訂 

 

S.1149-2 SDH トランスポー
トネットワークの

SDH（同期デジタルハイアラーキ）
についての ITU-T における変更点を

WP4A/ 
231/4 改訂  



一部をなす固定衛
星業務におけるデ
ジタル衛星システ
ムのネットワーク
構造及び機器の機
能 

反映するための更新 73/4 

S.1522-1 

同期喪失及び復帰
時間による仮想参
照ディジタルパス
の稼動率への影響 

専門用語の更新 WP4A/ 
250-1/4 

改訂 

 

S.1717 

地球局アンテナパ
タンのための電子
的データファイル
フォーマット 

より詳細な地球局アンテナパタンデ
ータを得るために用いるフォーマッ
トに関する勧告案 

WP4A/ 
236/4 

新規 

 

S.1718 

11.7-12.7 GHz 帯に
おける電力束密度
及び ITU 無線通信
規則付録第 30 条第
1附属書第 6節中の
電力束密度を超過
した場合に使用で
きる計算手法 

FSS 地球局アンテナサイズとシス
テム雑音温度が特殊な場合に用いる
ために RR Appendix 30 pfd レベル
を拡張した表、及びこの拡張の際に
用いる内挿による計算手法に関する
新勧告案 

WP4A/ 
236/4 

新規 

 

S.579-6 

15GHz以下の固定衛
星業務における擬
似参照回線および
擬似参照パスのた
めの稼働率目標 

INTELSAT、EUTELSAT の参加が見込め
ないため、INTELSAT、EUTELSAT が主
体となっていた部分の修正は今後の
作業とすることとし、勧告修正提案
から削除し、新勧告 ITU-R P.1623
を適応するためのガイダンス 

WP4B 改訂  

S.1709 

グローバルな広帯
域衛星アクセスシ
ステムのためのエ
ア・インターフェー
スの技術的特性 

TIA-1008 の概要、DVB-RCS 規格の
概要等を記述 
 

WP4B 
Q.269/4 

新規  

S.1711 

衛星ネットワーク
経由の TCP 性能改
善 

衛星 IP ネットワークでスループッ
ト低下のメカニズム、RFC 参照項目
と、セグメントスプリッティングに
よる性能改善、PEP による性能改
善、各種改善技術を利用した際の実
測試験データ等を記述 

WP4B 新規  

S.1503-1 
epfd 検証ソフトウ
エア開発のための
機能条件 

Res.85(WRC-03)の表現を的確
に反映させる改訂 

WP4A 改訂  

S.1712 

13.75-14GHz帯にお
いて特定の場所に
ある FSS の地球局
が RR 5.502 に規定
される pfd 制限値
を超えることなく
送信可能かを計算
する手法、及び超過
を軽減するための
ガイドライン 

決議 144 に基づいて、1.2-4.5m
径の小型 FSS 地球局の導入に際
して、RR5.502 の pfd 制限値(沿
岸及び国境において-115dBW/㎡
/10MHz)を満たすための技術的
及び運用に関する方法を記述 

WP4A 新規  

S.1713 

HEOアクティブアー
クと GSO の最小離
角計算法 

HEO アクティブアークと GSO
との最小離角計算法および GSO
の最大ΔT/T 増加量について記
述 

WP4A 
Q.241/1 

新規  

S.731-1 

2～約30 GHzにおけ
る周波数調整及び
干渉評価で用いる
参照地球局交差偏
波放射パタン 

Annex 1 の整合をとるためのエデ
ィトリアルな改訂 

WP4A 改訂  



S.1714 

RR 9.7A 及び 9.7B
の下で大口径アン
テナの調整を促進
するための epfd 値
算出のための計算
法 

大口径アンテナに関する調整トリ
ガ（RR 9.7A 及び 9.7B 関連）とな
る epfd 値の算出法について記述 

WP4A 新規  

S.1715 

決議 140 で要請
された研究に応
えるために作成
されたガイドラ
イン 

19.7-20.2 GHz 帯 HEO システムか
ら GSO FSS ネットワークを保護
するためのガイドライン 

WP4A 新規  

S.1758 

HEO型FSSシステ
ムの特性 

HEO 型 FSS システムと他との共用
研究を行うため、軌道の特性、アク
ティブアーク、リピーティングトラ
ック、地球局アンテナ、仰角、GSO
アークとのハンドオーバー及び角度
識別に関する HEO 型 FSS システム
の特性を示している勧告案 

WP4A 新規  

S.1759 

FSS帯HEOシステ
ムの定常運用時の
TT&C から GSO ネ
ットワークへの干
渉解析およびHEO
システムTT&Cの設
計・運用ガイドライ
ン 

HEO システム TT&C の設計および
運用のガイドラインとして、アップ
リンク及びダウンリンクそれぞれに
ついて、TT&C による干渉への対策
案、実装方法及び得失について示し
ている勧告案 

WP4A 新規  

S.1432-1 
時不変干渉源に対
する FSS HRDP の
誤り率性能劣化許
容値の配分 

ITU-R 勧告 S.1432「時不変干渉源に
対する FSS HRDP の誤り率性能劣
化許容値の配分」における適用周波
数を、15GHz 以下から 30GHz 以下
とする改訂提案 

WP4B 改訂  

S.1001-1 
自然災害及び類似
した緊急事態にお
ける、通知、救済運
用のための FSS シ
ステムの利用 

アナログパラメータからデジタルパ
ラメータへの変更、災害対策システ
ム例の追加、回線設計の再計算、Ka
帯パラメータの追加等を行う改訂提
案 

WP4A 改訂  

S.524-9 

6GHz、14GHz 及び
30GHz で送信する
FSSのGSOネット
ワークで用いられ
る地球局からの最
大許容軸外 e.i.r.p.
密度 

各 NOTE の見直し・統合・削除を行
うと共に、Ku 帯 FM-TV 波に関する
軸外eirpレベルの規定をNOTEから
recommends へ移動を行う改訂提案

WP4A 改訂  

S.1427-1 

5 150-5 250 MHz
における地上無線
アクセス/無線 LAN
送 信 機 か ら
non-GSO MSS フ
ィーダリンクへの
干渉の評価方法と
基準 

衛星上で無線 LAN からの干渉によ
るシステム雑音温度の上昇を測定す
る方法として、本線系に切替器を挿
入して雑音温度を比較測定する方法
と本線系に基準雑音を重畳して雑音
温度を測定する方法の２つを追加す
る改訂提案 

WP4A 改訂  

S.1065 

11.7-12.2GHz 帯の
第２地域の FSS と
BSS の共用に関す
る pdf 値 

WRC の決定により前提が正しくな
くなった勧告であるため、削除を提
案 

WP4A 削除  

S.1066 12GHz 帯周辺にお
ける BSS から別の

WRC の決定により前提が正しくな
くなった勧告であるため、削除を提

WP4A 削除  



地域の FSS に与え
る干渉の低減方法 

案 

S.1067 

12GHz 帯周辺にお
ける BSS から隣接
周波数帯域の FSS
に与える干渉の低
減方法 

WRC の決定により前提が正しくな
くなった勧告であるため、削除を提
案 

WP4A 削除  

S.1713-1 

ＨＥＯアクティブ
アーク内の非静止
衛星と静止衛星と
の地表面における
最小離角距離計算
方法 

HEO 衛星がアクティブアーク端に
位置するとき最小になるとは限らな
いことから、計算方法を修正 

WP4A 
Q.241/1 

改訂  

S.1062-4 

15 GHz 以下の周波
数帯で運用される
衛星擬似参照ディ
ジタルパスの許容
誤り 

Ａｎｎｅｘ１のＳｅｃｔｉｏｎ３に
α値を推定する理論上の方法を追加

WP4B 
Q.75-3/4 

改訂  

S.1709-1 

グローバルな放送
衛星システムにお
ける空間インター
フェースの技術的
特徴 

TIA Standardの最近のアップグレー
ド（TIA-1008-A）を反映 

WP4B 
Q.269/4 

改訂  

S.1061-1 

固定衛星業務にお
ける戦略的技術的
な減衰対策の利用 

適応的なトランスミッションスキー
ムの雨による減衰に対抗するため、
Ａｎｎｅｘ１のＳｅｃｔｉｏｎ３を
修正 

WP4B 改訂  

S.1779 
広帯域信号を利用
する固定衛星業務
システムの特徴 

固定衛星業務システムにおいて、広
帯域信号を使用する際のアプローチ
の例を記述 

WP4B 
Q.270-1/
4 

新規  

S.1586-1 

電波天文台に対す
る非静止衛星の固
定衛星業務による
不要発射レベルの
計算 

Annex1 における電波望遠鏡アンテ
ナ利得パターンの数学的モデルを、
勧告 RA.1631 に記載されたアンテ
ナ・パターンに変更 

WP4A 
Q.236/4 

改訂  

S.1780 

17.3～17.8GHz 帯
における静止衛星
軌道の固定衛星業
務と放送衛星業務
との間の調整 

17.3-17.8ＧＨｚ帯の全体や部分に
おける、Ｒｅｇｉｏｎ２を覆うＢＳ
ＳネットワークとＲｅｇｉｏｎ１や
３を覆うＦＳＳネットワークとの間
の双方向システムコーディネーショ
ンの問題について記述 

WP4A 
決議 901 

新規  

S.727-2 
VSATs 端末の超小
型開口部からの交
差偏波分離 

VSAT アンテナの利得が大きく下が
る軸からの角度を求める経験的な式
を提案 

WP4A 
Q.23-1/4 

改訂  

S.1781 

様々な場所に配置
される地球局から
構成される双方向
GSO FSS ネット
ワークにおいて周
波数共用を可能と
する手法 

RA と WRC03 で提起された問題に
取り組むため、衛星を通した高速イ
ンターネットアクセス提供の可能性
のための予備的な研究 

WP4A 
Q.209/4 

新規  

S.1782 

FSS システムによ
るグローバルなブ
ロードバンドイン
ターネットの可能
性 

RA と WRC03 で提起された問題に
取り組むため、衛星経由での高速イ
ンターネットアクセスの提供の可能
性のための予備的な研究 

WP4A 
Q.269/4 

新規  

S.1783 

固 定 衛 星 業 務
（ HDFSS) におけ
る高密度アプリケ
ーションの技術的
且つ操作的特徴 

静止衛星を使うための、固定衛星業
務の高密度アプリケーション中に地
上局ユーザーを含む既存、または計
画段階のネットワークのパラメータ
の組を EXCEL データベース形式で

WP4A 
Q.266/4 
決議 143 

新規  



提供 
 

表４－４ 今会期中に承認された勧告（ＳＮＧシリーズ） 

勧告番号 勧告名 勧告の内容及びコメント 関連 WP/ 
課題番号 

新規 
改訂 
削除 

備考 

SNG.1710 SNG キャリア国際
アクセス手順 

SNG キャリア国際アクセス手順を
記述 

WP4B 新規  

 
表４－５ 今会期中に承認された勧告（SF シリーズ） 

勧告番号 勧告名 勧告の内容及びコメント 関連 WP/ 
課題番号 

新規 
改訂 
削除 

備考 

SF.1601-1 

高度プラットフォ
ーム局を用いる固
定業務のダウンリ
ン ク か ら 、
27.5-28.35GHz 帯
能動アークと静止
衛星を用いる固定
衛星業務のアップ
リンクへの干渉評
価のための方法 

HAPS と固定衛星業務との共用に関
する勧告 
recommends に should を挿入し、
Annex 1 に記載の「study(studies)」
を「analysis(analyses)」に変更する
など、表現を修正 

WP4-9s  
 

改訂  

SF.1601-2 

高度プラットフォ
ーム局を用いる固
定業務のダウンリ
ン ク か ら 、
27.5-28.35GHz 帯
能動アークと静止
衛星を用いる固定
衛星業務のアップ
リンクへの干渉評
価のための方法 

HAPS を用いる FS のダウンリンク
から、GSO 衛星を用いる FSS のア
ップリンクへの干渉を見積もるため
に C/I 評価に基づいた方法を提案 

WP4-9s  
 

改訂  

SF. 1650-1 ESV が地上システ
ムに有害な干渉を
与えないで運用で
きる最小距離 

ESV が地上システムに有害な干渉
を与えないで運用できる最小距離の
勧告に対する修正 

WP4-9S/ 
226/9 
251/4 

改訂  

SF.1707 

多数地球局展開時
の FSとの調整を促
進する方法 

多数の FSS 地球局導入（いわゆる
high-density 型）に伴う FS 局との干
渉計算手法、調整手続きの簡易化に
関する新勧告案 

WP4-9s  新規  

SF. 1719 27.5-29.5 GHz帯に
おけるGSO及び
non-GSO-FSS地球
局とP-P 及び
P-MP FS間の共用 

27.5-29.5 GHz帯におけるGSO及び
non-GSO-FSS地球局とP-P 及び
P-MP FS間の共用に関する勧告 

WP4-9S/ 
206-2/9 
237-2/4 

新規  

 



 

第５章 ＲＡへの対処（ＳＧ６関連） 

 

１ 研究対象 

ＳＧ６は、「放送業務」を研究対象としている。 

我が国からは、副議長として、熊田純二氏（ＮＨＫアイテック）を選出している。 

 

２ ＲＡ－０７に提出される勧告案 

ＲＡ－０７に提出されるＳＧ６の勧告案及びその評価を表５－１に示す。 

ＰＬＴシステムから放送システムを保護するための勧告案については、各国のＰＬ

Ｔ運用状況も考慮し、ＰＬＴと放送が共存できるような現実的な条件となるよう適宜

対処する。 

 

３ 課題の見直し 

 ＳＧ６における次会期の研究課題及びその評価一覧を表５－２に示す。今会期、１

１６ 件の研究課題があったが、次会期の研究課題として、１４件の削除が提案され

ている。次会期の課題は、我が国として、支持する。 

主な研究課題の概略は、以下のとおりである。 

（１）研究課題 2/6 

デジタル音声制作における利用に適したオーディオ測定特性（研究課題 2/6） 

【概要】 
  番組によって音声レベルが異なる状況を避けるためのデジタルの特性に合わ

せた新たな音声レベルの測定方法並びに音声の平均レベルの伝達方法等を研究

する。 

 

（２）研究課題 22/6 

放送衛星業務（音声及びテレビジョン）のための衛星軌道及び宇宙局の技術 

【概要】 
放送衛星業務（音声及びテレビジョン）のための衛星軌道と宇宙局の技術特性

について研究する。２１ＧＨｚ衛星の研究が該当する。 

 

（３）研究課題 32/6 

有線通信、産業・科学・医療用機器、短距離通信デバイスからの干渉に対する放

送システムの保護要求条件 

【概要】 
近年増加してきている ISM 機器及び短距離通信デバイスから発生するノイズ

が、放送の受信に干渉を与える可能性がある状況に鑑み、様々な放送システムの

保護要求条件（放送システムのプラニングパラメータ、並びに電力線、ISM 機器

及び短距離通信デバイスから放送受信アンテナまでの距離等）について研究す

る。 

 



（４）研究課題 86/6 

テレビ信号系の各部分に対する技術的特性及び関連テスト方法の全体調整 

【概要】 
異なるテレビ信号系を全体として技術的に機能させるための全体調整と、関連

するテスト方法について研究する。セーフティ領域の確保等が該当する。 

 

（５）研究課題 118-1/6 

放送による公衆警報および災害救援 

【概要】 
  地震、津波等の災害発生時に、被害を最小限に抑えるための手段として、放送

に利用した公衆警報について研究する。 

 

４ 参考事項 

 ＳＧ６は、2003 年 9 月、2004 年 5 月、2004 年 11 月、2005 年 3 月、2005 年 10 月、

2006 年 3 月、2006 年 9 月、2007 年 5 月に開催され、１０３件の新規及び改訂勧告案

が郵便投票に付され、承認されている。今会期中に郵便投票により承認された勧告リ

ストを表５－３に示す。 

 重要課題の審議状況、勧告化の動向を以下に示す。 

  

（１）デジタル放送の移動・携帯受信（研究課題 45-1/6） 

 SG6 では各国の移動体向け放送方式に関する勧告を作成中である。日本からは

ワンセグ放送に関して ISDB-T、デジタルラジオ放送方式として ISDB-TSB、モバ

イル放送が実施している 2.6GHz 帯衛星デジタル音声放送の BS.1547 System E

についてこれまでに寄与してきたところである。これらを含む標準的な６方式

(ISDB-T、ISDB-TSB、BS.1547 System E、DVB-H、T-DMB、Media FLO)について、

勧告案が採択され、現在承認手続き中。 

 

（２）大型スクリーンデジタル映像（LSDI）（研究課題 15-1/6） 

 現行の HDTV を超える大画面映像伝送技術は世界的に日本がリードしており、

これまで伝送方法、圧縮方式、基本要求条件等、積極的に日本から寄与を行い、

検討が進められてきたが、米国の強硬な反対により、勧告化が持ち越されていた。

2006年 3月会合では、韓国からの21GHz帯衛星に関する部分を削除する提案と、

米国の「映画と関連づけない」という意見を取り入れる形で改訂を行い、勧告化

が行われた。2006 年 8 月会合では、TG6/9 が解散することが承認され、LSDI に

関する所掌は TG6/9 から SG6 の各 WP へ移管させることとなった。今後は各 WP

がそれぞれ独立した課題としてテキストを作成し、採択・承認は SG6 の判断で行

われることとなった。 

 

（３）災害救援無線通信（WP6E 及び WP6S）関連（研究課題 118/6） 

本研究は、スマトラ島沖津波を契機に、無線通信局長から災害の被害の軽減と

救済に関する研究の要請を受け、2005 年 4 月より着手したものであり、WP6E と



WP6S の共同で研究が行われている。2006 年 3 月会合では、日本寄与の新勧告案

を基に勧告化が行われ、新勧告 BO/BT.1774 として承認された。2006 年 9 月会合

では、日本提案「アナログ緊急警報放送の制御信号」と韓国提案の制御信号(FM

多重放送、TV 多重放送)がともに、既存勧告 BO/BT.1774 の改訂案として盛り込

まれた。また、韓国の例が勧告 BO/BT.1774 の付録(Appendix)に追加された。さ

らに、各国の取り組みについての情報を追加するために、各国からの寄与が要請

された。 



表５－１ ＲＡ－０７に提出される勧告案の評価 

勧告番号 勧告名 
勧告の内容及びコ

メント 

関連ＷＰ

課題番号

新規 

改訂 

削除 

対応 備考

Doc 6/229 

(Rev.1) 

PLTシステムからの影響

に対する80MHz以下のLF, 

MF, HFおよびVHF帯の放送

システムの保護要求 

[概要] 

PLT システムから放

送システムを保護

することを目的と

して、PLT システム

から漏洩する電磁

波強度に対する運

用条件を勧告する

もの。 

 

WP6E 

32/6 

新規 ＊  

 

＊ PLT について、我が国の運用条件は、他国のものよりも厳しいものとなっているが、本

勧告案においては、現在、我が国を含め各国で利用されている PLT の運用条件よりも相当

程度厳しい条件が提示されている。このため、各国の見解が分かれることが予想されると

ころであり、PLT と当該放送システムの共存について現実的な条件となるよう対処する。 



表５－２ 次会期の研究課題及び評価 

研究課題

番号 
課題名 概要及び評価 

新規 

継続 

改訂 

削除 

対応 備考 

1/6   デジタルテレビジョン

放送向けの番組制作及

び交換のためのデジタ

ル映像フォーマット 

[概要] 

SDTV（480i 及び 480p）と HDTV

の既存勧告の間の映像フォー

マットについて研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 支持  

2/6   デジタル音声制作にお

ける利用に適したオー

ディオ測定特性 

[概要] 

番組によって音声レベルが異

なる状況を避けるためのデジ

タルの特性に合わせた新たな

音声レベルの測定方法並びに

音声の平均レベルの伝達方法

等を研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 支持  

3/6   放送衛星業務における

多重サービス及び番組

のデジタル放送 

[概要] 

放送衛星業務における多重サ

ービス及び番組のデジタル放

送のための技術的事項につい

て研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 支持  

4-2/6   地上チャンネルを使用

するデジタルテレビジ

ョン放送のためのプラ

ニング基準  

[概要] 

地上デジタル放送のプランニ

ングのための最小電界強度や

混信保護比等のパラメータに

ついて研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

改訂 

5-1/6   勧告ITU-R BT.656及び

BT.1120に基づき、かつ

互換性のあるテレビジ

ョン制作スタジオにお

けるパケットデータの

シリアルデータ伝送方

[概要] 

勧告 BT.656 及び BT.1120 を基

本としたインタフェースを用

いてパケットデータを伝送す

る方法について研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 支持  



法 

6-1/6   デジタルHDTV符号化規

格   

[概要] 

デジタル HDTV の符号化規格を

研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 支持  

7/6   ウェブキャスト及びそ

の補完データサービス

のためのインタフェー

ス  

[概要] 
ウェブキャスト（プッシュ型ウ
ェブ配信）及びそれを補完する
ためのデータサービスのイン
タフェースについて研究する。
[評価] 

特段の問題はない。 

継続 支持  

8/6   自動音声メタデータ抽
出システムの評価法 

[概要] 
自動音声メタデータ抽出方法
の品質評価方法、精度などにつ
いて研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

9/6   アナログ及びデジタル
地上テレビジョン放送
のユニバーサル送信機
及び再送信機 

[概要] 
地上デジタル TV 放送の導入に
当たり、既存のアナログ放送装
置との共用について研究する。
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

10/6   エンハンストテレビジ
ョン 

[概要] 
新たなアプリケーションに対
応できるようなエンハンスト
ＴＶ用番組制作及び国際番組
交換のためのデジタルコンポ
ーネントフォーマットについ
て研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

削除 支持  

11/6   地上放送業務における
放射偏波 

[概要] 
同一チャンネルの混信妨害を
軽減するための円偏波及び楕
円偏波について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

12-1/6   デジタルテレビジョン
信号（SDTV、EDTV 及び
HDTV）の制作、投稿、
一次及び二次分配、送
出、及び関連応用のた
めの汎用ビットレート
低減符号化 

[概要] 
異なる分野に応用するための
一般的な符号化について研究
する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

13/6   マルチメディアの発展
と共通コンテンツフォ
ーマット 

[概要] 
放送環境下におけるマルチメ
ディアアプリケーションに必
要な API 等について研究する。
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

14/6   地上テレビジョン放送
周波数計画に必要とさ
れるデジタル及びアナ
ログ－デジタルテレビ

[概要] 
DTTB 開始時に周波数割当て、
使用計画に必要とされるデジ
タルとハイブリッド TV 受信機

継続 支持  



ジョン受信機及び受信
アンテナ特性 

及び受信アンテナの特性につ
いて研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

15-1/6   ＬＳＤＩ [概要] 
デジタル・シネマの性能、評価
基準、運用基準、運用方法、35
ミリフィルムへの変換方法、地
上又は衛星による配信方法等
について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

改訂 

16-1/6   デジタル双方向放送シ
ステム 

[概要] 
異なる受信メディアにおける
受信機側から放送局側へのリ
ターンデータのシステム間の
共通化等について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

17/6   デジタル放送環境での
データ放送 

[概要] 
データのパケット化、符号化に
推奨されるべきメカニズム等
について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

19/6   低ビットレート音声符
号化規格 

[概要] 
低ビットレート音声符号化基
準について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

20/6   デジタル HDTV スタジ
オインタフェース 

[概要] 
デジタル HDTV スタジオインタ
フェースについて研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

21/6   放送衛星業務（音声及
びテレビジョン）の受
信システム特性 

[概要] 
放送衛星業務（音声及びテレビ
ジョン）の受信システムの特性
について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

22-1/6   放送衛星業務（音声及
びテレビジョン）のた
めの衛星軌道及び宇宙
局の技術 

[概要] 
放送衛星業務（音声及びテレビ
ジョン）のための衛星軌道と宇
宙局の技術特性について研究
する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

23/6   携帯及び車載用受信機
による個別受信のため
の放送衛星システム
（音声）の特性 

[概要] 
携帯又は車載用受信機の個別
受信のための放送衛星システ
ム（音声）の特性について研究
する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

24-1/6   国際交換のための光磁
気ディスクへのテレビ
ジョン番組の記録 

[概要] 
国際交換のための光磁気ディ
スクを利用した TV 番組の記録
について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

削除 支持  



25-1/6   音声番組及びテレビジ
ョン記録並びにテレビ
ジョン用フィルムの国
際交換及び長期保存の
ための ID データの統
一 

[概要] 
テレビジョンのための音声プ
ログラム、テレビジョン録画及
びフィルムの国際交換のため
の ID データの統一について研
究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

削除 支持  

26-1/6   双方向衛星放送システ
ム（テレビジョン、音
声及びデータ） 
 

[概要] 
双方向衛星放送システムに求
められるサービス、リターンチ
ャンネルの技術的特性につい
て研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

改訂 

27/6   30MHz 以下の音声放送
用受信機 

[概要] 
30MHz以下の音声放送用受信機
について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

28/6   熱帯地域におけるバン
ド 7（HF）での短距離
放送 

[概要] 
熱帯地域におけるバンド7（HF）
での短距離放送について研究
する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

削除 支持  

29/6   FM 音声放送における
単一送信機での補助情
報の送信 

[概要] 
FM 音声放送における単一送信
機での補助情報の送信につい
て研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

30/6   VHF、UHF 用送受信アン
テナ 

[概要] 
VHF、UHF 用送信及び受信アン
テナについて研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

31-1/6   地上デジタルテレビジ
ョン放送 

[概要] 
地上デジタルテレビジョン放
送について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

改訂 

32/6   有線通信、産業・科学・
医療用機器、短距離通
信デバイスからの干渉
に対する放送システム
の保護要求条件 

[概要] 
近年増加してきている ISM 機
器及び短距離通信デバイスか
ら発生するノイズが、放送の受
信に干渉を与える可能性があ
る状況に鑑み、様々な放送シス
テムの保護要求条件（放送シス
テムのプラニングパラメータ、
並びに電力線、ISM 機器及び短
距離通信デバイスから放送受
信アンテナまでの距離等）につ
いて研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

33/6   デジタル音声符号化及
びインタフェースの規
格 

[概要] 
スタジオ音声設備については、
それぞれ異なる符号化パラメ
ータが要求されることなどか
ら、デジタル音声設備間のイン

継続 支持  



タフェース及び伝送符号化方
法について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

34/6   プロ用テレビジョン、
LSDI 環境における音
声、映像、データ、メ
タデータ交換用ファイ
ルフォーマット 

[概要] 
様々な分野に蓄積システムが
浸透し始め、ファイルフォーマ
ット及びファイル交換技術が
相互運用性及び製造過程など
の観点から重要な利点を生み
出すことから、将来のユーザ需
要に適したファイルフォーマ
ット構造について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

改訂 

35/6   音声番組及びテレビジ
ョン放送番組挿入のた
めの全遅延時間の許容
値 

[概要] 
テレビジョン番組のための信
号経路と音声番組のための信
号経路の参考モデルを求め、そ
れぞれについて許容できる全
遅延時間を研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

削除 支持  

36/6   国際番組交換のための
HDTV スタジオ規格 

[概要] 
国際番組交換のために勧告す
べき共通の HDTV スタジオ規格
を研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

37/6   多チャンネル音声シス
テムのためのシステム
パラメータ 

[概要] 
マルチチャネル音声システム
の制作、操作、互換性に関して
最も効果的な方法を研究する。
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

38/6   カラーテレビジョン信
号のデジタル符号化規
格 

[概要] 
テレビジョン制作、記録等で使
用される符号化規格について
研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

削除 支持  

39/6   デジタル音声技術基準 [概要] 
音声のデジタル技術による劣
化特性の基準について研究す
る。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

40/6   超高細度映像（EHRI） [概要] 
放送及びそれ以外の業務に使
用する超高細度画像の規格に
ついて研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

41/6   編集及び多段接続補助
用デジタルのための補
助信号 

[概要] 
テレビジョン信号圧縮のため
の編集及び多段接続補助符号
化の開発と基準化について研
究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  



42/6   デジタル映像信号のた
めのインタフェース 

[概要] 
デジタル映像信号インタフェ
ースについて符号化・メディア
等を考慮し研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

43/6   投稿及び配信系統にお
ける複数番組テレビジ
ョンに対するデジタル
符号化 

[概要] 
複数番組テレビジョンに対す
るデジタル符号化に関し、共用
と符号制御システムについて
研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

44-3/6   デジタルテレビジョン
映像の客観画像評価パ
ラメータとその測定及
びモニター方法 

[概要] 
デジタルテレビジョン映像の
客観品質評価パラメータとそ
の測定及びモニター方法につ
いて研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

改訂 

45-1/6   移動受信のためのマル
チメディア及びデータ
放送 

[概要] 
将来における、移動受信環境で
のマルチメディア、データ放送
の促進のため、使用者側の要求
条件や、必要なシステム特性等
の研究をする。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

改訂 

46-1/6   放送における制作とポ
ストプロダクションの
ためのメタデータ 
 

[概要] 
プロダクション及びポストプ
ロダクションの過程において、
メタデータをどのように定義
し、どのように機能させていく
か研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

改訂 

47/6   テレビジョンにより引
き起こされる光感受性
発作の防止 

[概要] 
医学的データの技術的モデル
化、モデルに基づく検出装置、
主管庁・放送事業者や番組制作
者・民生機器製造事業者への技
術的ガイダンスの策定等につ
いて研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

48/6   放送サービス中の知覚
音声品質監視法 

[概要] 
放送網でサービス中の知覚音
声品質監視について、適当な方
法・技術を研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

49/6   限定受信放送システム [概要] 
限定受信放送システムにおけ
る伝送方法及びアクセス制御
等について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

改訂 

50/6   任意の周波数帯で運用
する地上放送送信シス
テムからの非電離放射
曝露に関する電磁界評

[概要] 
地上放送送信システムの近傍
における電束密度及び電磁界
の強さを評価しその影響を研

削除 

 

支持  



価 究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

51/6   LF、MF 及び HF 放送の
空間波受信 

[概要] 
送信機の地理的条件、周波数、
季節変動等による受信特性の
変化並びにデジタル変調技術
を導入した場合に期待される
特性改善について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

52-1/6   LF、MF 及び HF 放送の
カバレージ 

[概要] 
周波数効率良くサービス区域
をカバーするための要件につ
いて研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

改訂 

53/6   HDTV 及び EDTV を含む
地上又は衛星放送にお
けるテレビジョン 1 チ
ャンネルあたりの複数
音声信号の送信のため
の規格 

[概要] 
デジタル変調を使用するもの
を含む地上テレビジョン及び
衛星放送において、映像信号に
対して複数音声信号を統合す
る場合の送信基準について研
究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

54/6   聴力障害者向け音声方
式 

[概要] 
聴力障害者向けの音声システ
ムとして、適切なダイナミック
レンジ、技術パラメータ値及び
受信機の可聴性改善について
研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

削除 支持  

55/6   デジタル技術を使用し
た放送用音声品質の主
観評価 

[概要] 
デジタルシステムに関して、主
観評価と客観的測定の関係を
研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

56-1/6   車載、携帯又は固定受
信向けの地上デジタル
音声放送方式の特性 

[概要] 
車載、携帯又は固定受信のため
の地上デジタル音声放送シス
テムの特性について研究する。
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

改訂 

57/6   1-3GHz 帯の周波数に
おける放送衛星業務
（音声）の導入に関す
る周波数共用問題 
 

[概要] 
放送衛星業務（音声）の静止・
非静止衛星についての技術的
特性と周波数共用について研
究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

58/6   国際交換のための音声
番組記録 

[概要] 
国際番組交換のために最適な
記録メディアと記録フォーマ
ットについて研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

59/6   音声放送番組の長期保
存 

[概要] 
放送目的で蓄積されるデジタ

継続 支持  



ル・アナログ音声の信号フォー
マット及び蓄積メディアへの
最適な記録方法について研究
する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

60/6   30MHz 以下の周波数に
おけるデジタル放送 

[概要] 
30MHz 以下の LF、MF 及び HF バ
ンドにおいてデジタル放送導
入のための研究をする。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

61/6   1-3GHz 帯の周波数に
おける放送衛星業務
（音声）導入に関する
周波数管理問題 

[概要] 
衛星による音声放送サービス
導入のための効率的な周波数
管理法について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

62/6   音声品質における小規
模、中規模及び大規模
な品質劣化の主観評価
法 

[概要] 
音声品質における主観評価法
に つ い て 研 究 を 行 い 勧 告
BS.1116 の改訂を課題とする。
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

63/6   主観リスニングテスト
におけるヘッドホンの
音量校正 

[概要] 
主観評価方法におけるヘッド
ホンの音量校正について研究
する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

64-1/6   30MHz 以下の周波数で
のデジタル放送のため
のプランニング基準 
 

[概要] 
30MHz 以下の（ＬＦ、ＭＦ、及
びＨＦバンドにおける）デジタ
ル放送のプランニングパラメ
ータについて研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

改訂 

65/6   音声放送のためのスペ
クトル要求条件 

[概要] 
地上音声放送や既存及び将来
の業務を考慮したデジタル放
送に求められるスペクトル要
求条件について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

66/6   音声放送番組挿入のた
めの音声符号化体系 

[概要] 
遠隔対話への応用に適してい
る音声符号化フォーマットに
ついて研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

67/6   音声と映像の主観評価
手法 

[概要] 
映像と音声を知覚することに
関し品質と考えられることに
ついて研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

68/6   音声及び画像信号を満
足に受信するための同
期必要性 

[概要] 
同期の許容値及び画像と映像
信号で参照されるべき同期信
号について研究する。 
[評価] 

削除 支持  



特段の問題はない。 

69-1/6   反射波がある場合の満
足すべきテレビジョン
サービスの条件 

[概要] 
テレビジョン受信機が満足す
べき直接波と遅延波の比につ
いて研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

改訂 

70/6   放送衛星（音声及びテ
レビジョン）用フィー
ダリンクの周波数共用 

[概要] 
放送業務のフィーダリンク用
周波数において、固定衛星業務
及び地上業務との共用につい
て研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

71/6   放送衛星業務における
HDTV と他業務の共用
研究 

[概要] 
放送衛星業務で HDTV 放送をす
る場合の適切な技術的事項や
12GHz、17GHz 及び 21GHz 帯で
の他業務との共用について研
究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

72/6   放送衛星業務（音声及
びテレビジョン）にお
けるデジタル技術 

[概要] 
放送衛星業務でのデジタル技
術適用に関して、最適な符号化
等の技術を研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

73-1/6 放送衛星業務（音声及
びテレビジョン）及び
関連フィーダリンク用
送受信アンテナ 

[概要] 
放送衛星業務及びフィーダリ
ンク用送受信アンテナについ
て、経済的側面も考慮し最適な
ものを研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

改訂 

74/6   放送衛星業務（音声及
びテレビジョン）の宇
宙局からの不要輻射 

[概要] 
放送衛星業務、他業務を保護す
るために要求される放送衛星
業務宇宙局からの不要輻射の
制限について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 
 

継続 支持  

75/6   放送衛星の周波数特性
の保守・試験のための
テレメトリ、トラッキ
ング、コマンド信号及
び試験信号 

[概要] 
テレメトリ、トラッキング、コ
マンド信号及び試験信号につ
いての特性及び混信保護比等
について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

76/6   HDTV 衛星放送 [概要] 
HDTV システムの最適なパラメ
ータ及び衛星送信のためのチ
ャンネル構成等について研究
する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

77-1/6   国際交換のためのテレ

ビ番組用デジタル記録

[概要] 
小型機器での磁気テープへの
記録手法についてだけでなく、
ディスクやメモリーなど新た

継続 支持 会 期

中 に



における手法と実施 な記録媒体にも適用範囲を広
げ、かつ小型機器に限定しない
こととした。 
[評価] 

特段の問題はない。 

改訂 

78-1/6   国 際 交 換 の た め の
HDTV 番組のデジタル
記録 

[概要] 
HDTV 番組の国際交換のための
操作基準、記録フォーマット及
び技術的事項について研究す
る。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

改訂 

79/6   テレビジョンの放送系
と非放送系の規格の調
和 

[概要] 
ISO/IEC などと連携し、放送系
と非放送系の規格の調和につ
いて研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

80/6   狭帯域地上チャンネル
におけるデジタルテレ
ビジョン放送のための
符号化 

[概要] 
地上テレビジョンチャンネル
において HDTV 等の信号を符号
化及び多重化し導入していく
ための最適な方法を研究する。
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

81-1/6   文字やグラフィックを

含むテレビ画質の主観

評価法 

[概要] 
地上テレビジョンチャンネル
において HDTV 等の信号を符号
化及び多重化し導入していく
ための最適な方法を研究する。
[評価] 

特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

改訂 

82/6   12、17 及び 21GHz 帯で
運用される放送衛星へ
のフィーダリンクの技
術特性 

[概要] 
放送衛星のフィーダリンクと
して最適な周波数チャンネル
及び軌道位置ごとの必要な周
波数特性等について研究する。
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

83/6   可搬及び固定受信機に
よる受信のための放送
衛星業務（音声及びテ
レビジョン）のシステ
ム特性 

[概要] 
移動及び固定受信機による受
信を考慮した放送衛星業務の
システム特性について研究す
る。 
[評価] 
特段の問題はない。 
 

継続 支持  

84/6   放送衛星業務（音声及
びテレビジョン）の混
信保護比研究とシステ
ムプランニング 

[概要] 
放送衛星業務の信号について、
重要な混信保護比の組み合わ
せを明らかにし、この混信保護
値を導出する研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

85/6   マルチサービス宇宙局
からの放送衛星業務、
固定衛星業務に対する
テレビジョン番組の同
時送信 

[概要] 
マルチサービス宇宙局から
BSS、FSS の周波数帯において
テレビジョン番組を同時に送
信するための研究する。 
[評価] 

継続 支持  



特段の問題はない。 

86/6   テレビ信号系の各部分
に対する技術的特性及
び関連テスト方法の全
体調整 

[概要] 
異なるテレビ信号系を全体と
して技術的に機能させるため
の全体調整と、関連するテスト
方法について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

87/6   デジタルテレビジョン
符号化における捕捉及
び復帰時間 

[概要] 
テレビジョン信号の符号化に
よる捕捉及び復帰時間への影
響とその最小化について研究
する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

88/6   立体テレビ画像の主観
評価 

[概要] 
立体テレビ画像の画質主観評
価のための最適なディスプレ
イシステムと物理的パラメー
タ及び視聴者への影響につい
て研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

89-1/6   電 子 ニ ュ ー ス 取 材
（ENG）のユーザ要求 

[概要] 
ENG に特有の画質、音声及び装
置等のユーザ要求条件につい
て研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

改訂 

90/6   長期番組保存のための
テレビジョン記録フォ
ーマット 

[概要] 
長期番組保存のため推奨され
るテレビジョン記録フォーマ
ットの要求条件について研究
する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

91/6   国際交換のためのテレ
ビジョン番組の記録 

[概要] 
デジタル記録された HDTV 番組
の国際交換のためのフォーマ
ットを研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

削除 支持  

92/6   テレビジョンでのシネ
マトグラフィックフィ
ルムの使用 

[概要] 
番組交換の信頼性を確保した
フィルムへの番組素材記録の
ための基準を研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

削除 支持  

93/6   電 子 ニ ュ ー ス 取 材
（ENG）の周波数要求条
件 

[概要] 
ENGのための最適な周波数につ
いて、運用面及び他業務との共
用を含めて研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

94/6   放送衛星業務及び固定
衛星業務による直接家
庭配信(DTH)応用のた

[概要] 
軌道・周波数資源への平等アク
セスの確保及びアクセスの柔

継続 支持  



めの軌道・周波数資源
へのアクセス 

軟性の向上のために、BSS と
FSSの技術的区別や無線通信規
則(RR)の改正のあり方につい
て研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

95/6   テレビジョン放送応用
におけるコンピュータ
技術の使用 

[概要] 
テレビジョン放送応用にコン
ピュータ技術を適用した場合
の技術的事項について研究す
る。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

96-1/6   番組制作におけるテレ
ビジョン記録のための
ファイル管理及び伝送
プロトコル領域におけ
るユーザ要求 

[概要] 
２台の装置間でデータを転送
する際のファイル管理、転送プ
ロトコル、及びデータインタコ
ネクトの問題を解消すること
について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

改訂 

97-2/6   テレビジョンの色再現
における品質の評価及
び最適化 

[概要] 
色画像のカラリメトリック品
質の最適化についてアルゴリ
ズム過程を研究し、送信系での
技術的事項を研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

削除 支持  

98-2/6   将来のテレビジョンシ
ステムにおける適応画
像品質の向上 

[概要] 
将来のテレビジョンシステム
において画像品質の適応制御
を行う場合の技術的事項とそ
の影響について研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

削除 支持  

99/6   マルチメディア環境に
おける品質、品質評価
方法及びアプリケーシ
ョン型式の関係 

[概要] 
マルチメディア環境における
映像及び音声の品質、品質評価
方法及びアプリケーションに
ついての技術的事項について
研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

100/6   テレビジョン及びマル
チメディア画像品質レ
ベル 

[概要] 
映像送信を含む放送環境にお
けるテレビジョンシステムの
画像品質を基準とした、干渉、
論理性及び効果による分類に
ついて研究する 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

101/6   テレビジョンのための
複製防止信号の放送 

[概要] 
放送事業者と公衆のための権
利処理の要求条件について研
究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

102/6   音声及び映像品質の主
観評価方法 

[概要] 
音声と映像の受信において、試
験方法、技術的事項を考慮した
主観評価法について研究する。

継続 支持  



[評価] 
特段の問題はない。 

103/6   コンポーネントデジタ
ルスタジオでの参照信
号 

[概要] 
コンポーネントデジタルスタ
ジオでの最適な基準信号につ
いて研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

104/6   第 二 地 域 の
17.3GHz-17.8GHz 、 第
一 ・ 第 三 地 域 の
21.4GHz-22.0GHz にお
ける BSS ネットワーク
及び関連するフィーダ
リンクの共用基準 

[概要] 
17GHz 帯（第二地域）、21GHz 帯
（第一、第三地域）が、NGSO/FSS
など他の業務と周波数共用す
るための、BSS の保護基準を研
究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

105/6   テレビジョン放送のス
ペクトラム要求条件 

[概要] 
デジタル放送への移行期間、及
び移行完了後における地上放
送用スペクトラムに関する要
求事項を研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 
 

継続 支持  

106-1/6   HDTV 番組評価のため
の国際テープ交換に使
用される記録フォーマ
ット 

[概要] 
HDTV 番組評価のための国際交
換フォーマットを研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

改訂 

107/6 BSS の基準アンテナパ
ターンの定義およびそ
の適用範囲の調和 

[概要] 
研究課題 Q73/6 の改訂案にお
いて、本研究課題の内容が統合
されたため、削除を行うもの。
[評価] 
特段の問題はない。 

削除 支持  

108/6   熱帯地域におけるバン
ド 7（HF）でのデジタ
ル放送 

[概要] 
熱帯地域におけるバンド7（HF）
でのデジタル放送について研
究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

109/6   配信と放送網のサービ
ス中の知覚音声映像品
質の監視 

[概要] 
放送サービス中の知覚音声映
像品質について監視する最適
な方法と技術を研究する。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

110/6   テレビジョン制作にお
ける投稿番組素材の要
求処理マージン 

[概要] 
投稿番組素材に関して、テレビ
ジョン番組制作過程で許容で
きる取り扱いについて研究す
る。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 支持  

111-1/6   インタラクティブ放送

システム(テレビ、音声

及びデータ)における

エンドユーザーのプラ

[概要] 

インタラクティブ放送におけ

るユーザからの情報流出を防

ぐための技術的対策を研究す

継続 支持 会 期

中 に

改訂 



イバシー保護のための

技術手段 

る。 

[評価] 

特段の問題はない。 

112/6   放送番組の記録、保存、

再生におけるデジタル

サーバを利用した設備

の機能に関するガイド

ライン 

[概要] 

デジタルサーバを運用するに

あたって必要な設備ガイドラ

インについて研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

改訂 

113/6   放送システムを通した

LSDI上映場所から/へ

（to and from LSDI）

のインタラクティブ情

報の配信 

 

[概要] 

放送システムから LSDI 上映場

所への配信、上映場所間でのネ

ットワーク接続のための技術

条件、放送システムに提供され

たコンテンツを有する LSDI 上

映場所における技術条件等に

ついて研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

新 規

策定 

114/6   周波数プラニングに必

要なテレビ受信機と受

信アンテナ特性 

[概要] 

テレビジョンの周波数プラン

ニングの検討に資するために、

必要な情報として、テレビ受信

機及びアンテナ特性等につい

て研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

新 規

策定 

115/6   テレビ映像及びマルチ

メディア映像の位相合

わせ（レジストレーシ

ョン）手法 

[概要] 

客観画質評価のために、基準画

像と符号化画像の位相合わせ

に関する手法について研究す

る。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

新 規

策定 

116/6   国際交換を目的とした

音声信号の技術品質の

パラメータおよび許容

限界 

[概要] 

国際番組交換において、音声信

号レベルに関するパラメータ

と許容度について研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

新 規

策定 



117/6 番組のデジタル記録及

びアーカイブに関する

メタデータのためのユ

ーザ要求条件 

[概要] 

研究課題 Q46/6 の改訂案にお

いて、本研究課題の内容が統合

されたため、削除を行うもの。

[評価] 

特段の問題はない。 

削除 支持  

118-1/6   放送による公衆警報お

よび災害救援 

 

[概要] 

災害救援無線通信における地

上放送業務及び衛星放送業務

の役割等について研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

改訂 

119/6   HDTV信号をHD-SDIで伝

送するためのロスレス

及び知覚的ロスレスの

ビットレート削減の使

用 

[概要] 

既に HDTV 用 VCR ではロスを伴

う圧縮技術を使用しているこ

ともあって、ロスレス符号化に

加えて知覚的ロスレスの符号

化についても研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

新 規

策定 

120/6   第２地域におけるデジ

タル音声放送   

[概要] 

第２地域におけるデジタル放

送の協定に、デジタル音声放送

を含めたもの。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

新 規

策定 

121/6   ワイヤレスマイクの周

波数利用およびユーザ

要求 

[概要] 

放送用ワイヤレスマイクに関

して、運用上の特徴、周波数ア

レンジメントの方策、最適な帯

域幅等について研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

新 規

策定 

122/6   客観音質測定法 

 

[概要] 

中間音質の主観評価結果やマ

ルチチャンネル音声の主観評

価結果に対応した音質が測定

可能な客観音質測定法につい

て研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

新 規

策定 



123/6   デジタルSDTV/HDTV放

送番組の知覚画質改善

のための番組制作にお

けるアプローチ  

[概要] 

伝送する映像信号の仕様変更

をせずに知覚画質を改善する

ためのデジタル技術のアプロ

ーチについて研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

新 規

策定 

124/6   デジタル放送のプラン

ニング手順の検証と確

認のための測定方法  

[概要] 

デジタルテレビジョン放送と

音声放送のプランニング手続

における検証と確認のための

測定方法について研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 支持 会 期

中 に

新 規

策定 

125/6   立体テレビ 
[概要] 

立体テレビの番組制作、配信、

送信において現在可能な方式

や開発中の方式、番組フォーマ

ット等について研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 
支持 会 期

中 に

新 規

策定 

Doc.6/393 TV番組素材をいろいろ

な画質レベルやサイズ

での放送応用に適用さ

せるための望ましい運

用方法 

[概要] 

番組素材を様々な画質レベル

やサイズに変換して放送する

際の望ましい運用方法につい

て研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 
支持 会 期

中 に

新 規

策定 

Doc.6/404 26MHz帯近距離ローカ

ル放送用デジタル変調

の干渉軽減技術 

[概要] 

26MHz帯を近距離向け放送に用

いる際に必要なデジタル変調

の干渉軽減技術について研究

する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 
支持 会 期

中 に

新 規

策定 

 



表５－３ 今会期中に承認された勧告 

勧告番号 勧告名 勧告の内容 

及びコメント 

関連 

ＷＰ 

課題 

番号 

新規

改訂

削除

備考

BT.1769 制作及び国際番組交換

のための拡張階層 LSDI

映像方式のパラメータ

値 

拡 張 階 層 LSDI

（ Large Screen 

Digital Imagery）

として、走査線数が

3840 x 2160 及び

7680 x 4320 の映像

フォーマットを勧

告するもの。 

TG6/9 ITU-R 

15/6 

新規  

BS.1770 ラウドネス及び真ピー

クレベルの測定アルゴ

リズム 

番組の配信や交換

を容易にするため

の客観的なラウド

ネス測定が必要な

場合に用いるべき

アルゴリズムを規

定し、このアルゴリ

ズムは番組制作に

も使用し得ると勧

告するもの。 

WP6J ITU-R 

2/6 

新規 

 

 

BS.1770-1 ラウドネス及び真ピー

クレベルの測定アルゴ

リズム 

番組の配信や交換

を容易にするため

の客観的なラウド

ネス測定が必要な

場合に用いるべき

アルゴリズムを規

定し、このアルゴリ

ズムは番組制作に

も使用し得ると勧

告するもの。 

WP6J ITU-R 

2/6 

改訂  

BS.1771 ラウドネス及び真ピー

ク表示メータのための

要求条件 

ラウドネスメータ

の指示値は VU（ボ

リューム・ユニッ

ト）メータと運用方

法が大きく変わら

ない LU（ラウドネ

ス・ユニット）表示

法を採用するとと

もに、メータ製作の

WP6J ITU-R 

2/6 

新規  



要求条件を必須事

項とオプションに分

けて勧告するもの。 

BO.1773 無線通信規則に分配が

なく、BSS 周波数帯に基

本的な発射を生じる装

置からの発射がBSSに与

える干渉の評価基準 

無線通信規則に分

配の無い機器から

の電波発射に対し

て衛星放送受信機

への干渉基準はこ

れまでに無く、干渉

量として晴天時の

受信機のシステム

雑音に対し１％以

下にするよう勧告

するもの。 

WP6S --- 新規  

BO.1774 

BT.1774 

公衆警報、災害救援に対

する放送インフラの使

用 

災害警報時、受信機

を起動する機能を

持たせること、アナ

ログ、デジタル放送

の緊急警報放送の

仕組みを勧告する

もの。 

WP6E 

WP6S 

ITU-R 

118/6 

新規  

BT.1775 放送に使用されるメタ

データ、オーディオ、ビ

デオ、データ交換のため

の編集可能なファイル

フォーマット 

MXF （ Material 

eXchange Format）

規格（ファイル交換

フォーマット）のう

ちの基本部分とし

て、ファイルおよび

コンテナのデータ

構造を勧告するも

の。 

WP6A ITU-R 

34/6 

新規  

BO.1776 第 1 、 第 3 地 域 の

21.4-22.0GHz 帯 BSS の

ための基準電力束密度 

第 1、3 地域 BSS の

基準電速力密度を

-105dB(W/(m2 ･

MHz))と勧告するも

の。 

WP6S ITU-R 

22/6 

ITU-R 

104/6 

新規  

BS.1548-2 デジタル放送用オーデ

ィオ符号化システムの

ユーザ要求 

「素材伝送、分配」、

「高音質放送」、「中

間音質放送」に対応

する３つのカテゴ

リーのオーディオ

品質を定義すると

WP6A ITU-R 

19/6 

改訂  



共に、「中間音質放

送」の要求条件を記

載している。さら

に、「中間音質放送」

の要求条件を満足

することが確認さ

れた符号化システ

ムの情報として、

MPEG-4 HE-AAC（音

声圧縮符号化方式）

お よ び MPEG-4 

HE-AAC v.2 とビッ

ト レ ー ト を

Appendix に示して

いる。 

BT.1381-2 勧告 ITU-R BT.656 及び

BT.1302 に基づきネット

ワーク化した TV 政策に

おける圧縮テレビ信号

やパケット化データの

ためのシリアルデジタ

ルインターフェースベ

ースのトランスポート

インターフェース 

推奨コネクタとし

てIEC規格を参照し

てBNCコネクタを示

したこと、誤りの修

正、データタイプ割

り当ての変更であ

る。 

WP6A ITU-R 

5-1/6 

改訂  

BT.1439-1 アナログテレビジョン

スタジオ及びアナログ

テレビジョンシステム

全体に適用可能な測定

法 

勧告 BT.1439「アナ

ログテレビジョン

スタジオおよびア

ナログテレビジョ

ン方式全体に適用

可能な測定法」の主

に走査線625本方式

のパラメータ明確

化を目的とした改

訂案。 

WP6P ITU-R 

86/6 

改訂  

BT.1687-1 劇場環境での上映を目

的とした LSDI 応用にお

ける配信のためのビッ

トレート削減 

LSDI（Large Screen 

Digital Imagery）

配信のための映像

の情報源符号化方

式として、MPEG-2

に加え、より低いビ

ットレートでの配

TG6/9 ITU-R 

15-1/6 

改訂  



信 の た め に

H.264(MEPG-4/AVC)

の使用を勧告する

改訂案を作成し、

LSDI ファミリーの

うちの HDTV の場合

について、いくつか

の条件におけるパ

ラメータ値を例と

して示している。 

BT.1306-3 地上デジタルテレビジ

ョン放送の誤り訂正、デ

ータフレーミング、変調

および電波発射の方法 

勧告 BT.1306-2(地

上デジタルテレビ

ジョン放送の誤り

訂正、データフレー

ミング、変調および

電波発射の方法)の

改訂草案として、

Enhanced ATSC の追

加を行ったもの。 

WP6E ITU-R 

31/6 

改訂  

BT.1368-6 VHF/UHF バンドの地上デ

ジタル放送のプランニ

ング基準 

Enhanced ATSC の混

信保護比の追加、CW

や FM キャリアから

と 7MHz 帯 域 幅

DVB-T との同一チャ

ンネル混信保護比

の追加を行ったも

の 

WP6E --- 改訂  

BO.1443-2 RR AP30 に関わる周波数

帯でのNon-GSO衛星の干

渉評価に用いられる BSS

地球局基準アンテナパ

ターン 

３次元アンテナモ

デルに使うための

幾何学的変換に関

する記述を改訂し、

記号の定義を明確

化するなどの修正

を行い、作成された

もの。 

WP6S ITU-R 

73/6 

改訂  

BS.775-2 映像有及び無のマルチ

チャンネルステレオ音

声システム 

もともと BS.775 に

は、LFE（5.1ch サラ

ウンドの.1 の部分）

は、「映画において

メインチャンネル

に比べて10-12dB大

WP6J --- 改訂  



きなレベルで再生

されている」との記

述があり、放送にお

ける応用について

は、10dB 大きなレ

ベルで再生するこ

とを勧告するよう

改訂したもの。 

BS.1660-3 VHF 帯地上デジタル音声

放送のプランニング基

準 

T-DAB（欧州で主に

用いられている方

式）に関する混信保

護比などを追記し、

改訂したもの。 

WP6E ITU-R 

56/6 

改訂  

BT.1380-1 SDTV のビットレート削

減符号化 

H.264(MPEG-4 AVC)

を使用する場合の

プロファイルとレ

ベルを追記し、改訂

したもの。 

WP6A ITU-R 

12/6 

改訂  

BT.1203 エンドツーエンド TV シ

ステムのデジタル TV 信

号（SDTV 及び HDTV）の

包括的なビットレート

削減符号化のユーザ要

求 

H.264(MPEG-4 AVC)

を使用する場合の

プロファイルやレ

ベルを追加すると

共に、映像フォーマ

ットについて整理

した改定案。 

WP6A ITU-R 

12/6 

改訂  

BO.1784 柔軟な構成（テレビジョ

ン、音声、データ）をも

つデジタル衛星放送シ

ステム 

DVB-S2 を勧告化

する案。 
WP6S ITU-R 

3/6 

新規  

BT.1788 マルチメディア応用に

おける映像品質の主観

評価法 

勧告 BT.500 をマル

チメディアの映像

評価にも適用する

ことを基本として、

勧告 BT.500 の”

supplementary”勧

告の位置付けに修

正する勧告案。 

WP6Q ITU-R 

102/6 

新規  

BT.1790 放送チェーンにおける

運用監視のための放送

局の要求条件 

デジタル放送にお

ける映像・音声信号

が従来のアナログ

信号とは異なった

WP6Q ITU-R 

44/6 

ITU-R 

48/6 

新規  



性質を有すること

やデータ放送サー

ビスなど新しい形

のサービスが出現

していることを考

慮した、運用監視に

おける運用者サイ

ドからの要求条件

に関する勧告案。 

ITU-R 

109/6 

BT.1786 地上放送業務に与える

干渉の評価基準 

「総合干渉電力が、

如何なる時間にお

いても、総合受信シ

ステム雑音電力の

1%を超えないこと」

と規定する。 

WP6E ITU-R 

32/6 

新規  

BT.1789 パケット化された映像

伝送における、受信機か

らの伝送誤り情報を用

いた映像再構築法 

サービスプロバイ

ダが受信画質を把

握するため、伝送誤

り情報を受信機か

らサービスプロバ

イダへ転送し、伝送

誤り情報を用いて

受信画像を再構築

する手法の勧告案。

WP6Q ITU-R 

44/6 

ITU-R 

109/6 

新規  

BO.1785 第 1 、 第 3 地 域 の

21.4-22.0GHz の GSO BSS

システムの同一業務内

の共用基準 

21GHz 帯衛星放送の

周波数調整のため

のpfdマスクに関す

る新勧告案。 

WP6S ITU-R 

22-1/6 

ITU-R 

104/6 

新規  

BO.1724-1 インタラクティブ衛星

放送システム（テレビジ

ョン、音声、データ） 

同勧告に記述され

ている方式の一つ

である TIA-1008 が

TIA-10080A に改訂

されたことに伴う

修正を行う改定案。

WP6S ITU-R 

26/6 

改訂  

BR.1375-3 HDTV 記録 HDTV の記録につい

て規定した同勧告

において、現在の運

用に合わせるため

にアナログ機器の

記述を削除する改

定案。 

WP6J ITU-R 

78/6 

改訂  



BS.1114-6 30-3000 MHz における地

上デジタル音声放送シ

ステム 

同勧告に含まれる

System C（IBOC）の

内容の改定案。 

WP6E ITU-R 

56/6 

改訂  

BT.601-6 デジタル SDTV のスタジ

オ符号化パラメータ 

18MHz サンプリング

規定を削除する改

訂。 

WP6J ITU-R 

1/6 

改訂  

BT.1203-1 エンドツーエンド TV シ

ステムのデジタル TV 信

号の包括的な映像ビッ

トレート削減符号化の

ユーザ要求 

H.264(MPEG-4 AVC)

を使用する場合の

プロファイルやレ

ベルを追加すると

共に、映像フォーマ

ットについて整理

した改定案。 

WP6A ITU-R 

12/6 

改訂  

BO/BT.1774-1 公衆警報、災害救援に対

する放送インフラの使

用 

日本のアナログ緊

急警報放送の制御

信号、韓国提案の制

御信号(FM 多重放

送、TV 多重放送)を、

既 存 勧 告

BO/BT.1774 に追加

する改訂案。 

WP6E 

WP6S 

ITU-R 

118/6 

改訂  

BT.1722 インタラクティブ TV 向

け手続き型コンテンツ

フォーマットのハーモ

ナイゼーション 

DVB-GEM および各規

格(DVB-MHP, OCAP, 

ARIB STD-B23)の改

訂版に対応し、さら

に米国の ATSC ACAP

を収録する改定案。

WP6M ITU-R 

13/6 

改訂  

BO.787 HDTV BSS のための MAC/

パケットベースシステ

ム 

長期間引用・参照さ

れていない勧告で

あり、削除提案に対

し、反対意見がなか

った。 

WP6S ITU-R 

100/11 

削除  

BO.788-1 衛星放送サービスにお

いてスタジオ品質と同

等の HDTV を放送するた

めの符号化レート 

スタジオ品質に匹

敵する品質で HDTV

衛星放送を行うた

めの符号化レート

として、映像で約

110Mbps、音声・デ

ータ・その他で 10

～30Mbps 程度、合計

140Mbps 程度が必要

WP6A ITU-R 

92/11 

ITU-R 

100/11 

削除  



と記載したもので

あるが、圧縮技術の

進歩によりこのよ

うな数字は意味を

なさなくなった。 

BO.1211 11/12GHz 帯のテレビジ

ョン、音声、データサー

ビスのためのデジタル

マルチプログラム放送

システム 

長期間引用・参照さ

れていない勧告で

あり、削除提案に対

し、反対意見がなか

った。 

WP6S ITU-R 

3/6 

削除  

BS.776 デジタル音声インタフ

ェースのユーザデータ

チャンネルのフォーマ

ット 

記載されているユ

ーザデータの伝送

方法がスタジオの

デジタル音声I/Fで

使用されていない。

WP6A --- 削除  

BT. 1720 ブロードバンド IP ネッ

トワーク上で配信する

デジタル映像放送サー

ビスの QoS(Quality of 

Service)ランク付け及

び測定法 

IP レイヤでのデジ

タル映像サービス

伝送におけるパケ

ットロス率、遅延、

ジッタ、及びエンド

ツーエンドにおけ

る復号映像のフレ

ームレート等のパ

ラメータを測定し、

これらの測定値に

よりQoSを測定する

手法について勧告。

WP6Q ITU-R 

100/6 

新規  

BT. 1721 劇場上映としての LSDI

応用における知覚画質

の客観的測定法 

劇場上映としての

LSDI 応用における

知覚画質の客観的

測定法に関して、

SDTV を対象とした

勧告 BT.1683「デジ

タル TV 放送の SDTV

における知覚画質

の客観的測定法」を

LSDI にも適用する

ことを推奨するこ

とを勧告。 

TG6/9 ITU-R 

15/6 

新規  

BT. 1722 インタラクティブ TV の

ための手続き型コンテ

インタラクティブ

TV のための手続型

WP6M ITU-R 

13/6 

新規  



ンツフォーマットのハ

ーモナイゼーション 

コンテンツフォー

マットの共通事項

として、DVB-GEM を

ベ ー ス と し た 、

DVB-MHP1.0/1.1( 欧

州)、ATSC-DASE(米

国 ) 、 ARIB 

STD-B23(日本)を適

用することを勧告。

ITU-T 勧告 J.202 に

基づき作成。 

BT. 1727 LSDI 施設への地上波及

び衛星を用いた番組素

材の配信 

劇場等の LSDI 施設

への番組素材の配

信における映像符

号化、音声符号化及

び送信システム等

について既存勧告

の適用を規定した

勧告。 

TG6/9 ITU-R 

15/6 

新規  

BR. 1733 セミプロフェッショナ

ル、コンシューマ向けデ

ジタル記録機器の放送

における利用 

放送品質を確保す

る必要性から、セミ

プロフェッショナ

ル、コンシューマ向

けデジタル記録機

器を放送に利用す

る際の推奨事項を

記載したもの。 

WP6R ITU-R 

77/6 

新規  

BS. 1734 劇場上映型の LSDI 応用

における音声コンポー

ネントの基本性能に対

する要求条件 

主に家庭環境での

音響システムを対

象 と す る 勧 告

BS.775 の要求条件

を参照する草案に

対して、劇場環境を

考慮した修正およ

び、BS.775 では「研

究中」とされた項目

について、以降に成

立した勧告の参照

を加えたものであ

る。 

TG6/9 ITU-R 

15/6 

新規  

BT. 1735 勧告 BT.1306 システム B 勧 告 BT.1306 の WP6Q ITU-R 新規  



の地上デジタル TV 信号

のカバレッジ品質客観

評価法 

System B(DVB-T)の

地上デジタル TV 信

号のカバレッジを

BER(Bit error 

rate)と電界強度を

元にした5段階品質

スケールで表現す

る客観評価法を記

載したもの。 

100/6 

BT. 1306-2 地上デジタルテレビジ

ョン放送の誤り訂正、デ

ータフレーミング、変調

及び電波発射の方法 

ITU-R 勧 告

BT.1306-1 の地上デ

ジタル放送システ

ムについて、移動・

携帯受信を考慮し

たDVB-Hを追加する

改訂勧告 

WP6E ITU-R 

31/6 

改訂  

BT. 1368-5 VHF/UHF バンドの地上デ

ジタル放送のプランニ

ング基準 

既存の ITU-R 勧告

BT.1368-4 の

VHF/UHF 帯における

地上デジタルテレ

ビジョンのプラン

ニング基準につい

て、DVB-T の移動受

信、室内受信の混信

保護比の記述を追

加した勧告改訂。 

WP6E ITU-R 

4/6 

改訂  

BO. 1373-2 RR AP30 及び 30A に関す

るBSS割当及び関連する

フィーダリンク割当の

FSS 送信での使用 

既存の ITU-R 勧告

BO.1373-1 に つ い

て、WRC-03 での結果

を踏まえた、BSS プ

ランバンドにおけ

るFSSを使用する場

合の基準の明確化、

及びBSSフィーダリ

ン ク に お け る

e.i.r.p.密度のガ

イドライン等を追

加する勧告改訂。 

WP6S ITU-R 

70/6 

改訂  

BS. 707-5 PAL B, D1, G, H and 

SECAM D, K, K1 and L

システム地上テレビジ

PAL のテレビシステ

ム B1 がスロバキア

にて適用されるこ

WP6E ITU-R 

77/10 

改訂  



ョンのマルチ音声伝送 とに対応するため

の勧告 BS.707-4(地

上テレビジョンの

マルチ音声伝送)の

修正案。 

BT. 1120-6 HDTV スタジオ信号のデ

ジタルインタフェース 

勧告BT.1120を改訂

し、これまで under 

study としていた

1080/50Pおよび60P

のシリアルクロッ

ク 周 波 数 と し て

2.97GHz を規定し、

2.97Gbit/s のシリ

アルデジタルイン

タフェースを規定

した。1080/50P や

60P の 信 号 を

1.5Gbit/sのHD-SDI

で伝送するための

ロスレスまたは知

覚的ロスレスの圧

縮符号化を研究す

るための新研究課

題を作成した。 

WP6A ITU-R 

42/6 

改訂 承 認

手 続

中 

BT. 1300-3 地上デジタルテレビジ

ョン放送のサービス多

重、伝送、識別方法 

System B（DVB-T）

や System C

（ISDB-T）について

も、タグ値やテーブ

ル ID の割り当てな

ど、System A と同様

の更新が適当と考

えられる部分を改

訂した。また、参考

文献として引用し

ている ATSC 規格、

ETSI 規格、ARIB 規

格の表記法につい

て全面的に修正し

て、明確化を図っ

た。 

WP6A ITU-R 

31/6 

改訂  

BT. 1364-1 デジタルコンポーネン 勧 告 BT.1364 を WP6A ITU-R 改訂  



トスタジオインタフェ

ースで伝送される補助

データ信号のフォーマ

ット 

SMPTE や ARIB と整

合させるべく修正

すると共に、補助デ

ータの各種アプリ

ケーションに割り

当てられているデ

ータ ID をまとめて

掲載した。 

20/6 

ITU-R 

42/6 

BT. 1701-1 現行アナログテレビジ

ョンの送信信号特性 

PAL のテレビシステ

ム B1 がスロバキア

にて適用されるこ

とに対応するため

の勧告 BT.1701(現

行アナログテレビ

ジョンの送信信号

特性)の修正案。 

WP6E ― 改訂  

BO.1213-1 11.7-12.7GHz 帯の BSS

地球局参照アンテナパ

ターン 

BSS 地球局の受信ア

ンテナパターンに

関して、WRC-03 で変

更された交差偏波

の計算式の反映や、

適用されるアンテ

ナの径範囲の明確

化を行い、更には

45cm アンテナパタ

ーン例の追加を行

った勧告改訂案。 

WP6S ITU-R 

73/6ｎ 

改訂  

BT.1736 TV 用再配信制御信号の

放送 

放送されたコンテ

ンツの再配信に関

する制御の要求、特

にインターネット

上への再配信の制

御を実現するに当

たっての要求条件

の勧告案である。再

配信制御信号を提

供または処理する

系は単一の方式の

ものではなく、複数

の方式間で「転送」

されるべきである

WP6M ITU-R 

101/6 

新規  



ということを述べ

ている。 

BT.1737 HDTV 番組伝送のための

ITU-T 勧 告 H.264

（MPEG-4/AVC）映像情報

源符号化法の使用 

HDTV 番組を低ビッ

トレートで伝送す

る必要がある場合

の符号化法と位置

づけている。HDTV

フォーマットとア

プリケーションに

応じたプロファイ

ルとレベル、ビット

レートの例やプロ

ファイル毎の推奨

符号化ツールを示

した Appendix と共

に、H.264 について

の 解 説 資 料 も

Appendix として添

付している。 

WP6A ITU-R 

12/6 

新規  

BT. 1381-2 勧告 ITU-R BT.656 及び

BT.1302 に基づきネット

ワーク化した TV 政策に

おける圧縮テレビ信号

やパケット化データの

ためのシリアルデジタ

ルインターフェースベ

ースのトランスポート

インターフェース 

主な改訂内容は、推

奨コネクタとして

IEC 規格を参照して

BNC コネクタを示し

たこと、誤りの修

正、データタイプ割

り当ての変更であ

る。なお、従来は無

効データのデータ

タイプ値を誤って

100h としていたが、

改訂後は 200h に修

正されているため、

改訂案のsummaryで

注意喚起している。

WP6A ITU-R 

5-1/6 

改訂  

BT. 1439-1 アナログテレビジョン

スタジオ及びアナログ

テレビジョンシステム

全体に適用可能な測定

法 

勧告 BT.1439「アナ

ログテレビジョン

スタジオおよびア

ナログテレビジョ

ン方式全体に適用

可能な測定法」の主

に走査線625本方式

WP6P ITU-R 

86/6 

改訂  



のパラメータ明確

化を目的とした改

訂案。 

BS. 1548-2 デジタル放送用オーデ

ィオ符号化システムの

ユーザ要求 

「素材伝送、分配」、

「高音質放送」、「中

間音質放送」に対応

する３つのカテゴ

リーのオーディオ

品質を定義すると

共に、「中間音質放

送」の要求条件を記

載している。さら

に、「中間音質放送」

の要求条件を満足

することが確認さ

れた符号化システ

ムの情報として、

MPEG-4 HE-AAC（音

声圧縮符号化方式）

お よ び MPEG-4 

HE-AAC v.2 とビッ

ト レ ー ト を

Appendix に示して

いる。 

WP6A ITU-R 

19/6 

改訂  

BT. 1687-1 劇場環境での上映を目

的とした LSDI 応用にお

ける配信のためのビッ

トレート削減 

LSDI（Large Screen 

Digital Imagery）

配信のための映像

の情報源符号化方

式として、MPEG-2

に加え、より低いビ

ットレートでの配

信 の た め に

H.264(MEPG-4/AVC)

の使用を勧告する

改訂案を作成し、

LSDI ファミリーの

うちの HDTV の場合

について、いくつか

の条件におけるパ

ラメータ値を例と

して示している。 

TG6/9 ITU-R 

15-1/6 

改訂  



BT.1674 放送における制作、ポス

トプロダクション用メ

タデータ要求 

メタデータのデー

タタイプ及びフォ

ーマットについて

SMPTE 規 格

RP210.4-2002 を辞

書構造については

SMPTE 規 格

335M-2001 を参照す

るもの。 

WP6P ITU-R 

46/6 

新規  

BT.1675 放送システムのループ

遅延妨害最小化のため

のシステム設計及び運

用 

放送システムの信

号遅延の計算モデ

ル、システム設計の

ガイドラインと遅

延妨害最小化のた

めの運用規定につ

いて記載したもの

で、遅延に関して許

容できる音声漏洩

の限界曲線（しきい

値）を勧告してい

る。 

WP6P ITU-R 

35/6 

新規  

BT.1676 画質測定法のための精

度規定及びクロスキャ

リブレーションの手法 

客観画質評価を利

用した画質測定の

ための精度規定と

クロスキャリブレ

ーションの計算方

法について記載し

たもの。 

WP6Q ITU-R 

44/6 

新規  

BS.1679 劇場環境下で表示され

る LSDI 応用のための音

声主観評価法 

既存勧告の評価法

及びスピーカ配置

に沿った形で、LSDI

応用のための音声

主観評価法を勧告

している。なお、ス

ピーカ配置につい

ては、今後の検討が

反映できるよう既

存勧告以外のもの

についても考慮す

ることとしている。

TG6/9 ITU-R 

15-1/6 

新規  

BT.1680 劇場環境下で表示され LSDI 配信の映像フ TG6/9 ITU-R 新規  



る LSDI 応用の配信のた

めのベースバンド映像

フォーマット 

ォーマットとして

既 存 勧 告

BT.709(1920 ×

1080) 及 び

BT.1534(1280 ×

720)を使用するこ

とを勧告するとと

もに、より高い解像

度が必要な場合の

拡張として既存勧

告を基本とした階

層化構造とすべき

という勧告。 

15-1/6 

BT.1683 基準画像がある場合の

デジタル SDTV の客観画

質測定法 

標準デジタルテレ

ビジョン画像の測

定法として、各国研

究機関等が提案し

た4つの客観画質測

定法について勧告

するもの。 

WP6Q ITU-R 

44/6 

新規  

BR.1684 VTR に記録する 5.1 チャ

ンネル音声番組 

5.1ch 音声を VTR に

録音する方法とし

て、ステレオ互換の

信号をトラック1及

び2に記録し、5.1ch

音声圧縮信号をト

ラック3及び4へ記

録するという勧告。

WP6R ITU-R 

56/8 

新規  

BT.1685 補助データパケット形

式で伝送される放送局

間制御信号の構造 

デジタル放送ネッ

トワークにおける

番組切替など放送

局間の制御信号を

補助データパケッ

トを用いて伝送す

るためのデータ構

造を規定した勧告。

WP6A ITU-R 

20/6 

ITU-R 

42/6 

新規  

BT.1686 劇場環境での LSDI 番組

の上演のための映像表

示パラメータの測定方

法 

LSDI 用プロジェク

ターの性能測定方

法 は 、 IEC 規 格

61947-1,-2 等に基

づくこと、また、測

TG6/9 ITU-R 

15/6 

新規  



定において周囲光

が問題となる時は、

Appendix に基づく

装置を用いるとい

う勧告。 

BT.1687 劇場環境での LSDI の表

示のための実時間分配

のためのビットレート

削減 

LSDI の実時間分配

において、輝度・色

差信号のサンプリ

ングは 4:2:0 又は

4:2:2 とし、映像符

号 化 方 式 と し て

MPEG2 を用いるとい

う勧告。 

TG6/9 ITU-R 

15-1/6 

新規  

BS.1688 LSDI のベースバンド音

声システムと符号化 

LSDI のベースバン

ド音声システムと

して、劇場配信には

AC-3 方式、符号化効

率が重要である場

合には、AAC 方式を

使用することを勧

告。 

TG6/9 ITU-R 

15-1/6 

新規  

BT.1689 ITU-R 勧告 BT.601 に準

拠する映像フォーマッ

トで提供される番組の

LSDI 環境での表示ガイ

ドライン 

LSDI 映像入力信号

と し て 、 既 存

BT.1680 で規定され

ているフォーマッ

トが使用できない

過去の番組等の場

合に BT.601 Part A 

の SDTV 信号を用い

て、BT.1680 へのア

ップコンバートを

使用することとし

た勧告。 

TG6/9 ITU-R 

15-1/6 

新規  

BT.1690 劇場環境等での LSDI 表

示のための想定される

場所の特性 

LSDI 表示される場

所の特性（スクリー

ンサイズ、明るさ

等）について勧告。

TG6/9 ITU-R 

15/6 

新規  

BT.1691 テレビジョン方式にお

ける適応的画質制御 

適応画質制御につ

いて、送信、表示等

の信号の各過程に

おいて個々または

WP6P ITU-R 

98/6 

新規  



集団でパラメータ

を最適化してくこ

とを勧告。 

BT.1692 テレビジョンにおける

色再現品質の最適化 

テレビジョンにお

いて、人間の視覚的

なシステムを考慮

した色再現品質の

最適化について勧

告。また、カラメト

リパラメータ、関係

特性は ITU-R 勧告

BT.1361 に基づくと

している。  

WP6P ITU-R 

97/6 

新規  

BS.1693 ハミング問いかけシス

テムの評価法 

ハミングする音の

特徴を分析し、その

特徴量に基づいて

楽曲名等を検索す

る「ハミング問い掛

けシステム」の性能

を評価する方法を

記載した勧告。 

WP6Q ITU-R 

8/6 

新規  

BR.1694 劇場環境にて公開する

LSDI 番組におけるビデ

オカセットフォーマッ

トの国際交換 

LSDI 番組を国際交

換により劇場環境

等にて公開するた

めの、ビデオカセッ

トテープによる番

組交換基準の勧告。

WP6R ITU-R 

15-1/6 

新規  

BR.1695 HDTV 番組評価のための

国際交換記録フォーマ

ット 

HDTV 番組評価用の

録画素材に関して、

高画質を必要とし

ないものは SDTV 素

材とし、その際は

ITU-R 勧告 BR.602

に準拠することを

勧告。 

WP6R ITU-R 

106/6 

新規  

BR.265-9 フィルムによるテレビ

ジョン用国際番組交換

の運用規定 

テレビジョン番組

の国際交換に関し

てフィルムを用い

た場合の運用規定

について関連する

勧告やISO規格の改

WP6R ITU-R 

92/6 

改訂  



定等を反映させる

改訂。 

BT.1300-2 地上デジタル放送のサ

ービス多重伝送・識別 

地上デジタル放送

のサービス多重・伝

送・識別については

各方式の記述に、

System C として日

本方式(ISDB-T)の

記述を追加する改

訂。 

WP6A ITU-R 

31/6 

改訂  

BT.655-7 アナログ映像信号及び

音声信号からの妨害波

に対する振幅変調残留

測波帯地上テレビジョ

ンシステムの RF 混信保

護比 

勧告 BT.655-6 に地

上デジタル音声放

送（T-DAB）信号か

ら、525 走査線テレ

ビへの妨害に対す

る適切な混信保護

比について記載を

追加するもの。 

WP6E ITU-R 

56/6 

改訂  

BR.602-5 番組内評価のための

SDTV 記録メディア交換 

番組内評価のため

の SDTV 記録メディ

アとして従来から

あるアナログ記録

メディアである VHS

に加えて、デジタル

記録メディアであ

る DV フォーマット

とDVDを追加するも

の。 

WP6R ITU-R 

77/6 

改訂 承 認

手 続

中 

BT.1120-5 HDTV デジタルインター

フェース 

HDTV インターフェ

ー ス の 勧 告

BT.1120-4 に従来記

述 の な か っ た 、

1080/60P 及 び

1080/50P の規格を

追加して記載する

もの。なお追加内容

は SMPTE 規 格

372M-2002 規格を参

照している。 

WP6A ITU-R 

42/6 

改訂  

BS.1114-5 30-3000MHz における地

上デジタル音声放送シ

勧 告 BS.1114-4 

System A（DAB）の

WP6E ITU-R 

56/6 

改訂  



ステム 228.304- 

229.840MHz 帯を使

用する場合の帯域

外輻射について、他

業務の保護のため、

当該周波数帯のス

ペクトラムマスク

の改訂を行うもの。

BT.1210-3 主観画像評価のテスト

マテリアル 

主観画質評価のテ

ストマテリアルと

して、将来におい

て、技術の進歩を踏

まえた新たなテス

トマテリアルを追

記すべき旨を記載

した改訂を行うも

の。 

WP6Q ITU-R 

81/6 

改訂  

BT.1201-1 超高精細映像 高精細映像（HRI）

の開発状況につい

て記載した Annex1

を削除し、超高精細

映像（EHRI）には

1920×1080 の整数

倍の正方画素を用

いるべきとした改

訂。 

WP6P ITU-R 

40/6 

改訂  

BT.1368-4 VHF/UHF 帯における地上

デジタルテレビジョン

放送のプランニング基

準 

DVB-T 信号の与干

渉、被干渉の混信保

護比に関して、これ

まで記載されてい

た実験機器による

測定結果を、民生機

器により算出され

たデータに更新す

るとともに、携帯受

信や非放送広帯域

信号からの混信保

護比などの項目の

追加を行う改訂。 

WP6E ITU-R 

4-1/6 

改訂  

BR.1355-2 テレシネ画質評価のた

めの視聴環境条件 

ITU-R 勧 告

BR.1355-1 をエディ

WP6R ITU-R 

92/6 

改訂  



トリアルに修正す

る勧告改訂。 

BS.562-3 音声主観評価法 本勧告と内容が重

複することになる

ITU-R 勧 告

BS.1284-1 が成立し

たことによる勧告

削除。 

WP6Q ITU-R 

55/6 

削除  

BO.1696 プランバンドのデジタ

ルマルチプログラム衛

星放送システムとその

フィーダリンクのサー

ビス時間率決定法 

11.7-12.2GHz 帯の

デジタルマルチプ

ログラム衛星放送

システムとそのフ

ィーダリンクのサ

ービス時間率決定

法を勧告するもの

で、具体的な計算例

がAppendix1として

添付されている。 

WP6S ITU-R 

3/6 

新規  

BT.1699 インタラクティブ TV の

ための宣言型コンテン

ツフォーマットのハー

モナイゼーション 

双方向やデータ放

送のための宣言型

コンテンツフォー

マットである BML
（日本）、ACAP-X
（ 米 国 ） 、

DVB-HTML（欧州）

の共通事項を勧告

するもの 

WP6M ITU-R 

13/6 

ITU-R 

8/9 

新規  

BT.1700 アナログコンポジット

カラーテレビジョン制

作システム 

ITU-R 勧 告

BT.470-6 を分割す

る形で、ベースバン

ド 部 に つ い て 、

NTSC に関する記

述の内容を改訂し、

SMPTE170M-1999
を参照している。日

本等、細部が異なる

方式を採用してい

る国については脚

注で更なる補足を

している。 

WP6P ( 勧 告

BT.470

の 再

編) 

新規  

BO.1697 11.7-12.7GHz 帯 pfd 値 無線通信規則付録 WP6S ITU-R 新規  



と付録第 30 号第 1 付属

書第3節あるいは第4付

属書のpfd値を超えたと

きに使われるpfd計算方

法 

第 30 号第 1 付属又

は第 4 付属書の pfd
値を超えたときに

参考として用いら

れる値とその pfd計

算方法に関する勧

告。 

84/6 

BT.1701 現行アナログテレビの

送信信号特性 

ITU-R勧告BT.470-6

を分割する形で、送

信信号特性に関連

したものを新勧告

として独立させた

もの。 

WP6E ( 勧 告

BT.470

の 再

編) 

新規  

BS.1698 任意の周波数帯で運用

する地上放送送信シス

テムからの非電離輻射

曝露に関する電磁界の

評価 

放送システムから

の電磁界曝露につ

いて評価を勧告し

たもの。制限値につ

いては評価する方

法を各国ごとに定

めることとし、日本

の法令も情報とし

て引用されている。

WP6E ITU-R 

50/6 

新規  

BT.1702 テレビジョンにより引

き起こされる光感受性

発作を減少させるため

のガイダンス 

テレビジョンによ

り引き起こされる

光感受性発作に関

して、番組制作者へ

の注意喚起を奨励

すると共に、付録に

添付した技術情報

を参照すること、番

組ジャンルを考慮

したさらなる研究

の必要性を勧告し

ている。 

WP6Q ITU-R 

47/6 

新規  

BT.1728 テレビジョン制作およ

びポストプロダクショ

ンでのフラットパネル

ディスプレイの使用に

対するガイダンス 

制作及びポストプ

ロダクション応用

における無差別な

フラットパネルデ

ィスプレイの使用

を行うべきでない

こと、また使用する

WP6P ITU-R 

95/6 

新規  



場合にはその特性

が目的に合致して

いるかどうかテス

トすべきとの内容

について勧告。 

BR.1725 放送事業者が映画フィ

ルムのかたちで保管し

た映像素材の取扱いと

修復、保管 

放送事業者におけ

る映画フィルムの

取扱い等に関して、

EBU の技術文書を参

照することを規定

した勧告。 

WP6R ITU-R 

92/6 

新規  

BO.1724 インタラクティブ衛星

放送システム（TV、Sound

および Data） 

衛星を使用したイ

ンタラクティブ放

送におけるリター

ンチャンネルの運

用にあたって、欧州

の ETSI 規 格

(DVB-RCS)及び米国

TIA 規格を使用する

ことを勧告。 

WP6S ITU-R 

26/6 

新規  

BT.1729 16×9/4×3 共通デジタ

ルテレビジョン基準試

験パターン 

HD 及び SD のデジタ

ルテレビの番組制

作及び分配におい

て新たなテストパ

ターンを使用する

ことを勧告。 

WP6P ITU-R 

97/6 

新規  

BS.1726 国際番組交換における

テレビジョンに付随し

たデジタル音声の信号

レベル 

国際番組交換にお

けるデジタル音声

信号の基準レベル

として、–18dBfs 又

は-20dBfs のどちら

かを使用すること、

基準レベルに加え

て、番組のピークレ

ベルが準ピークメ

ータで測定したと

きに–9dBfs 超えな

いように運用する

こと等を勧告。 

WP6P ITU-R 

2/6 

新規  

BT.470-7 現行アナログ TV システ

ム 

ITU-R勧告BT.470-6

を分割する形で、分

WP6R ITU-R 

1/11 

改訂  



割した新勧告等の

ポータルとなる勧

告改訂案。 

BS.1115-1 低ビットレートオーデ

ィオ符号化 

既存の ITU-R 勧告

BS.1115ではMPEG-1

の使用のみを規定

しているが、これに

MPEG-2 AAC と AC-3

を追加するよう、改

訂。 

WP6A ITU-R 

19/6 

改訂  

BR.780-2 磁気テープ上に記録す

る制作用及び国際交換

用の時刻・制御コード基

準 

既存の ITU-R 勧告

BR.780-1 では、IEC

規格を参照してい

るが、これを各種

ITU-R 勧告が規定し

ている映像フォー

マットに対応する

自国・制御コードと

して、SMPTE 12M を

ベースに改訂。 

WP6R - 改訂  

BR.1384-1 映像のあり／なしの場

合のマルチチャンネル

音声記録における国際

交換のためのパラメー

タ 

既存の ITU-R 勧告

BR.1384 におけるオ

ーディオトラック

割当てにおいて、

ITU-R 勧告 BR.779

及びBR.1684の記載

と誤解を生じる箇

所があるため、補足

説明を追記すると

ともに、同勧告にテ

レビジョンにおけ

る音声記録に限ら

ずに広くマルチチ

ャンネル音声の記

録を扱うものであ

る旨の改訂を行っ

た。 

WP6R ITU-R 

58/6 

改訂  

BS.1657 自動音声認証システム

の性能試験方法 

自動音声認証シス

テムの試験手法に

ついて、検討すべき

品質要素、試験素

WP6Q ITU-R 

8/6 

新規  



材、試験方法及びテ

スト環境等につい

て勧告するもの。 

 



 
第６章 ＲＡへの対処（ＳＧ７関連） 

 
１ 研究対象 

ＳＧ７は、「科学業務」を研究対象としている。 
 
２ ＲＡ－０７に提出される勧告案 

ＲＡ－０７に提出されるＳＧ７の勧告案及びその評価一覧を表６－１に示す。 
勧告３件の削除が提案されており、我が国はこの提案を支持する。 
 

３ 研究課題の見直し 
ＲＡ－０７で検討される、ＳＧ７の研究課題及びその評価一覧を表６－２に示す。 
次会期の研究課題として、今会期の研究課題４６件のうち１１件の削除が提案さ

れており、我が国はこの提案を支持する。 
 
主要な研究課題は以下のとおりである。 
 

（１）研究課題 244/7 
20-90 kHz で運用する標準周波数と時間信号業務の干渉 

【概要】長波標準電波の送信局間の干渉の定義、強度の測定する方法、伝播計算

の必要な方法やソフトウエアについて研究する。 
 

（２）研究課題 118-2/7 
データ中継衛星システム及び他業務との周波数共用に影響する要素 

【概要】データ中継衛星に望ましい周波数と帯域幅、20GHz 以上の周波数を用

いるときの技術的問題、望ましい周波数帯における（他業務との共用を含む）

実用可能な状態、20GHz 以上でデータ中継衛星を運用するために望ましい技

術的特性、300MHz-300GHz 帯で共用する他業務の保護に必要な電力束密度制

限とビーム識別について研究する。 
 

（３）研究課題 243/7 
地球探査衛星業務（受動）を運用する受動センサーの技術基準及び干渉の影響

及び干渉緩和技術に関する特性 
【概要】地球探査衛星業務（受動）で運用される受動センサーを干渉から保護

するため、受動センサーの用途、代表的な技術的及び運用上の特性、干渉の影

響、干渉緩和技術について研究する。 
 

（４）研究課題 145-2/7 
電波天文観測の保護に必要とされる技術的要素 

【概要】電波天文に適切な周波数帯、観測技術の性格、電波天文と他の業務の周

波数占有の両立性、電波天文観測が受けるスプリアス及び帯域外発射並びに他



の電気機器からの障害、軌道上からの電波天文観測に必要な事項及び保護基準

について研究する。 
 
４ 参考事項 

ＳＧ７は、２００５年１１月、２００７年２月に開催され、１５件の新規及び改

訂勧告案が郵便投票に付され、承認されている。また、８件の新規及び改訂勧告案

が現在実施中の郵便投票により承認される予定である。今会期中に郵便投票により

承認または承認予定の勧告リストを SA シリーズ、RA シリーズ及び RS シリーズ

に分けて表６－３、表６－４及び表６－５に示す。 
 

重要課題の審議状況、勧告化の動向を以下に示す。 
 （１） 新勧告草案 ITU-S.[RHF] 3000GHz 以上のセンサの特性 

WP7C（地球探査衛星業務および気象援助、気象衛星の各業務）において、

3000GHz 以上のセンサー特性についての日本寄与文書と米国寄与文書等が

マージされ、新勧告草案が作られた。新勧告草案は SG7 に入力され、郵便

投票による勧告化の手続きがとられることとなった。 
 

 （２） 暫定新勧告草案 ITU-R RS.[Passive_CHARS] 
WP7C において、EESS システムを構成する 275GHz 以下のマイクロ波放

射計等の受動センサー類の特性について、寄与文書を基に、暫定新勧告草案

が作成され、議長レポートに添付されることとなった。 
空欄が多いため、各国から次回まで寄与することとした。また、分解能に

関連した複数の用語があり、定義の差異がはっきりしないため、日本から値

を提供できなかった事情を説明し、今後 glossary として定義を別途調査する

こととなった。 
 



表６－１ ＲＡ－０７に提出される勧告案の評価 

勧告番号 勧告名 勧告の内容及びコメント 関連ＷＰ/
課題番号 

新規 
改訂 
削除 

対応 備考

RS.516-1 地球観測および

気象衛星の能動

センサと、無線評

定業務との共用 

地球観測および気象衛星の能動セ

ンサーと、無線評定業務との共用

が可能であるとする内容 

ＷＰ７Ｃ 
Ｑ.140/7 

削除 支持  

SA.1071 宇宙科学業務と

固定衛星業務に

よ る

13.75-14.0GHz
帯の利用 

宇宙科学業務と固定衛星業務によ

る、13.75-14.0GHz の利用につい

ての検討 
 

ＷＰ７Ｂ 
決議 112 
ＷＲＣ92 

削除 支持  

SA.1156 低軌道衛星の可

視統計計算手法 
低軌道を用いる衛星の軌道計算モ

デルを示す内容 
ＷＰ７Ｂ 削除 支持  

 
表６－２ 次会期の研究課題及び評価 

研究課題 
番号 研究課題名 概要及び評価 

新規 
継続 
改訂 
削除 

対応 備考

101-2/7 周波数標準と信頼
性及びタイムスケ
ールにおけるそれ
らの使用 

[概要] 
既存及び開発中の周波数標準の精度、安
定度、遠隔時刻比較の測定システムの特
性改善の必要性、タイムスケールにおけ
る安定度及び精度向上における新たな周
波数標準の最適化、ハンドブック掲載の
ガイドライン及び注意点の改善について
研究する。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S3 

102-2/7 地上系での標準周
波数及び報時信号
供給の改善方法 

[概要] 
１μｓオーダーの不確定性を実現する技
術、他の周波数の使用、放送局の搬送波
周波数の精密化やＡＭ波へのＰＭ信号の
重畳などの他の業務の利用の必要性、そ
の際の経済性及び当該業務の本来の目的
への影響について研究する。 
[評価] 
勧告 TF.1552 が作成され、研究が完了し
たことから削除は適当。 

削除 支持 S2 

104-2/7 標準周波数及び報
時信号発射の受信
時における安定度 

[概要] 
ユーザーに受信される標準周波数報時の
安定度及び精度の劣化原因、不安定度の
統計的データ、精度要求レベルに応じた
標準周波数報時信号の送受信技術、送受
信の安定度と精度を特徴づける統計的方
法について研究する。 
[評価] 
勧告 TF.538 が作成され、研究が完了した
ことから削除は適当。 

削除 支持 S3 

110-2/7 タイムコード [概要] 
タイムコード情報の方式及びフォーマッ
ト、雑音及び干渉を考慮した変調特性、
特定のアプリケーションに適したタイム
コードについて研究する。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 



111-1/7 高精度時刻伝送に
おけるアンテナ及
び他の回路での信
号遅延 

[概要] 
高精度時刻伝送におけるアンテナその他
関連回路における遅延特性、遅延量を決
めるアンテナ特性及び環境による影響、
測定法について研究する。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 

118-2/7 データ中継衛星シ
ステム及び他業務
との周波数共用に
影響する要素 

[概要] 
データ中継衛星に望ましい周波数と帯域
幅、20GHz 以上の周波数を用いるときの
技術的問題、望ましい周波数帯における
（他業務との共用を含む）実用可能な状
態、20GHz 以上でデータ中継衛星を運用
するために望ましい技術的特性、
300MHz-300GHz 帯で共用する他業務の
保護に必要な電力束密度制限とビーム識
別について研究する。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 

129-2/7 科学業務の無線局
により放射または
受信される不要放
射 

[概要] 
科学業務の無線局からの不要放射の適切
なパラメータについての研究を行う。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 C2 

139-3/7 地球探査衛星のた
めの無線通信シス
テム 

[概要] 
地球探査衛星の高速データ通信の効率良
いスペクトラムの使用、地上業務と共用
する周波数帯のＲＲ付録第２８号適用の
際のパラメータについて研究する。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 

141-3/7 気象衛星システム
のデータ伝送 

[概要] 
気象衛星のデータ伝送の運用特性、地上
業務と共用する周波数帯のＲＲ付録第２
８号適用の際のパラメータについて研究
する。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 

145-2/7 電波天文観測の保
護に必要とされる
技術的要素 

[研究] 
電波天文に適切な周波数帯、観測技術の
性格、電波天文と他の業務の周波数占有
の両立性、電波天文観測が受けるスプリ
アス及び帯域外発射並びに他の電気機器
からの障害、軌道上からの電波天文観測
に必要な事項及び保護基準について研究
する。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 

146-2/7 電波天文への干渉
の評価基準 

[概要] 
電波天文におけるＲＲ決議 第６３号に
規定する有害な混信の説明、特定の時間
割合を越えて発射される不要電波の干渉
のしきい値及び電波天文の方法・種類に
よるしきい値の違い、代表的な観測所で
の妨害電波源による干渉のレベル、飛行
機や衛星からの反射の干渉への影響につ
いて研究する。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 

149-1/7 月の遮蔽領域での
周波数の利用 

[概要] 
地球からの電波が遮蔽されるため電波天

継続 支持 S2 



文に最適である月の遮蔽領域について、
周波数、月縁からの角距離、月表面から
の距離の関数で表す時の月の裏側での遮
蔽効果、月の裏側の局と地球局との間の
通信方法と経路、月の裏面で効果的な観
測を行うための周波数帯及び地上と比較
した時の有利さ、月の裏側の局に対して
適応されるべき周波数保護基準について
研究する。 
[評価] 
研究課題として適当。 

152-2/7 衛星からの標準周
波数報時 

[概要] 
衛星による標準周波数と時刻信号の発射
システムの開発における技術要素、計測
量と周波数、送受信、変調方式の決定、
現用又は計画中の衛星システム遅延較正
システム、運用手順について研究する。
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S3 

201-2/7 通信衛星を利用し
た双方向時刻伝送 

[概要] 
通信衛星を利用した双方向時刻伝送で得
られる長期時刻安定度、時刻確度、周波
数比較能力、GPS 等との性能比較、問題
点であるシステム遅延の変化の原因と対
策について研究する。 
[評価] 
勧告 TF.1153 が作成され、研究が完了し
たことから削除は適当。 

削除 支持 S1 

202-1/7 スペースＶＬＢＩ
と他の宇宙研究シ
ステム間の保護基
準と周波数共用 

[概要] 
周波数・位相の広帯域データ伝送が必要
であるスペースＶＬＢＩと他の宇宙研究
システムとの周波数の共用を行う場合に
必要となる技術及び運用、共用の条件及
び共用の可能性、その場合に望ましい周
波数について研究する。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 

203-1/7 スペースＶＬＢＩ
のための特性と通
信の要求条件 

[概要] 
スペースＶＬＢＩに必要となる通信系の
技術特性及び運用上の要件、軌道特性、
基準信号及び広帯域の信号伝送に適当な
周波数帯について研究する。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 

205/7 パルサーの電波観
測 

[概要] 
パルサー観測の最適周波数帯、許容干渉
レベル、電波観測とそれ以外の使用での
周波数共用の可能性、高精度な時系の維
持に最適なパルサーについての研究を行
う。 
[評価] 
2007 年 2 月に新レポート案がまとめら
れ、研究が完了したことから削除は適当。

削除 支持 S2 

206-1/7 10-15 レベルの不
確定性による遠隔
地の標準器の周波
数比較 

[概要] 
10-15 の不確定性による遠隔地の周波数
標準を簡便に比較する方法についての研
究を行う。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 

207-2/7 デジタル通信網を
利用した標準周波

[概要] 
標準化と方式の広い互換性を目的とした

継続 支持 S2 



数報時伝送 デジタル通信の方式、構成、インターフ
ェース等のアプリケーションについての
研究を行う。 
[評価] 
研究課題として適当。 

211/7 37-38GHz 及 び
40-40.5GHz 帯にお
ける宇宙研究業務
と他業務との周波
数共用 

[概要] 
標記周波数帯における宇宙研究業務シス
テムの技術特性及び運用特性、既に標記
の周波数に割り当てられている多くの他
の業務との周波数共用基準についての研
究を行う。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 C2 

213-1/7 衛星搭載能動セン
サ と
5250-5460MHz 帯
超における業務の
システムとの互換
性 

[概要] 
5250-5460MHz 以上の周波数帯において
衛星搭載能動センサと他業務の共用に関
して技術的特性、性能基準、干渉基準に
ついて研究を行う。 
[評価] 
勧告 RS.1260 が作成され、研究が完了し
たことから削除は適当。 

削除 支持 C1 

215-1/7 18.6-18.8GHz 帯に
おける地球探査衛
星システム (受動 )
及び宇宙研究シス
テム(受動)と固定、
移動及び固定衛星
業務のシステムと
の間の周波数共用 

[概要] 
標記周波数帯における各業務の共用可能
性及び共用条件について研究を行う。 
[評価] 
勧告 RS.1449 が作成され、研究が完了し
たことから削除は適当。 

削除 支持 C2 

218-1/7 440MHz 及 び
5300MHz の各付近
における地球探査
衛星業務の能動セ
ンサと他業務のシ
ステムとの周波数
共用 

[概要] 
440MHz 及び 5300MHz に限定して衛星
搭載能動センサーと他業務の共用条件に
ついて研究を行う。 
[評価] 
勧告 RS.1632 が作成され、研究が完了し
たことから削除は適当。 

削除 支持 S2 

219/7 100MHz-1GHz の
範囲における宇宙
運用及び宇宙研究
業務の遠隔指令リ
ンク 

[概要] 
宇宙運用及び宇宙研究業務の遠隔指令の
アップリンクに追加分配すべき周波数帯
及び共用する他業務に干渉を与えないた
めの技術・運用上の制限について研究を
行う。 
[評価] 
勧告 RS.1629 が作成され、研究が完了し
たことから削除は適当。 

削除 支持 C1 

221/7 宇宙研究業務の観
測 (受動 )に適した
周波数帯と保護基
準 

[概要] 
宇宙研究（受動）勧告システムの技術・
運用特性、適した周波数帯及び保護基準
について研究を行う。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 

222-1/7 ITU-R 222/7 の改訂
案-月および惑星に
おけるデータ中継
衛星による地球と
月・惑星間の無線通
信 

[概要] 
データ中継衛星による地球と月・惑星間
の無線通信に必要な周波数帯などの検討
を行うもの。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 

223/7 計時アプリケーシ
ョンにおけるディ
ファレンシャルＧ
ＰＳの役割 

[概要] 
計時誤差の差の決定に適した測定方法及
びユーザーの需要に合った更新頻度、既
に使用されている位置補正情報のフォー

継続 支持 S2 



マット及びそれに計時誤差の差を含める
拡張、伝送媒体、このようなシステムを
用いたときの不確定性、ＤＧＰＳ航行ネ
ットワークの実現を支援する時刻中枢に
ついて研究を行う。 
[評価] 
研究課題として適当。 

224/7 調和タイムスケー
ル及び測定システ
ムのアルゴリズム 

[概要] 
リアルタイム稼働率の標準や異なる時計
の寄与の差の量子化の調和タイムスケー
ルのアルゴリズム、現在用いられている
ローカル時計とリモート時計の比較に適
した測定システムの特性について研究を
行う。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S3 

226/7 70GHz 超の周波数
帯における電波天
文業務と他業務と
の間の周波数共用 

[概要] 
70GHz 超の周波数帯で電波天文と共用
可能な業務、共用条件について研究を行
う。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 

229/7 4200-4400MHz に
おける地球探査衛
星（受動）及び航空
機無線航行の航空
機搭載高度計間の
共用について 

[概要] 
当該帯域の衛星搭載受動センサーの技術
的・運用上の特性、地球探査衛星（受動）
と航空機高度計の周波数共用基準につい
て研究を行う。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 C2 

230/7 宇宙からの電波天
文計測のための保
護及び共用基準 

[概要] 
宇宙からの電波天文観測を実行できる周
波数帯、および、その保護・共用基準に
ついて研究を行う。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 

231/7 １００GHz 以上の
周波数帯における
地球探査衛星業務
（能動）及び宇宙研
究業務（能動）の運
用について 

[概要] 
100GHz 以上の周波数帯における能動セ
ンサーの特性と適切な周波数帯について
の研究を行う。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 

232-1/7 10.6-10.68GHz 
31.5-31.8GHz,36-3
7GHz 帯における
衛星搭載受動セン
サーと他業務間の
共用 

[概要] 
標記帯域における受動センサーと他業務
との共用条件について研究を行う。 
[評価] 
特に問題ないが、WRC-07 の結果によっ
て改訂されるべきである。 

継続 支持 S2 

233/7 35.5-36GHz 帯にお
ける地球探査衛星
業務の能動センサ
システムと他業務
のシステムの共用
条件について 

[概要] 
衛星搭載能動センサーと他業務との共用
条件について研究する。 
[評価] 
勧告 RS.1628 が作成され、研究が完了し
たことから削除は適当。 

削除 支持 S1 

234/7 1215-1300MHz に
おける地球探査衛
星業務の能動セン
サーシステムと他
業務のシステムの
周波数共用につい
て 

[概要] 
標記帯域における能動センサーと他業務
との共用条件について研究する。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 

235-1/7 ２７５GHz 以上に [概要] 継続 支持 C2 



おける科学業務の
アプリケーション
の技術及び運用特
性について 

275GHz 以上の周波数帯における科学業
務の特性について研究を行う。 
[評価] 
研究課題として適当。 

 
会期
中に
改訂

236/7 UTC タイムスケー
ルの将来 

[概要] 
うるう秒挿入のための、UTC と UT1 の
間の差の要件や、手続きについて研究を
行う。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 

237/7 電波天文無線局に
おける干渉緩和の
実施に関連する技
術的及び運用上の
要素 

[概要] 
電波天文が使用する干渉緩和技術の技術
的な特徴や制限について研究を行う。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 

238/7 時刻認証のための
信頼できる時刻源 

[概要] 
TSA への UTC(k)時刻の適切な供給方法
と精度保証について研究を行う。 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 

239/7 機械タイムコード [概要] 
タイムコードやシグナルについて、将来
必要とされる要件を考慮に入れた現代の
通信システムへのオプションについての
検討 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 

240/7 22.55-23.55GHz 及
び 25.25-27.5GHz
帯の静止衛星の宇
宙局及び非静止衛
星の宇宙局で構成
された宇宙空間ネ
ットワークにおけ
る宇宙研究及び宇
宙探査衛星アプリ
ケーションに関連
する調整要求を行
うために必要な基
準と計算方法 

[概要] 
GSO および non-GSO の各組み合わせに
関する衛星間業務の共用基準の検討を行
うもの 
[評価] 
1997 年 10 月に勧告 SA.1278、2003 年 5
月に SA.1625 が作成され、研究が完了し
ていることから、削除は適当。 

削除 支持 S1 

241/7 宇宙からの電波天
文観測のための周
波数帯と保護基準 

[概要] 
宇宙からの電波天文観測の特性、望まし
い周波数および保護基準などについて検
討するもの 
[評価] 
研究内容が 230/7 と重複しており、削除
は適当。 

削除 支持 S2 

242/7 電波平穏地域 [概要] 
電波平穏地域 (RQZ)の性格・特性及び
RAS との関係及び RQZ の電磁環境につ
いての研究課題 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S3 
 

会期
中に
新規
策定

243/7 地球探査衛星業務
（受動）を運用する
受動センサーの技
術基準及び干渉の
影響及び干渉緩和
技術に関する特性 

[概要] 
地球探査衛星業務（受動）で運用される
受動センサーを干渉から保護するために
受動センサーの用途、代表的な技術的及
び運用上の特性、干渉の影響、干渉緩和
技術についての研究課題 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S1 
 

会期
中に
新規
策定



244/7 20-90 kHz で運用
する標準周波数と
時間信号業務の干
渉 

[概要] 
長波標準電波の送信局間の干渉の定義、
強度の測定する方法、伝播計算の必要な
方法やソフトウエアについての研究課題
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S1 
 

会期
中に
新規
策定

245/7 電気機器等からの
長波標準電波業務
への干渉 

[概要] 
長波標準電波業務が電化製品等から受け
る干渉の定義、測定方法、測定装置及び
干渉の対策についての研究課題 
[評価] 
研究課題として適当。 

継続 支持 S2 
 

会期
中に
新規
策定

 

表６－３ 今会期中に承認または承認予定の勧告（SA シリーズ） 

勧告番号 勧告名 勧告の内容及びコメント 関連 WP/ 
課題番号 

新規 
改訂 
削除 

備考 

SA.1742 283 THz 周辺の宇
宙から地球方向に
運用される惑星間
と深宇宙システム
の運用特性及び技
術特性 

275GHz 以上のシステムの周波数の
選定理由、回線性能、データレート、
ビットエラーレート、変調方式、回
線損失、アンテナの直径、送信利得
パターン、受信利得パターン、ポイ
ンティングと追尾、Ｓ／Ｎなどを記
述 

WP7B/ 
Q.235/7 

新規  

SA.1743 宇宙研究業務及び

宇宙運用業務にお

ける許容干渉量の

配分 

宇宙研究業務及び宇宙運用業務に
F.1094 と S.1394 と同様な許容干渉
量の配分を定めるものである。一次
業務合計で 99%、その他に 1%を配
分することを記述 

WP7B/ 
Q.129/7 

新規  

SA.1744 地上で運用される
272-750 THz 帯の
光学的気象測器の
技術的および運用
上の特性 

光学的気象測器の運用者が、設置場
所の選択および装置の設計にあたっ
て、他の光発信機からの干渉の可能
性を考慮する必要があること、光学
的気象測器の干渉に関する研究にあ
たっては、シーロメータ等の代表的
な光学的気象測器の特性に関するデ
ータを考慮する必要があること等を
記述 

WP7C/ 
Q.235/7 

新規  

SA.1745 気象援助業務及び
気象衛星業務（宇宙
から地球）による
1675-1710MHz 帯
の使用 

1675-1710MHz帯の周波数使用状況
が記述され、全ての主管庁は、気象
援助業務の運用を 1675-1683MHz
帯で実施するよう努めるべきと記述

WP7C 
 

新規  

SA.609-2 有人及び無人の地
球周辺研究衛星の
ための保護基準 

取り扱う周波数を 30GHz まで引き
上げる改訂案。1-20GHz の基準に加
えて、20-30GHz の入力端子の保護
基準を-156dB(W/MHz)と記述 

WP7B 改訂  

SA. 
1159-3 

地球観測衛星業務
と気象衛星業務の
データ普及、データ
収集、ダイレクトデ
ータ無線通信シス
テムの性能基準 

低地球軌道に関する地球観測衛星業
務と気象衛星業務の性能目標を追加
し、静止軌道に関する性能目標の改
訂を記述 
 

WP7B 
Q.141/7 

改訂  

SA.1014-1 有人及び無人の深
宇宙研究用通信回
線の要件 

ESA の無線局設備の情報を追加す
る等の情報の現行化を目的とした改
訂を記述 

WP7B 改訂 

SA.1157-1 
 

深宇宙研究のため
の保護基準 

深宇宙研究の地球局及び深宇宙にお
ける宇宙探査機局の保護基準の改訂
を記述 

WP7B 改訂 



SA.1749 地球探査衛星（能
動）と宇宙研究（能
動 ） に よ る
1215-1300MHz の
使用を容易にする
干渉軽減技術 

地球探査衛星（能動）と宇宙研究（能
動）に搭載される L-SAR 等センサー
の干渉除去方法を記述 
 

WP7C 
Q.234/7 

新規 

SA.577-6 EESS（能動）及び
SRS（能動）業務で
運用する衛星搭載
能動センサーの推
奨周波数及び帯域
幅 

430MHz 帯の P-SAR 及び 94GHz 帯
の雲レーダへの割り当てに関するア
ップデート、35GHz 帯を使用する計
画があることを踏まえての表現の変
更等を提案 

WP7C 
Q.140/7 

改訂 

SA.1166-3 人工衛星能動セン
サーに関する干渉
基準 

レーダのタイプ毎及び周波数毎に干
渉基準をアップデート 

WP7C 
Q.140/7 

改訂 

SA.1165-2 403 MHz 帯及び
1680MHz 帯におけ
る気象援助局のシ
ステムの技術特性
と性能基準 

気象援助業務の回線性能目標を削
除、方向探知機の運用状況を削除し
て地域別、周波数別運用状況の数値
をバージョンアップ、ラジオゾンデ
システム、ドロップゾンデシステム、
ロケットゾンデの特性をアップデー
ト 

WP7C 
Q.144/7 

改訂 

SA.1805 
354、366THz 周辺
での宇宙間通信シ
ステムの技術的、運
用的特性 

Question ITU-R 235/7（275GHz 以
上の技術特性と共用可能性について
の検討）に関し、我が国が開発・運
用 し た光衛 星 間通信 実 験衛 星
「OICETS」の成果を基に、光衛星
間通信機器の諸元情報を記述 

WP7B 
Q.235/7 

新規 

SA.1811 31.8-32.3GHz 帯と
37.0-38.0GHz 帯
に、多数分布する干
渉源を含む共用検
討のための大口径
SRS 地球局参照ア
ンテナ・パターン 

31.8-32.3GHz 帯 お よ び
37.0-38.0GHz 帯における共用検討
に利用するための大口径宇宙研究業
務用地球局参照アンテナ・パターン
の数学ゲイン・モデルを干渉源が多
数分布する場合と、離散分布する場
合について定義を記述 

WP7B 新規 

SA.1015-1 深宇宙探査のため
の帯域幅要件 

勧告 SA.1015 の表１の最大データ
レート値は、エラー訂正符号が考慮
されていないことから、1MHz 以下
のデータレートには１／６エラー訂
正符号を、それ以上のデータレート
には１／２エラー訂正符号を考慮し
たシンボルレートとバンド幅に基づ
き、同勧告を見直す改訂。最近の深
宇宙運用状況も反映。 

WP7B 改訂 

SA.1807 18GHz 周辺で運用
する気象衛星シス
テムのシステム特
性と干渉基準 

18GH 近傍で運用される気象衛星の
ための干渉基準と、基準の導出に使
用されたパラメータを記述 

SG7 
Agenda 
Item1.2 

新規 

SA.1810 8025-8400MHz 帯
で運用される地球
観測衛星のための
システム設計ガイ
ドライン 

Question ITU-R 139-3/7（8025-8400 
GHz 帯における地球観測衛星のミ
ッションデータ伝送に適したスペク
トラム利用の検討）に関する研究結
果を基にした、地球観測衛星の設計
に対するガイドライン 

WP7B 
Q.139/7 

新規 

 

表６－４ 今会期中に承認または承認予定の勧告（RA シリーズ） 

勧告番号 勧告名 勧告の内容及びコメント 関連 WP/ 
課題番号 

新規 
改訂 
削除 

備考 

 RA.1750 94GHz 及 び 94GHz 及び 130GHz の雲レーダ WP7D 新規 



130GHz帯のEESS
（能動）と RAS の
共通計画 

EESS（能動）から RAS への影響を
最小にする評価方法に関する勧告
案。 
EESS（能動）と RAS の共用のため
の検討項目を示すとともに、双方が
計画立案及び運用において従うべき
事項を記述 

Q.129/7 

RA.611-4 スプリアス発射か
らの電波天文業務
の保護 

電波天文業務に干渉を与える隣接周
波数帯域の業務に関する表の削除 

WP7D 
Q.145/7 

改訂  

RA.517-4 隣接バンドで運用
されている送信機
からの電波天文の
保護 

電波天文業務に干渉を与える隣接周
波数帯域の業務に関する表の削除 

WP7D 
Q.145/7 

改訂  

RA.1031-2 他の業務との周波
数帯共用における
電波天文の保護 

勧告 ITU-R RA.1513 を考慮して，地
上系無線通信業務と電波天文業務が
周波数共用する場合のガイドライン

WP7D 
Q.145/7 

改訂 

 

表６－５ 今会期中に承認または承認予定の勧告（RS シリーズ） 

勧告番号 勧告名 勧告の内容及びコメント 関連 WP/ 
課題番号 

新規 
改訂 
削除 

備考 

RS.1803 

10.6-10.68GHz や
36-37GHz 帯にお
いて固定及び移動
業務との共用を容
易にする、EESS の
受動センサーの技
術・運用特性 

10.6-10.68GHｚと 36-37GHz 帯に
おいて、EESS(受動)と固定・移動業
務との共用を容易にするための受動
センサーに関する運用上の緩和技術
を記述 

WP7C 
Q.232-1/
7 
Agenda 
item 1.2 

新規 

RS.1804 

3000GHz 以上で運
用される EESS シ
ステムの技術的且
つ操作的特徴 

EESS システムを構成する、イメー
ジャ、ラジオメーター、LIDAR 高度
計等のセンサー類の特性を記述 

WP7C 
Q.235/7 

新規 

 



 

第７章 ＲＡへの対処（ＳＧ８関連） 

 

１ 研究対象 

ＳＧ８は、「移動業務、無線測位業務、アマチュア業務及びこれらに関する衛星業

務」を研究対象としている。 

我が国からは、ＳＧ８副議長及び移動衛星業務を担当するＷＰ８Ｄ議長として、水

池健氏（ＫＤＤＩ）を選出している。 

 

２ ＲＡ－０７に提出される決議案及び勧告案 

ＲＡ－０７に提出されるＳＧ８関連の決議案及び勧告案その評価一覧を表７－１

に示す。 

 

３ 課題の見直し 

ＳＧ８における次会期の研究課題及びその評価一覧を表７－２に示す。今会期、６

０件の研究課題があったが、ＲＡ－０７において１件の新規課題、２１件の改訂及び

５件の削除が提案されている。次会期の課題については、我が国として、支持の対処

を行う。 

主な研究課題の概略は、以下のとおりである。 

 
（１）IMT-2000 の高度化及び systems beyond IMT-2000 に関する研究（研究課題

229-1/8） 
【概要】 

IMT-2000 の高度化に関する技術上、運用上の問題、systems beyond IMT-2000
に関する要求条件、アプリケーション、端末のグローバルサーキュレーション等に

ついて研究 
 
（２）コグニティブ無線に関する研究（研究課題 241/8） 
【概要】 

コグニティブ無線の定義、主要技術の特性、アプリケーション、既存業務との周

波数共用技術等について研究 
 
（３）無線航行衛星業務（宇宙から地球、宇宙から宇宙、地球から宇宙）システムの

特性及び運用要件（研究課題 236-1/8） 
【概要】 

他業務との共用検討に用いられる無線航行衛星業務（RNSS）システムの技術特

性及び保護基準等についての研究。 
 

４ 参考事項 

ＳＧ８は、２００３年１２月、２００４年１２月、２００５年１１月、２００６年

９月及び２００７年６月に開催され、１００件の新規及び改訂勧告案並びに勧告の削



除案が作成されている。今会期中に郵便投票により承認された勧告リストを７－３に

示す。 

重要課題の審議状況、勧告化の動向等を以下に示す。 

 
（１） IMT-2000 の高度化及び systems beyond IMT-2000 に関する検討（研究課題

229/8） 
Systems beyond IMT-2000 の名称及び能力を規定した決議案、IMT-Advanced の

無線インタフェースの提案募集方法及びその評価方法について規定した

IMT-Advanced の開発プロセスの原則に関する決議案、並びに IMT-2000 の陸上移

動業務の周波数配列に関する改訂勧告案をＷＰ８Ｆで作成し、ＳＧ８で採択し、Ｒ

Ａ－０７に送付。 
 
（２） ＢＷＡに関する検討（研究課題 238/8） 

６ＧＨｚ以下の周波数の移動系及びノマディック系 BWA(Broadband Wireless 
Access)について、日本の次世代ＰＨＳの仕様を含む無線インタフェースを勧告す

る新勧告案をＷＰ８Ａで作成し、郵便投票で承認。 
 
（３）コグニティブ無線に関する検討（研究課題 241/8） 

コグニティブ無線に関する定義、一般的な特徴、関連技術、アプリケーション、

周波数共用を可能とする技術等を記載項目とするレポートの作成に向けてＷＰ８

Ａで審議中。 
 
（４）ソフトウェア無線(SDR)に関する検討（研究課題 230-1/8） 

SDR(Software Define Radio)を用いた無線ＬＡＮ、ＩＴＳ等のアプリケーション

や技術情報を記述したレポート案をＷＰ８Ａで作成。また、IMT-2000 に関する SDR
の関連情報を記述したレポート案をＷＰ８Ｆで作成。両者のレポート案をＷＰ８Ａ

において一本化し、ＳＧ８で承認。 
 

（５）RNSS に関する関連勧告の検討（研究課題 217-1/8、236-1/8、239/8） 
他業務との共用検討に用いられる RNSS システムの技術特性及び保護基準等に

ついての検討を行い、日本からも積極的に提案を行った結果、RNSS 間システムの

周波数調整のための干渉評価方法に関する新勧告がＷＰ８Ｄで策定され、ＳＧ８で

承認。 
 



 

表７－１ ＲＡ－０７に提出される決議案及び勧告案の評価 

勧告番号 

・決議番号 
勧告名・決議名 

勧告・決議の内容 

及びコメント 

関連ＷＰ／ 

課題番号 

新

規 

改

訂 

削

除 

対

応 
備考 

決議 M.[IMT.NAME] IMT の名称 IMT-2000 の高度化と

その後継システムの名

称及び能力を規定した

新決議案 

WP8F／ 
Q229-1/8 

新

規 
支

持 
 

決議
M.[IMT.PRINCIPLES] 

IMT-Advanaced
における開発プ

ロセスの原則 

IMT-Advanced の無線

インタフェースの提案

募集方法及びその評価

方法について規定した

IMT-Advanced の標準

化の開発プロセスの原

則に関する新決議案 

WP8F／ 
Q229-1/8 

新

規 
支

持 
 

勧告 M.1036-2 806-960MHz 、

1710-2025MHz、
2110-2200MHz 、

2500-2690MHzに
おける IMT-2000
の陸上移動業務

に関する周波数

配列 

806-960MHz 、

1710-2025MHz 、

2110-2200MHz 、

2500-2690MHz におけ

る IMT-2000 の陸上移

動業務に関する周波数

配列の勧告改訂案。 
2500-2690MHz の詳

細な周波数配列の記載

の追加を行う。 

WP8F／ 
Q229-1/8 

改

訂 
支

持 
 

勧告 M.[8B.GBAS] 87-108MHz 帯に

おける FM 音声放

送 と
108-117.975MHz
帯における GBAS
の両立性 

108-117.975MHz 帯に

お け る GBAS と

87-108MHz帯の FM音

声放送の共用について

の新勧告案。 

WP8B／決議
413(WRC-03) 

新

規 
支

持 
 

勧告 M.1457-6 IMT-2000 の無線

インタフェース

に関する詳細仕

様 

IMT-2000 の無線イン

タフェースに関する詳

細仕様の勧告改訂案。

IMT-2000 の既存無線

インタフェースに関連

す る 改 訂 及 び

IMT-2000 の第６番目

の無線インタフェース

を追加する改訂を行

う。 

WP8F 改

訂 
＊  

勧告 M.1580-1 IMT-2000 地上系

無線インタフェ

ースを使用する

基地局の不要輻

射特性 

IMT-2000 の基地局の

不要輻射基準に関する

勧告改訂案。 
勧告 M.1457-6 の改訂

に伴い、既存インタフ

ェースの記載の変更及

び新たに追加する無線

インタフェースに関す

WP8F／ 
Q229-1/8 

改

訂 
＊  



る記載の追加を行う。

勧告 M.1581-1 IMT-2000 地上系

無線インタフェ

ースを使用する

移動局の不要輻

射特性 

IMT-2000 の移動局の

不要輻射基準に関する

勧告改訂案。 
勧告 M.1457-6 の改訂

に伴い、既存インタフ

ェースの記載の変更及

び新たに追加する無線

インタフェースに関す

る記載の追加を行う。

WP8F／ 
Q229-1/8 

改

訂 
＊  

 

＊ Addendum 1 to Document 8/1001 において指摘されている技術課題に関して各

国の見解が分かれている間は、勧告 M.1457-6、勧告 M.1580-1 及び勧告 M.1581-1
の改訂案に対して中立の立場を取ることとする。各国の見解が一致し当該技術課題

の全てが解決されたことが明らかになった場合は、これらの勧告改訂案３件につい

て支持して支障ない。 
なお、勧告 M.1580-1 及び勧告 M.1581-1 の改訂案については、我が国の技術基

準を反映した記載が維持されるよう、適宜対処する。 



表７－２ 次会期の研究課題及び評価 

研究課題 
番号 研究課題名 概要及び評価 

新規 
継続 
改訂 
削除 

対応 備考 

1-3/8 移動業務で要求され

る干渉保護比及び最

小電界強度 

[概要] 
移動業務で要求される干渉保護比と最小の

電界強度について研究するもの。 
[評価] 
特に問題なし。 

改訂 支持 WP8A 
 

7-5/8 25-3000MHz の 陸 上

移動業務の設備の特

性 

[概要] 
25-3000MHz帯の陸上移動業務の技術特性

について研究を行うもの。 
対象周波数帯を25-6000MHzに拡大すると

ともに、研究期間の延長を行っている。 
[評価] 
特に問題なし。 

改訂 支持 WP8A 
 

35-1/8 無線測位業務におけ

るレーダー局による

無線スペトラムの有

効利用 

[概要] 
レーダー局の干渉抑圧技術の利用による運

用性能の改善、及びスペトラム利用による経

済性、国際的な利用のための技術的特性、干

渉抑圧技術が利用できる無線測位業務、干渉

抑圧の利用における制限、スペクトラム利用

効率を改善するための他の要素についての

研究。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8B 

37-4/8 陸上移動業務のため

の周波数効率改善シ

ステム 

[概要] 
基地局性能、カバレッジエリア、機器の複雑

さ等を考慮し、陸上移動業務のシステムにつ

いて、周波数効率や最適な技術特性を研究す

るもの。 
タイトルの変更と研究期間の延長を行って

いる。 
[評価] 
特に問題なし。 

改訂 支持 WP8A 
 

48-5/8 アマチュア業務及び

アマチュア衛星業務

における技術と周波

数利用 

[概要] 
アマチュア業務及びアマチュア衛星業務に

ついて研究を行う。 
研究期間の延長を行っている。 
[評価] 
特に問題なし。 

改訂 支持 WP8A 
 

51-3/8 陸上移動業務の場所

と案内の測定法 
[概要] 
ADL(Automatic Determination of Location)
の運用条件、周波数要件、技術特性等につい

て研究を行う。 
[評価] 
特に問題なし。 

削除 支持 WP8A 

62-2/8 航空移動及び航空無

線航行業務への干渉 
[概要] 
IEC/CISPR の干渉測定方法が、航空関係業

務の保護規定の策定に有用な基準があるか、

また他の無線業務、情報機器が ISM からの

干渉の累積効果の測定方法の研究。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8B 



77-5/8 移動通信技術の発展

及び導入に関する発

展途上国の需要への

配慮 

[概要] 
既存の通信が未発達の地域における有効な

通信手段としての移動通信の導入方法の研

究。特に、既存ネットワークの IMT-2000 へ

の高度化について記載されている。 
[評価] 
特に問題なし。 

改訂 支持 WP8A 
WP8F 
 

83-5/8 移動衛星業務におけ

る無線スペクトラム

の有効利用及び周波

数資源の共用 

[概要] 
移動衛星業務内及び移動衛星業務と他業務

との間における無線スペクトラムの有効利

用及び周波数共用のための周波数や空中線

ビーム、電力などについての研究。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8D 
会期中に

改訂 

84-4/8 移動衛星業務の非静

止衛星の利用 
[概要] 
移動衛星業務における非静止衛星軌道の利

用について研究を行うもの。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8D 
会期中に

改訂 

85-1/8 移動衛星業務におけ

る回線の信頼性 
[概要] 
移動衛星業務における回線の信頼度の定義、

経済性からみた各部分への信頼性配分、信頼

性との伝搬特性の関係、サービス保護のため

の技術的特性についての研究。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8D 

87-4/8 移動衛星通信システ

ムの伝送特性 
[概要] 
陸上、海上、航空の各移動衛星業務及びそれ

らの複合業務について、伝送特性、多元接続

方式、変調方式、符号化方式、地球局・宇宙

局の性能特性、陸上・海上・航空の装置の共

用化のために好ましい伝送特性等の研究。

[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8D 
会期中に

改訂 

88-1/8 移動衛星業務のため

の伝搬及び移動地球

局のアンテナ特性 

[概要] 
船舶・航空機・陸上で使用する移動地球局に

おいて使用するアンテナやその特性、アンテ

ナ系によるフェージングの軽減についての

研究。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8D 

90/8 遭難安全通信のため

に衛星技術を利用す

るシステムの技術的

または運用上の特性 

[概要] 
遭難安全通信のために低軌道、又は静止軌道

衛星の技術を利用するシステムの技術的ま

たは運用上の特性、船舶・航空機・陸上の移

動体(衛星 EPIRB 及び ELT を含む)の技術的

または運用上の問題点と経済的要因、

406-406.1MHz の周波数帯を使用する

EPIRB と隣接周波数帯を使用する業務との

両立性についての研究。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8D 



91-1/8 無線測位衛星業務の

技術及び運用特性 
[概要] 
無線測位衛星業務と他業務との技術特性及

び適切な共用基準等について研究を行うも

の。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8D 

93-2/8 MF、HF 及び VHF 海

上移動通信の自動化 
[概要] 
MF帯、HF帯及びVHF帯における船舶局と海

岸局との通信の自動化のための適切な技術

及び運用特性について研究するもの。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8B 

96-2/8 海上移動業務の海上

安全及び港湾保安無

線 局 に よ る

156-174MHz 帯の利

用効率の改善 

[概要] 
海上の安全及び港湾保安等に対するAISの

有用性と、AISの利用について研究するも

の。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8B 
会期中に

改訂 

98/8 電子海図表示システ

ム (ECDIS)の改修の

ためのデジタルデー

タの伝送 

[概要] 
すべての船舶に対し、電子海図情報を水路事

務所から送信するためのシステム、デジタル

最新化ファイルの放送または相互通信によ

る選択配布のための衛星と地上系システム

との有利性の比較、無線航行警報の自動表示

のための技術基準及び運用手続、受信デジタ

ルデータの精度補償の運用手順及び符号化

技術についての研究。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8B 

99/8 25-3000MHz の陸上

移動業務における相

互変調積に起因する

混信 

[概要] 
送信機、受信機及び外部非線形素子に起因す

る相互変調積の軽減技術、送信機相互変調積

の許容量及び受信相互変調積についての予

防と対応策等の研究。 
対象周波数帯を 25-6000MHz に拡大すると

ともに、研究期間の延長を行っている。 
[評価] 
特に問題なし。 

改訂 支持 WP8A 
 

101-3/8 陸上移動業務におけ

るデジタル音声コー

デック 

[概要] 
陸上移動アプリケーションに適した符号化

方式に関する研究課題。 
研究期間の延長及び編集上の修正を行って

いる。 
[評価] 
特に問題なし。 

改訂 支持 WP8A 
 

106/8 1-3GHz 帯における

（音声）衛星放送業務

と補足地上放送、移

動、無線測位及びアマ

チュア業務との間の

周波数共用基準 

[概要] 
周波数共用を許容する上での技術パラメー

タと運用上の考慮事項の研究。 
編集上の修正を行っている。 
[評価] 
特に問題なし。 

改訂 支持 WP8A 
 



107-1/8 セルラ陸上移動通信

システム 
[概要] 
国際的な要求を考慮したセルラ陸上移動通

信システムのシステムパラメータ及び技術

特性等について研究するもの。 
[評価] 
特に問題なし。 

削除 支持 WP8A 
 

109-1/8 1530-1544MHz 及び
1626.5-1645.5MHz
帯で運用される移動

衛 星 シ ス テ ム の

GMDSS 要件 

[概要] 
1530-1544MHz帯及び1626.5-1645.5 MHz
帯において運用される移動衛星システムの

ためのGMDSSに関する研究を行うもの。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8D 
会期中に

改訂 
 

110-1/8 航空移動衛星(R)業務

への干渉 
[概要] 
航空移動衛星(R)業務ヘの干渉の計算方法、

干渉保護基準等についての研究。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8D 
 

112/8 デジタル移動衛星業

務の性能目標 
[概要] 
デジタル移動衛星業務のシステムの誤り訂

正性能目標等について研究するもの。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8D 

114/8 コードレス電話及び

コードレス通信の技

術・運用特性 

[概要] 
アナログ及びデジタル方式のコードレス通

信システムの技術的・運用的条件についての

研究。 
[評価] 
特に問題なし。 

削除 支持 WP8A 
 

201-1/8 移動衛星業務と他業

務との間の周波数共

用 

[概要] 
移動衛星業務と他業務との間の周波数共用

について研究するもの。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8D 

202-3/8 
 

レーダーのスプリア

ス発射 
[概要] 
レーダーからのスプリアス発射レベル、測定

技術、軽減方策及びその技術的、経済的影響、

軽減方策による達成されるレベルについて

の研究。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8B 
会期中に

改訂 

205-3/8 高度道路交通システ

ム（ITS） 
[概要] 
ITS の構成要素、機能、周波数要件等につい

て研究するもの。 
対象に AVL（Automatic Vehicle Location）
を含めるとともに、関係する研究課題の改訂

について、研究期間の延長を行う。 
[評価] 
特に問題なし。 

改訂 
 

支持 WP8A 
 

208/8 IMT-2000 に対する陸

上移動システムの向

上 

[概要] 
IMT-2000の技術要件について研究を行うも

の。 
研究期間の延長のほか、タイトルに

IMT-2000後継システムを含める編集上の修

正を行う。 
[評価] 
特に問題なし。 

改訂 
 

支持 WP8A 
 



209-2/8 災害時通信の改善に

向けた移動、アマチュ

ア及び関連衛星業務

の貢献 

[概要] 
災害時通信の改善に向けた移動、アマチュア

及び関連衛星業務の貢献について研究する

もの。 
[評価] 
特に問題なし。 

改訂 支持 WP8A 
WP8D 
会期中に

改訂 
 

210-1/8 1-3GHz帯の移動衛星

業務（MSS）の全地

球的な非静止衛星シ

ステムで運用される

移動地球局の技術特

性 

[概要] 
1-3GHz帯移動衛星業務における全世界的な

非静止衛星システムを使用する移動地球局

の技術的特性について研究を行うもの。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8D 
会期中に

改訂 

211-2/8 移動衛星業務の干渉

基準と計算手法 
[概要] 
移動衛星業務の干渉基準と計算手法につい

て研究するもの。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8D 

212-2/8 移動アプリケーショ

ンのための無線 LAN
（RLANs）を含むノ

マディック無線アク

セスシステム 

[概要] 
無線LANを含むノマディック無線アクセス

システム（NWA）について、技術及び運用

要件等について研究するもの。 
研究期間の延長を行っている。 
[評価] 
特に問題なし。 

改訂 支持 WP8A 
 

213/8 共有された個人利用

の 陸 上 移 動 無 線

（PMR）チャネルに

関するデータメッセ

ージの送信 

[概要] 
陸上移動無線におけるデータメッセージと

音声通話とのチャネル共用について研究す

るもの。 
[評価] 
特に問題なし。 

削除 支持 WP8A 
 

214/8 陸上移動業務の周波

数帯の再計画 
[概要] 
陸上移動業務の25-3000MHz帯の周波数の

割当及び調整等について研究するもの。 
[評価] 
特に問題なし。 

削除 支持 WP8A 
 

215-1/8 固定系無線アクセス

システムのための周

波数帯、技術特性及び

運用要件 

[概要] 
FWAシステムに最適な周波数帯、技術特性

及び運用要件等について研究を行うもの。

検討対象を陸上移動業務で使用されるFWA
システムに限定するとともに研究期間の延

長を行っている。 
[評価] 
特に問題なし。 

改訂 支持 WP8A 
 

216-2/8 5350-5650MHz 帯で

運用される無線航行、

地球探査衛星（能動）、

宇宙研究（能動）及び

無線評定業務の両立

性 並 び に

2900-3100MHz 帯の

無線航行及び無線評

定業務との両立性 

[概要] 
2900-3100MHz帯及び5350-5650MHz帯の

無線標定業務と無線航行業務との共用のた

めの技術特性及び保護基準等について研究

を行うもの。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8B 



217-1/8 ICAOグローバルナビ

ゲーション衛星シス

テムにおける無線航

行衛星業務への干渉 

[概要] 
ICAO全世界航行システム用の無線航行衛星

業務への干渉について研究するもの。 
[評価] 
特に問題なし。 

改訂 支持 WP8D 
会期中に

改訂 

218/8 1-3GHz帯の全地球的

及び地域静止移動衛

星業務システムのた

めの移動地球局の基

本技術要件 

[概要] 
1-3GHz帯のGSO-MSSシステムの移動地球

局の技術特性について研究するもの。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8D 

221/8 J2DEN 発射クラスで

使用されるデータ送

信のための航空移動

(R) 業 務 に よ る

2.8-22MHz 間の周波

数帯の利用 

[概要] 
2.8-22MHz帯のAM(R)SのHFデータリンク

に係る技術及び運用特性について研究を行

うもの。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8B 

223-1/8 移動システム上の IP
アプリケーション 

[概要] 
移動システム上の IP アプリケーションに必

要な技術面・運用面の特性、VoIP (Voice over 
IP) に関連した特別な要求条件等について

の研究。 
[評価] 
特に問題なし。 

改訂 
 

支持 WP8A 
WP8F 
 

224-1/8 アダプティブ・アンテ

ナ 
[概要] 
移動無線システムで使用するアダプティブ

アンテナの技術特性等について研究するも

の。 
[評価] 
特に問題なし。 

改訂 支持 WP8A 
WP8F 
 

225/8 非合意無線局による

HF 帯の航空及び海上

移動業務への干渉 

[概要] 
航空及び海上移動業務で使用されるHF信号

の干渉低減技術について研究するもの。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8B 

226/8 無線測位業務で運用

されるレーダーのた

めの特性及び保護基

準 

[概要] 
レーダーシステムと他のシステムとの詳細

な共用検討を行うための技術特性や分析手

法等について、研究を行うもの。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8B 

227/8 移動衛星業務の緊急

通信の技術及び運用

特性 

[概要] 
GMDSSを除く、衛星を使用した緊急通信の

ための技術及び運用要件について研究する

もの。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8D 

228-1/8 IMT-2000 のための衛

星無線伝送技術に係

る将来提案 

[概要] 
IMT-2000のための衛星無線伝送技術に係る

将来提案について研究を行うもの。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8D 
会期中に

改訂 



229-1/8 IMT-2000 の高度化及

び systems beyond 
IMT-2000  

[概要] 
IMT-2000 及び IMT-2000 後継システムにつ

いて、高度化に伴う技術要件等の研究を行う

もの。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8F 

230-1/8 ソフトウェア無線 [概要] 
ソフトウェア無線の定義や技術特性等につ

いて研究を行うもの。 
研究期間の延長を行う。 
[評価] 
特に問題なし。 

改訂 支持 WP8A 
WP8F 
 

231/8 3GHz 以上の帯域の

広帯域航空テレメト

リーの運用 

[概要] 
3GHz 以上の帯域の広帯域航空テレメトリ

ーの運用についての研究を行う。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8B 

232/8 ユニバーサル自動船

舶識別装置 
[概要] 
自 動 船 舶 識 別 装 置 に 関 す る 勧 告

ITU-RM.1371 の変更についての研究。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8B 

233/8 MSS のパケットネッ

トワーク送信のため

の技術及び運用特性 

[概要] 
MSSのパケットデータ送信について、適切

な技術及び運用要件等の研究を行う。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8D 

234/8 9000-9200MHz, 
9300-9500MHz 帯で

運用する無線航行と

無線標定レーダーの

両立性 

[概要] 
9000-9200MHz と 9300-9500MHz 帯で運用

する無線航行業務と無線標定業務の両立性

の研究。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8B 

235/8 航空及び海上システ

ムのための保護基準 
[概要] 
航空移動及び海上移動業務とまだ勧告に含

まれていない無線測位業務のシステムとの

技術及び運用要件並びに保護基準について

研究するもの。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8D 
会期中に

新規策定

236-1/8 無線航行衛星業務（宇

宙から地球、宇宙から

宇宙、地球から宇宙）

システムの特性及び

運用要件 

[概要] 
無線航行衛星業務の特性及び保護基準につ

いて研究を行うもの。 
[評価] 
特に問題なし。 

改訂 支持 WP8D 
会期中に

新 規 策

定・改訂

237/8 VHF 周波数帯の無線

測位業務で運用され

るレーダーのための

特性、保護基準及び適

切な周波数帯 

[概要] 
VHF帯における無線測位レーダーに関し、特

性・保護基準・最適な周波数帯の研究を行う

もの。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8B 
会期中に

新規策 



238/8 移動業務のための広

帯域無線アクセスシ

ステム 

[概要] 
移動業務の広帯域無線アクセスシステムを

研究するものであり、研究すべき項目は、以

下の 5 点。 
１．無線インタフェース標準規格 
２．技術・運用条件 
３．変復調などの伝送方式 
４．アンテナ 
５．周波数共用基準 
[評価] 
特に問題なし。 

改訂 支持 WP8A 
会期中に

新規策定
 

239/8 無線航行衛星業務の

調整方法の策定 
[概要] 
RNSS のシステム間の調整の手法を研究す

るものであり、決議 610 に基づき、RNSS
間の周波数調整方法を確立する。 
[評価] 
FDMAに関する更なる研究も必要であるこ

とから、研究期間の延長を支持。 

改訂 支持 WP8D 
会期中に

新規策定

240/8 3-50MHz 帯で運用す

るHF海洋表面レーダ

ーシステムの技術及

び運用特性並びに周

波数要件 

[概要] 
3-50MHz帯で動作するHF(High-Frequency)
レーダーが海洋の表面流観測等に用いられ

るレーダー（海洋レーダー）として、研究面、

実用面での利用が増えていることから、その

技術・運用特性について研究するもの。 
[評価] 
特に問題なし。 

継続 支持 WP8B 
会期中に

新規策定

241/8 移動業務のコグニテ

ィブ無線システム 
[概要] 
コグニティブ無線は既に ITU-R及び他の

様々な機関によって検討されており、技術的

検討が重要になると予想されることから、そ

の技術的特性について研究を行うもの。 
最終的な成果物を勧告、レポートに限定せ

ず、ハンドブックも含めるよう改訂。 
[評価] 
特に問題なし。 

改訂 支持 WP8A 
会期中に

新規策定
 

Doc. 
8/74 

辺境及び発展途上地

域における衛星通信

を利用した民間航空

機電気通信システム

の近代化と電気通信

システムの拡大の援

助 

[概要] 
航空電気通信サービスの技術上の又は運用

上の特性、特に途上地域及び辺境地域におけ

るMSS、FSSの導入について研究するもの。

[評価] 
特になし 

新規 支持 WP8B 

 

 

表７－３ 今会期中に承認された勧告 

勧告番

号 
勧告名 勧告の内容及びコメント 

関連Ｗ

Ｐ／課

題番号 

新規 

改訂 

削除 

備考 

M.818-
2 

IMT-2000における衛星の

運用 

[勧告内容] 
IMT-2000衛星系コンポーネントで

サポートするシステムとして、

M.816 で 定 義 さ れ る Distribution 
Serviceを含めるよう変更を行うも

の 

WP8D/ 
Q39, 
229-1 

改訂 2003.7 
CACE/294



M.1041
-2 

将来のアマチュア無線通

信(FARS) 

[勧告内容]  
将来のアマチュア無線システムの用

途、技術、運用特性について記載さ

れている勧告。 

WP8A/ 
Q48-5 改訂 2003.7 

CACE/294

M.1043
-2 

アマチュア及びアマチュ

ア衛星業務の発展途上国

における使用 

[勧告内容]  
開発途上国におけるアマチュア業務

及びアマチュア衛星業務の促進、ア

マチュア業務の促進のためのボラン

ティアの活用、発展途上国特有のニ

ーズに応える等を勧告。 

WP8A/ 
Q48-5 改訂 2003.7 

CACE/294

M.1044
-2 

アマチュア及びアマチュ

ア衛星業務における周波

数共用基準 

[勧告内容] 
アマチュア業務は、放送業界、航空

機・船舶無線など、人命に係わる業

務との共用は避けるべきであること

等を勧告。 

WP8A/ 
Q48-5 改訂 2003.7 

CACE/294

M.1079
-2 

IMT-2000無線アクセス網

の性能及びQoS 

[勧告内容]  
IMT-2000無線アクセス網の性能及

びQoS要求条件を定めたもの。引用

している外部機関の仕様の改訂にと

もない、修正したもの。 

WP8F/ 
Q229-1 改訂 2003.7 

CACE/294

M.1177
-3 

レーダーシステムにおけ

る不要輻射測定技術 

[勧告内容] 
レーダーシステムにおける不要輻射

測定技術について、新たな変調方式、

測定帯域幅へ対応するもの。 

WP8B/ 
Q202-3 改訂 2003.7 

CACE/294

M.1182
-1 

地上系と衛星系の両通信

システムの統合 

[勧告内容]  
地上系と衛星系の両通信システムの

統合について定めたもの。衛星系と

地上系の5段階の統合レベルでは、

Level 3(network level)以上での統合

が望ましいとしているが、改訂によ

り、新たにLevel 4(equipment level)
でブロードバンドシステム例を追加

するもの。 

WP8D, 
WP8F/ 

Q89 
改訂 2003.7 

CACE/294

M.1581
-1 

IMT-2000地上系無線イン

タフェースを使用する移

動局の不要輻射特性 

[勧告内容] 
IMT-2000地上系無線インタフェー

スを使用する移動局の不要輻射特性

を定めたもの。 

WP8F/ 
Q229-1 改訂 2003.7 

CACE/294

M.1143
-2 

MSSにおけるNGSO宇宙

局（宇宙から地球）と固定

業務との調整法 

[勧告内容] 
MSSにおけるNGSO宇宙局(宇宙か

ら地球)と固定業務との調整法を定

めたもの。SG9においてITU-R勧告

F.1189、F.1092を、各々ITU-R勧告

F.1491、F.1397に置き換えたことに

より、その参照箇所の修正を行うも

の。 

WP8D/ 
Q201-1

, 118 
改訂 2003.7 

CACE/294

M.1319
-2 

2GHz帯で運用される時分

割多重又は周波数分割多

重アクセスによるMSS衛

星システムから固定業務

受信機への見通し内干渉

の評価方法の基礎 

[勧告内容] 
2GHz帯で運用される時分割多重又

は周波数分割多重アクセスによる

MSS衛星システムから、固定業務受

信機への見通し内干渉の評価方法の

基礎に関するもの。SG9において

ITU-R勧告F.1189、F.1092を、各々

ITU-R勧告F.1491、F.1397に置き換

えたことにより、その参照箇所の修

正を行ったもの。 

WP8D/ 
Q201-1

, 118 
改訂 2003.7 

CACE/294



M.1455
-2 

IMT-2000 無線インタフェ

ースの主要特性 
 

[勧告内容] 
IMT-2000の各無線方式（陸上系・衛

星系）について主要な特性を記載し

たもの。 

WP8D, 
WP8F/ 
Q229-1 

改訂 2003.7 
CACE/294

M.1634 

モンテカルロシミュレー

ションの周波数共用への

応用による陸上移動業務

の干渉保護 

[勧告内容] 
共用検討に際し、モンテカルロシミ

ュレーションを活用することを勧告

するもの。 

WP8A/ 
Q1-3 新規 2003.7 

CACE/294

M.1635 

IMT-2000 又 は systems 
beyond IMT-2000と他の

サービスとの干渉評価の

一般的方法論 

[勧告内容] 
IMT-2000 又 は systems beyond 
IMT-2000と他システムとの同一周

波数及び隣接周波数における干渉の

可能性を評価する一般的な方法論を

定めたもの。 

WP8F/ 
Q229-1 新規 2003.7 

CACE/294

M.1636 
MSSにおけるIPパケット

伝送の基本参照モデル及

び性能パラメータ 

[勧告内容]  
MSSにおける IPパケット伝送にお

ける基本参照モデル及び性能パラメ

ータを定めたもの。 

WP8D/ 
Q85-1, 
87-4, 
112, 
233 

新規 2003.7 
CACE/294

M.1457
-3 

IMT-2000 無線インタフェ

ースの詳細仕様 

[勧告内容] 
陸上系及び衛星系のIMT-2000の各無

線インタフェースについて詳細な仕

様を記載したもの。 

改訂では、衛星系インタフェースの

うち、韓国の C 方式(SAT-CDMA 方

式)について、語句の訂正等を行うと

ともに、新たなチャネル構造等を追

加記載。 

WP8F/ 
Q229-1 改訂 2004.1 

CACE/306

M.1677 国際モールス符号 

[勧告内容] 
モールス符号に関する勧告が ITU-T
から ITU-R SG8 WP8A に移管され

ることに伴い、近年に使用機会の多

い電子メールアドレスの「@」を追

加している。 

WP8A/ 
N/A 新規 2004.5 

CACE/314

M.1678 移動システムのためのア

ダプティブアンテナ 

[勧告内容] 
陸上移動ネットワークにおける周波

数効率を改善するアダプティブアン

テナシステムについて一般的な考察

をし、干渉低減の観点等から新たな

移動通信ネットワーク及び既存の移

動通信ネットワークの高度化におけ

るその使用を推奨するもの。 

WP8A/ 
Q224-1 新規 2004.5 

CACE/314

M.1174
-2 

450-470MHz帯における

船上通信のための端末の

技術特性 

[勧告内容] 
RR 5.287 号の規定に従って、海上移

動業務で運用される端末のための

25kHz 及び 12.5kHz のチャネル間隔

の技術特性を規定したもの。 
主な変更点は以下のとおり。 
客船で用いられる呼び出し装置（ペ

ージング装置）にも使用されている

ことを考慮し、レピータのペア周波

数を追加するとともに、RR 5.287 号

で示す周波数を 12.5kHz でも使用で

きるよう変更した。さらにチャネル

間隔 12.5kHz 時の音声の周波数帯域

を変更。 
既存勧告では、音声の周波数帯域に

WP8B 改訂 2004.5 
CACE/314



おいて、ETSI の ETS 規格 300 086
が引用されていたが、削除。 

M.541-
9 

海上移動業務の端末の

DSCを使用するための運

用手続き 

[勧告内容] 
ITU-R勧告M.493に与えられるDSC
装置の運用手続きを規定しているも

の。 
主な変更点は以下のとおり。 
1)HF 帯において、遭難警報のリレー

が増殖する問題を解決した。 
2)緊急呼出を追加するとともに、非

遭難及び非安全呼出を繰返呼出に変

更した。 
3)遭難、安全呼出のための端末のテ

ストは、ITU-R 勧告 M.493 に従うよ

う規定した。 

WP8B/ 
Q9 改訂 2004.5 

CACE/314

M.493-
11 

海上移動業務で使用する

デジタル選択呼出システ

ム 

[勧告内容] 
DSC システム全般と DSC 端末の簡

素化の特性を提供するもの。 
主な変更点は以下のとおり。 
1)HF 帯において、遭難警報のリレー

が増殖する問題を解決した。 
2)緊急呼出を追加するとともに、非

遭難及び非安全呼出を繰返呼出に変

更した  
3)遭難、安全呼出のための端末のテ

ストは、ITU-R 勧告 M.493 に従うよ

う規定した。 
また、DSC端末は、ITU-R勧告M.541
に定める条件に従う設計にもするよ

う勧告が盛り込むもの。 

WP8B/ 
Q9 改訂 2004.5 

CACE/314

M.633-
3 

406MHz帯における衛星

システムで運用される衛

星緊急位置標示無線ビー

コン (衛星EPIRB)の伝送

特性 

[勧告内容] 
コスパス・サーサット衛星の警報シ

ステムとの共用のための 406MHzで
の伝送特性を提供するもの。 
主な変更点は以下のとおり。 
406MHz の COSPAS-SARSAT の最

新情報（2003 年 10 月 5 日付け）に

基づき小規模な修正。 

WP8D/ 
Q90 改訂 2004.5 

CACE/314

M.1478
-1 

406-406.1MHz帯における

COSPAS-SARSATの捜索

及び救助装置の保護基準 

[勧告内容] 
406-406.1 MHz 帯 を 使 用 す る

COSPAS-SARSAT 宇宙局の中継器

及び搭載計算機の保護基準を規定す

るもの。 
主な変更点は以下のとおり。 
新たなCOSPAS-SARSAT搭載機器、

COSPAS-SARSAT システムを構成

する NOAA、GOES（静止衛星軌道）

や MSG（静止衛星軌道）の機器に対

する保護基準の追加である。これに

ともない、勧告のタイトルから、「低

極軌道」を削除する変更も行ってい

る。 

WP8D 改訂 2004.5 
CACE/314

M.1639
-1 

1164-1215MHz 帯で運用

する全てのRNSSシステ

ムの宇宙局の発射から

ARNS局の保護基準 

[勧告内容] 
1164-1215MHz 帯で運用する全ての

RNSS システムの宇宙局の発射から

ARNS局を保護するepfdレベルを規

WP8D/ 
Q91-1 改訂 2005.6 

CACE/354



定。 
主な変更点は以下のとおり。 
WRC-03 で ARNS への RNSS から

の混信保護基準は全システムからの

epfd 合計値が-121.5dB (W/m２/MHz)
となったため、これを反映するもの。

M.1731 
1544-1545MHz 帯のコス

パスサーサットローカル

ユーザー端末の保護基準 

[勧告内容] 
1544-1545MHz 帯のコスパスサーサ

ットローカルユーザー端末（LUT）
の保護基準に関するもの。 
静止軌道及び低軌道の衛星から

1544-1545MHz 帯でダウンリンクを

受ける保護基準について、GOES 衛

星を運用する GEOLUTs、国際的

EPIRB PDS デ ー タ を 受 け る

LEOLUTs 、 低 軌 道 衛 星 に よ る

406MHzEPIRB を受ける LEOLUTs、
MSG 衛星を運用する GEOLUTs へ

のそれぞれの干渉分析を行い、各保

護基準を規定している。 

WP8D/ 
Q90 新規 2005.6 

CACE/354

M.1453
-2 

高度道路交通システム－

5.8GHz における狭帯域通

信 
 

[勧告内容] 
本勧告は、5.8GHz における狭帯域

通信（DSRC）の勧告であり、ARIB 
STD-T75 規格に加え CEN DSRC
規格等を含んでいる。 
改訂により、5.8GHzにおけるDSRC
をより一体化し、マルチアプリケー

シ ョ ン の 展 開 を 容 易 に す る

Application Sub Layer(ASL)を規定

するもの。 

WP8A/ 
Q205-3 改訂 2005.6 

CACE/354

M.1642
-1 

1164-1215 MHz 帯で運用

する全 RNSS システムか

ら航空無線航行業務の局

への最大総合 epfd 評価に

関する方法 

[勧告内容] 
1164-1215MHz 帯で運用する無線航

行衛星業務から航空無線航行業務で

の最大総合 epfd 評価の方法を規定

している。 
主な変更点は以下のとおり。 
epfdの算出で用いるRNSSシステム

の軌道面の計算方法において、既存

の内容が静止衛星及び円軌道のみを

対象としていたため、楕円軌道にも

適用できるよう改訂。 
WRC-03 で ARNS への RNSS から

の混信保護基準は全システムからの

epfd 合計値が-121.5dB(W/m2/MHz)
となったため、改訂。 

WP8D/ 
Q91-1 改訂 2005.6 

CACE/354

M.1732 

共用検討に使用するため

のアマチュア及びアマチ

ュア衛星業務で運用され

ているシステムの特性 

[勧告内容] 
共用検討に使用するためのアマチュ

ア及びアマチュア衛星業務で運用さ

れているシステムの特性に関するも

の。 

WP8A/ 
Q48-5 新規 2005.6 

CACE/354

M.1073
‐2 

デジタルセルラー陸上移

動体通信システム 

[勧告内容] 
本勧告は、デジタルセルラー陸上移

動体通信システムの技術上、運用上

の特性について勧告するもの。 
WP8F で定期的に改訂している勧

告 M.1457(IMT-2000 無線インタフ

WP8A/ 
Q107-1 改訂 2005.6 

CACE/354



ェースの詳細仕様)における ITU の

外部機関が作成した仕様を参照する

形式に改訂。 

M.694
‐1 

船舶地球局アンテナの参

照放射パターン 

[勧告内容] 
本勧告は、船舶地球局アンテナの参

照放射パターンを規定している。 
主な変更点は以下のとおり。 
船舶地球局アンテナの参照放射パタ

ーンに関する報告書 922を ITU-R勧

告 M.694 に取り込むもの。 
また、対象周波数帯を WRC-03 の追

加 分 配 を 踏 ま え 、 1525MHz を

1518MHz に 修 正 し 、

1518MHz-1660.5MHz に改訂。 

WP8D/ 
Q88-1 改訂 2005.6 

CACE/354

M.830-
1 

GMDSS に使用される

1530-1544MHz 及 び

1626.5-1645.5MHz 帯 の

移動衛星ネットワーク/シ
ステムの運用の手続き 

[勧告内容] 
GMDSSに使われる 1530-1544 MHz
及び 1626.5- 1645.5 MHz 帯の移動

衛星ネットワーク/システムの運用

の手続きを規定している。 
主な変更点は以下のとおり。 
RRの条項についてWRCの結果を反

映させるもの。 

WP8D/ 
Q90 改訂 2005.6 

CACE/354

M.1469
-1 

TDMA/FDMA の MSS（地

球から宇宙）の送信から

2GHz 帯で見通し固定業

務受信機への混信評価方

法 

[勧告内容] 
2GHz 帯で見通し固定業務受信機へ

の混信評価を TDMA/FDMA の MSS
（宇宙から地球）の送信の混信評価

方法を規定している。 
主な変更点は以下のとおり。 
過去の経過規定の参照及び決議 46
の参照に関するもので、これに伴い、

全ての地域で1980-2010MHzと第二

地域で2010-2025MHzが一次的基礎

でFS及びMSSへの分配の追加を反

映させるもの。 

WP8D/ 
Q201-1 改訂 2005.6 

CACE/354

M.1343
-1 

1-3GHz 帯 に お け る

non-GSO MSS システム

の移動地球局の技術必須

要件 

[勧告内容] 
1-3GHz 帯での世界的非静止移動衛

星業務システムの移動地球局の必須

な技術的条件に関するもので、端末

認証等主管庁に共通な技術基礎とさ

れるもの。 
主な変更点は以下のとおり。 
RRの参照条項に関する更新を行い、

SG8 のワークプログラムの変更を

反映させたもの。 

WP8D/ 
Q210-1 改訂 2005.6 

CACE/354

M.1143
-3 

移動衛星業務を運用する

non-GSO 宇宙局（宇宙か

ら地球）と固定業務との調

整のためのシステム特定

方法 

[勧告内容] 
固定業務で衛星移動業務を運用する

non-GSO 宇宙局の調整のための方

法を規定している。 
主な変更点は以下のとおり。 
WRC-03 の 決 定 に よ り 、

1492-1518MHz が移動衛星業務とし

て分配がなくなったため、対象周波

数帯を改訂するもの。 

WP8D/ 
Q201-1 改訂 2005.6 

CACE/354

M.1141
-2 

移動衛星業務で運用する

non-GSO 宇宙局と固定業

務の局との間の 1-3GHz

[勧告内容] 
本勧告は、移動衛星業務で運用する

non-GSO 宇宙局と固定業務の局の

WP8D/ 
Q201-1 改訂 2005.6 

CACE/354



の周波数範囲における共

用 
1-3GHz 帯の共用を規定している。

主な変更点は以下のとおり。 
WRC-03 で の 決 定 に よ り 、

1492-1518MHz が移動衛星業務とし

て分配がなくなったため、pfd レベ

ルの対象周波数を改訂するもの。 

M.1730 
15.7-17.3GHz 帯における

無線標定業務のための特

性及び保護基準 

[勧告内容] 
本勧告は、15.7-17.3GHz 帯における

無線標定業務のための特性及び保護

基準に関するもの。 

WP8B/ 
Q201-1 新規 2005.6 

CACE/354

M.1316
-1 

移動衛星業務（地球から宇

宙）と電波天文業務との間

の 1610.6-1613.8 MHz 及

び 1660-1660.5 MHz 帯の

周波数共用のための方法

と原則 

[勧告内容] 
移動衛星業務と電波天文業務の1 
610.6-1 613.8 MHz及び1660-1660.5 
MHz帯の周波数共用のための方法と

原則を規定している。 
主な変更点は以下のとおり。 
path lossの計算に使用される時間率

に、計算された基本伝送ロスが考慮

されるようになったため改訂。 

WP8D/ 
Q201-1 改訂 2005.6 

CACE/354

M.1142
-2 

移動衛星業務の GSO宇宙

局と固定業務の局との間

の 1-3GHz の周波数範囲

における共用 

[勧告内容] 
本勧告は、1-3GHz 帯で共用する固

定業務の局との移動衛星業務の

GSO 宇宙局の周波数調整のための

しきい値である pdf レベルを規定し

ている。 
主な変更点は以下のとおり。 
WRC-03 の 決 定 に よ り 1492- 
1518MHz が移動衛星業務として分

配がなくなったため、pfd レベルの

対象周波数を改訂するもの。 

WP8D/ 
Q201-1 改訂 2005.6 

CACE/354

M.1314
-1 

400MHz を超えるレーダ

ーシステムの不要発射の

低減 

[勧告内容] 
本勧告は、3GHz と 5GHz で運用す

るレーダーシステムのスプリアス発

射の低減に関するものである。 
主な変更点は以下のとおり。 
対象周波数帯として、3GHz と 5GHz
から 400MHzを超えるものとして拡

張を行うとともに、対象をスプリア

ス発射の低減から、不要発射の低減

に拡張し、これらに伴いタイトルの

修正を行うもの。 

WP8B/ 
Q202-3 改訂 2005.6 

CACE/354

M.546 
航空、陸上、海上移動衛星

業務における仮想電話基

準回線 

[勧告内容] 
航空、陸上、海上移動衛星業務にお

ける仮想電話基準回線に関する勧

告。 

WP8D/ 
Q82 削除 2005.6 

CACE/354

M.1185 

148.00149.9MHz 帯にお

ける地上設置された移動

地球局と地上局の調整距

離を決定する方法 

[勧告内容] 
148.0-149.9MHz 帯における地上設

置された移動地球局と地上局の調整

距離を決定する方法に関する勧告。

WP8D/ 
Q201-1 削除 2005.6 

CACE/354

M.1468 
多様な業務を提供する衛

星システムの技術特性及

び共用のシナリオ 

[勧告内容] 
多様な業務を提供する衛星システム

の技術特性及び共用のシナリオに関

する勧告。 

WP8D/ 
Q104 削除 2005.6 

CACE/354

M.1087 
1GHz 以下の MSS におけ

る周波数拡散 LEO システ

ムと陸上移動業務システ

[勧告内容] 
1GHzより下のMSSにおけるスペク

トル拡散 LEO システムと陸上移動

WP8D/ 
Q201, 
211-2 

削除 2005.6 
CACE/354



ムとの共用評価手法 業務システムとの共用評価手法に関

する勧告。 

M.1457
-4 

IMT-2000 無線インタフェ

ースの詳細仕様 

[勧告内容] 
陸上系及び衛星系のIMT-2000の各無

線インタフェースについて詳細な仕

様を記載したもの。 

改訂では、中国標準化機関の名称変

更及び各方式の概要、無線インタフ

ェースの高度化の記述を行うもの。

WP8F/ 
Q229-1 改訂 2005.7 

CACE/355

M.1580
-1 

IMT-2000 の地上系無線イ

ンタフェースに用いる基

地局の不要輻射特性 

[勧告内容] 
本勧告は、IMT-2000 の基地局の不要

輻射規定に関するもの。 
IMT-2000 無線インタフェースの詳

細 仕 様 に 関 す る ITU-R 勧 告

M.1457-4(2005.7)の改訂（5.3.1.6 の

表中の ACLR(隣接チャンネル漏洩

電力)値の変更）と整合させるため、

ITU-R 勧告 M.1580 の CDMA TDD 
Narrow Band Option に 関 す る

ANNEX3 の ACLR 値を変更するも

の。 

WP8F/ 
Q229-1 改訂 2005.8 

CACE/366

M.1641
-1 

高高度プラットフォーム

局と IMT-2000を提供する

セルラシステムとの離隔

距離を測定するための同

一チャネル干渉評価方法 

[勧告内容] 
本勧告は、高高度プラットフォーム

局（HAPS）と IMT-2000 を提供する

セルラシステムとの離隔距離を測定

するために、同一チャネル干渉に関

する計算手法を勧告するもの。 
改訂により計算方法の変更を行って

いる。 

WP8F 
 改訂 2006.3 

CACE/376

M.1039
-3 

1GHz 以下の移動業務局

と FDMA 非静止移動衛星

システム移動地球局アッ

プリンクとの同一周波数

共用 

[勧告内容] 
1GHz以下の移動業務局とFDMA非

静止移動衛星システムアップリンク

との同一周波数共用に関するもの。

主な変更点は以下のとおり。 
WRC の結果と ITU-R テキストの変

更を反映してアップデートしたもの

である。M.1039 については、改訂要

旨とスコープが追加され、削除され

た P.370 に代わり、P.1546 を参照す

るよう修正。 

WP8D/ 
Q83-5, 
84-4, 
201-1 

改訂 2006.3 
CACE/376

M.1187
-1 

1-3GHzで運用される円軌

道移動衛星業務に対する

影響領域計算法 

[勧告内容] 
1-3GHz で運用される円軌道移動衛

星業務に対する影響領域計算法に関

するもの。 
主な変更点は以下のとおり。 
SG8 関連文書の見直しに関する

WP8D コレスポンデンスグループの

報告に基づき、適切な RR の記述を

反映してアップデートしたもの。 

WP8D/ 
Q83-5, 
201-1 

改訂 2006.3 
CACE/376

M.1188
-1 

衛星ダイバシチを用いな

いハンドヘルド端末向け

サービスを提供する非静

止移動衛星システムの設

計に対する電波伝搬の影

響 

[勧告内容] 
1-3GHz帯の非静止衛星移動システ

ム設計において考慮すべき事項を規

定している。 
主な変更点は以下のとおり。 
SG8関連文書の見直しに関する

WP8Dコレスポンデンスグループの

WP8D/ 
Q88-1 改訂 2006.3 

CACE/376



報告に基づき、見直しを行ったもの。

M.1234
-1 

1545-1555MHz/ 
1646.5-1656.5MHz 帯 の

航空移動衛星（R）業務と

これに付随するフィーダ

リンクのための静止衛星

網のデジタルチャネルに

対する AMS（R）と固定

衛星業務の他通信網に起

因する干渉許容レベル 

[勧告内容] 
1545-1555MHz/1646.5-1656.5MHz
帯の航空移動衛星（R）業務とこれ

に付随するフィーダリンクのための

静止衛星通信網のデジタルチャネル

に対するこの業務と固定衛星業務の

他通信網に起因する混信の許容レベ

ルに関するものである。 
主な変更点は以下のとおり。 
SG8 関連文書を見直す WP8D コレ

スポンデンスグループの報告に基づ

き、WRC の結果を反映してアップ

デートしている。シリア提案に基づ

き、FSS に関して、SG4 へ注意を促

す脚注を追加。 

WP8D/ 
Q83-5 改訂 2006.3 

CACE/376

M.1086
-1 

同一周波数を共用する

GSO 移動衛星ネットワー

ク間の調整の必要性の決

定 

[勧告内容] 
同一周波数を共用する GSO 移動衛

星ネットワーク間の調整の必要性の

決定に関するもの。 
RR の改正を反映してアップデート

している。 

WP8D/ 
Q83-5 改訂 2006.3 

CACE/376

M.1233
-1 

航空移動衛星（R）業務以

外の移動衛星業務と航空

移動衛星（R）業務との間

の衛星通信網の周波数共

用のための技術的考察 

[勧告内容] 
航空移動衛星（R）業務以外の移動

衛星業務と航空移動衛星（R）業務

との間の衛星通信網の周波数共用の

ための技術的考察に関するもの。 
SG8 関連文書の見直しに関する

WP8D コレスポンデンスグループの

報告に基づき、WRC の結果を反映

してアップデートしている。 

WP8D/ 
Q83-5 改訂 2006.3 

CACE/376

M.1186
-1 

1-3GHz 帯 に お け る

CDMA を利用する移動衛

星業務ネットワークと他

の周波数拡散方式間の調

整のための技術的問題 

[勧告内容] 
1-3GHz 帯における符号分割多重接

続方式（CDMA）を利用する移動衛

星業務ネットワークと他の周波数拡

散技術間の調整のための技術的問題

に関するもの。 
SG8 関連文書の見直しに関する

WP8D コレスポンデンスグループの

報告に基づき、WRC の結果を反映

してアップデートしている。 

WP8D/ 
Q83-5, 
201-1 

改訂 2006.3 
CACE/376

M.1739 

5150-5250MHz 、

5250-5350MHz 、 及 び

5470-5725MHzにおける、

決議229に従った移動業

務の無線ＬＡＮを含む無

線アクセスシステムの保

護基準 

[勧告内容] 
WRC-03 で周波数が分配された

5GHz 帯の無線ＬＡＮを含む無線ア

クセスシステムの他業務からの保護

基準を規定するもの。無線アクセス

システムの受信機について保護基準

として I/N = 6 を規定。 

WP8A/ 
Q1-3, 
212-2, 
215-1 

新規 2006.3 
CACE/376

M.1740 
アマチュア業務及びアマ

チュア衛星業務に関する

ITU-R 文書の利用ガイド 

[勧告内容] 
ITU の RR 及び勧告にあるアマチュ

ア業務及びアマチュア衛星業務に関

する ITU-R 文書の利用ガイドを勧告

化するもの。 

WP8A 新規 2006.3 
CACE/376

M.1741 

移動衛星業務における IP
パケットアプリケーショ

ンのための性能目標導出

及び最適化の手法 

[勧告内容] 
移動衛星業務における IP パケット

データアプリケーションのための性

能目標導出及び最適化の手法に関す

WP8D/ 
Q85-1, 
87-4, 
112, 

新規 2006.3 
CACE/376



るもの。 233 

M.828-
2 移動衛星業務における通

信回線の稼働率定義 

[勧告内容] 
移動衛星業務における通信回線の稼

働率定義に関するもの。 

WP8D/ 
Q85 改訂 2006.4 

CACE/377

M.823-
3 中短波帯海上無線標識の

技術特性 

[勧告内容] 
中短波帯海上無線標識の技術特性に

関するもの。 
WP8B 改訂 2006.4 

CACE/377

M.1371
-2 ユニバーサル AIS の技術

特性 

[勧告内容] 
船舶用 AIS の技術特性に関する勧

告。 

WP8B/ 
Q232 改訂 2006.4 

CACE/377

M.628-
4 

SART の技術特性 

[勧告内容] 
SART の技術特性に関する勧告であ

り、今回の改訂では、円偏波を利用

した SART の技術パラメータを追

加。 

WP8B/ 
Q28, 
45 

改訂 2006.4 
CACE/377

M.1467
-1 中波帯 NAVTEX のカバレ

ッジ 

[勧告内容] 
中波帯で使用される NAVTEX のカ

バレッジに関する勧告。 

WP8B/ 
Q92 改訂 2006.4 

CACE/377

M.1460
-1 

2900-3100MHz 帯におけ

る無線測位及び気象レー

ダーに対する技術・運用特

性及び保護基準 

[勧告内容] 
2900-3100MHz 帯で運用される無線

測位業務のシステム及び気象レーダ

ーに関する技術特性及び運用特性、

並びに保護基準に関するもの。 
今回の改訂では、日本の気象レーダ

ーのパラメータを追加。 

WP8B/ 
Q226, 
216-2 

改訂 2006.4 
CACE/377

M.1746 
データ通信利用時の特性

保護を目的とした調和の

取れた周波数計画 

[勧告内容] 
データ通信利用時の特性保護のた

め、相互運用性や調和した周波数計

画について勧告したもの。 

WP8A 新規 2006.4 
CACE/377

M.1747 

1390-1392MHz（地球から

宇宙）及び1430-1432MHz
帯（宇宙から地球）で運用

する移動衛星業務フィー

ダリンクの不要発射から

1400-1427MHz帯の地球

探査衛星業務（受動）の保

護 

[勧告内容] 
1390-1392MHz（地球から宇宙）及

び1430-1432MHz帯（宇宙から地球）

で運用する移動衛星業務フィーダリ

ンクの不要発射と1400-1427MHz帯
の地球探査衛星業務（受動）との両

立性に関するもの。 

WP8D/
決議

745(W
RC-07) 

新規 2006.4 
CACE/377

M.1748 

1390-1392MHz帯（地球か

ら 宇 宙 ） 及 び

1430-1432MHz帯（宇宙か

ら地球）の移動衛星業務フ

ィーダリンクの不要発射

からの 1400-1432MHz帯
の電波天文業務の保護 

[勧告内容] 
1390-1392MHz 帯（地球から宇宙）

及び 1430-1432MHz 帯（宇宙から地

球）の移動衛星業務フィーダリンク

の不要発射と1400-1432MHz帯の電

波天文業務との両立性に関するも

の。 

WP8D/
決議

745(W
RC-07) 

新規 2006.4 
CACE/377

M.1457
-5 

IMT-2000無線インタフェ

ースの詳細仕様 

[勧告内容] 
陸上系及び衛星系の IMT-2000 の各

無線インタフェースについて詳細な

仕様を記載したもの。 
改 訂 に よ り 、 CDMA-DS 、

CDMA-TDD 、 CDMA-MC 、

TDMA-FDMA、TDMA-SC の各方式

での新しい通信サービスに関する仕

様等を盛り込んだ。 

WP8F 改訂 2006.4 
CACE/381

M.1767 VHF帯及びUHF帯におけ

る一次業務として割当て

[勧告内容] 
VHF(174-230MHz) 帯 及 び

WP8A/ 
Q1-3 新規 2006.6 

CACE/392



られたデジタル放送から

の陸上移動システムの保

護 

UHF(470-862MHz)帯における、陸上

移動システム(LMS)とデジタル放送

（DVB/DAB）との共用に必要なLMS
の基地局受信電力及び DVB/DAB の

許容電界強度などの算出式及び手法

等の保護基準に関するもの。 

M.1391
-1 

IMT-2000 のための衛星シ

ステムの所要周波数帯域

幅の計算手法 

[勧告内容] 
IMT-2000 のための衛星システムの

周波数必要量の計算手法に関する勧

告であり、今回の改訂は、より適切

な値の算出できるよう、マルチメデ

ィアと非マルチメディアの２つのカ

テゴリに分けて通信量の計算手法を

記載するもの。 

WP8D 改訂 2006.6 
CACE/392

M.1768 
IMT-2000 及びその後継シ

ステムの所要周波数帯域

幅算出法 

[勧告内容] 
IMT-2000 及びその後継システムの

2010 年以降の所要周波数帯幅の算

出法に関する勧告。 

WP8F 新規 2006.6 
CACE/392

M.1457
-6 

IMT-2000無線インタフェ

ースの詳細仕様 

[勧告内容] 
陸上系及び衛星系のIMT-2000の各無

線インタフェースについて詳細な仕

様を記載したもの。 

改訂により、IMT-2000 の技術仕様を

更新、IMT-2000 の地上系コンポーネ

ントのための高性能無線インタフェ

ースの追加、衛星コンポーネントの

ための衛星無線インタフェースの更

新、及び新しい衛星無線インタフェ

ースの追加による該当部分のテキス

トの修正を行ったもの。 

WP8F 改訂 2006.12 
CACE/403

M.1797 陸上移動業務に関する用

語 

[勧告内容] 
陸上移動業務に関する用語の定義に

関する勧告で、他の無線通信業務に

も適用する可能性がある旨が明記さ

れている。 

WP8A 新規 2007.5 
CACE/421

M.585-
4 

海上移動業務識別の割当

て及び使用 

[勧告内容] 
海上移動業務識別（MMSI）の割当

てと使用に関するもの。 

WP8B/
決議

353(W
RC-03) 

改訂 2007.5 
CACE/421

M.1798 

海上移動業務におけるデ

ジタルデータ及び電子メ

ール交換のためのHF無線

設備の特性 

[勧告内容] 
海上移動業務で使用するデジタルデ

ータ及び電子メール交換のための

HF 無線設備の特性に関するもの。 

WP8B/
決議

351(W
RC-03 

新規 2007.5 
CACE/421

M.1799 
1668.4-1675MHz に お け

る移動業務と移動衛星業

務間の共用 

1668.4-1675MHz で運用される移動

業務と移動衛星業務間の周波数共用

に関するもの。 

WP8D/
決議

744(W
RC-03) 

新規 2007.5 
CACE/421

M.1800 

1390-1392MHz（地球から

宇宙）及び1430-1432MHz
（宇宙から地球）帯域で運

用するMSSフィーダリン

クからの固定、移動、無線

標定業務の保護 

[勧告内容] 
1390-1392MHz（地球から宇宙）及

び 1430-1432MHz（宇宙から地球）

帯域で運用する MSS フィーダリン

クと固定業務、移動業務及び無線標

定業務との周波数共用に関するも

の。 

WP8D/
決議

745(W
RC-03) 

新規 2007.5 
CACE/421

M.1801 
6GHz以下で運用される移

動業務における移動及び

ノマディックを含む広帯

[勧告内容] 
移動及びノマディックを含む広帯域

ワイヤレスアクセス（BWA）システ

WP8A/ 
Q212-2

, 238 
新規 2007.5 

CACE/421



域無線アクセスシステム

の無線インタフェース標

準 

ムの無線インタフェースに関するも

の。 

M.1463
-1 

1215-1400MHz帯におけ

る無線測位業務で運用す

るレーダーの特性と保護

基準 

[勧告内容] 
1215-1400MHz 帯で運用される無線

測位のレーダーの技術特性等に関す

るもの。 

WP8B/ 
Q226 改訂 2007.5 

CACE/421

M.1465
-1  

3100-3700MHz帯におけ

る無線測位業務で運用す

るレーダーの特性と保護

基準 

[勧告内容] 
3100-3700MHz 帯で運用される無線

測位のレーダーの技術特性等に関す

るもの。 

WP8B/ 
Q216-2

, 226 
改訂 2007.5 

CACE/421

M.824-
3 

レ ー ダ ー ビ ー コ ン

(RACONS)の技術的パラ

メーター 

[勧告内容] 
レーダービーコン(RACONS)の技術

特性に関するもの。 
WP8B 改訂 2007.5 

CACE/421

M.1802 
30-300MHz帯における無

線標定業務で運用するレ

ーダーの特性と保護基準 

[勧告内容] 
30-300MHz 帯のレーダーの技術特

性等に関するもの。 

WP8B/ 
Q237 新規 2007.5 

CACE/421

M.1042
-3 

アマチュア及びアマチュ

ア衛星業務における災害

時通信 

[勧告内容] 
アマチュアとアマチュア衛星業務の

災害時における通信に関する勧告。

ITU-D 勧告の改訂に伴うアップデー

ト並びに Considering f)の追加及び

recommends 4 の削除を行ってい

る。 

WP8A/ 
Q48-5 改訂 2007.5 

CACE/423

M.1795 MF/HF陸上移動システム

の技術的・運用的特性 

[勧告内容] 
共用検討に使用する短波及び中波の

陸上移動業務の特性に関する勧告。

WP8A/ 
Q1-3, 
7-5 

新規 2007.5 
CACE/423

M.1796 

8500-10500MHz帯の無線

標定業務で運用する地上

レーダーの特性及び保護

基準 

[勧告内容] 
8500-10500MHz 帯の無線標定業務

で運用する地上レーダーの特性及び

保護基準に関するものであり、勧告

ITU-R M.1461 に関連する共用検討

の助けとするための分析手順。 

WP8B/ 
Q226 新規 2007.5 

CACE/423

M.493-
12 

海上移動業務で使用する

デジタル選択呼出システ

ム 

[勧告内容] 
デジタル選択呼出システムに関する

勧告であり、IMO からの連絡文書に

応え、船舶無線装置のユーザーイン

ターフェースの一般化を Annex3
に、自動化の手順を Annex4 に追加

している。 

WP8B/ 
Q9 改訂 2007.5 

CACE/423

M.1371
-3 

VHF海上移動帯域におけ

るTDMAを使用したユニ

バーサルAISの技術特性 

[勧告内容] 
船舶用 AIS の技術特性に関する勧

告。 
主な改定内容は、以下のとおり。 
・12.5kHz チャネルでの運用要件の

削除 
・DSC ポーリング応答要件の削除 
・低減送信電力を 1W に変更 
・Annex 2 に SOTDMA 技術のみを

記述 
・Annex 7 に CSTDMA 技術を記述 
・Annex 8 に全てのメッセージを集

約 
・Annex 9 に略語を集約、等 
 

WP8B/
Q232 改訂 2007.7 

CACE/428

M.1808 共 用 検 討 の た め の [勧告内容] WP8A/ 
Q1-3, 新規 2007.7 

CACE/428



869MHz以下の自営・公共

通信システム及び基幹通

信システムの技術及び運

用特性 

他システムとの共用検討を行う際に

用いる 869MHz以下の周波数帯の自

営・公共通信システム及び基幹通信

システムの技術特性及び運用特性に

ついてまとめたもの。 

7-5 

M.[LMS
.CHAR.
CELL] 

共用検討に用いるデジタ

ル移動通信システムの技

術及び運用特性 

[勧告内容] 
共用検討に用いるデジタル移動通信

システムの技術特性、運用特性を記

載した新勧告。第２世代携帯電話、

第３世代携帯電話等の諸元を含むも

の。 

WP8A/ 
Q1-3, 
7-5 

新規 
PSAA 手続

中(CA246)
 

M.1450
-3 無線LANの特性 

[勧告内容] 
無線 LAN のインタフェースに関す

る特性をまとめたもの。 
改訂により無線インタフェース技術

（IEEE802.11g, IEEE802.11j）の具

体的な技術パラメータ及び各国の割

当て周波数の範囲及び最大空中線電

力等の規制値が追記したもの。 

WP8A/
Q212-2
, 236 

改訂 

郵便投票手

続中

（LCCE156
） 

M.[EN
G]  

共用検討に用いるための

移動業務におけるTVOB, 
ENG, EFPの特性 

[勧告内容] 
共用検討に用いるための移動業務の

ENG 等の放送事業用システムのシ

ステム特性を記載した新勧告 

WP8A/
Q1-3, 
7-5 

新規 PSAA 手続

中(CA246)

M.[MET
H.SHA
R.LMS] 

陸上移動業務に関連する

共用検討のための技術的

パラメータ及び方法   

[勧告内容] 
陸上移動業務に関する周波数共用の

方法に関する新勧告 

WP8A/
Q7-5 新規 PSAA 手続

中(CA246)

M.1653
-1 

無線LANを含む無線アク

セ ス シ ス テ ム と

5470-5570MHzにおける

地球探査衛星（能動）及び

宇宙研究（能動）との共用

のための運用及び要求条

件 

[勧告内容] 
無線 LAN を含む無線アクセスシス

テムと5470-5570MHzにおける地球

探査衛星（能動）及び宇宙研究（能

動）との共用のための運用及び要求

条件に関する勧告における誤記の修

正。 
 

WP8A/
Q218, 
212-2 

改訂 決議 ITU-R 
44-1 

M.[LMS
.PPDR.

4.9 
GHz] 

第2地域及び第3地域にお

ける 4940-4990MHzの広

帯域公共保安・災害救助通

信に関するチャネルプラ

ン 

[勧告内容] 
第 2 地域及び第 3 地域における

4940-4990MHz の広帯域公共保安・

災害救助通信のチャネルプランに関

する勧告。 
Annex 1 に CITEL 勧告から引用した

チャネルプラン、Annex 2 に APT 勧

告から引用したチャネルプランを記

載しており、双方を考慮すべきとし

ている。 

WP8A 新規 PSAA 手続

中(CA246)

M.[AM(
R)S/AS 
5 091-5 

150 
MHz] 

5091-5150MHz帯におけ

る空港表面に限定された

AM(R)SとASに限定した

AMSの局のための技術運

用要件 

[勧告内容] 
議題 1.6 で新規分配を検討している

5091-5150MHz の AM(R)S と AS の

技術運用要件 

WP8B/
決議

414(W
RC-03) 

新規 PSAA 手続

中(CA246)

M.[AMT 
5 030-5 

250 
MHz] 

5GHz 帯 の AMS と

RNS(MLS)の必要な地理

的分離の定義方法 

[勧告内容] 
議題 1.5 で提案されている 5GHz 帯

の AMS と RNS(MLS)の必要な地理

的分離の定義方法 

WP8B/
決議

230(W
RC-03) 

新規 PSAA 手続

中(CA246)

M.[VHF
DATA] 

AP18のチャンネルによる

海上移動業務のための

VHF帯データ及びE-メー

[勧告内容] 
AP18 のチャンネルによる VHF デー

タ通信にシステムの特性 

WP8B/
決議

342(W
RC-200

新規 
郵便投票手

続中

（LCCE156



ル通信システムの特性 Narrow band(25kHz) を 使 用 し た

VHF データ通信に関するシステム

提案 

0) ） 

M.[ARN
S700] 

645-862MHz帯における

航空無線航行業務のシス

テムの技術特性と保護基

準 

[勧告内容] 
645-862MHz 帯の AMS の特性と保

護基準についての新勧告案 WP8B 新規 PSAA 手続

中(CA246)

M.[AM
S-LMS] 

ARS における MLS 局と

AMSテレメトリーの送信

機との間の、5Ghz帯にお

ける必要な地理上の距離

的分離の定義法 

[勧告内容] 
議題1.5で提案されているAMSテレ

メトリーの追加分配に必要とされる

ARS と AMS テレメトリーの共用条

件についての新勧告案 

WP8B/
決議

230(W
RC-03) 

新規 PSAA 手続

中(CA246)

M.1318
-1 

1164-1215MHz,1215-130
0MHz,1559-1610MHz,50
10-5030MHz帯のRNSSへ
のRNSS以外の干渉源か

らの干渉評価モデル 

[勧告内容] 
RNSS以外の干渉元からRNSSへの

干渉評価モデルに関する勧告 
WP8D 
Q.217-

1 
改訂 PSAA 手続

中(CA246)

M.1642
-2 

1164-1215Mhz 帯で運用

する全てのRNSSシステ

ムからARNSの局への最

大epfd総和の評価方法 

[勧告内容] 
1164-1215MHz 帯で運用される全

RNSSからARNSの無線局への最大

epfd 総和の評価方法に関する勧告

M.1642-1 の改定案 

WP8D 改訂 PSAA 手続

中(CA246)

M.1583
-1 

非静止MSS及びRNSSと

RASとの共用のための干

渉計算 

[勧告内容] 
非静止MSS及びRNSSとRASとの

共用のための干渉計算に関する勧告

M.1583 の改定案 

WP8D 
Q.236-

1 
改訂 PSAA 手続

中(CA246)

M.[RNS
S_COO
RD_ME
THOD]  

RNSSシステム間干渉評

価のための調整方法 

[勧告内容] 
RNSS システム間干渉評価のための

調整方法に関する新勧告案 

WP8D 
Q.217-
1, 239 

新規 PSAA 手続

中(CA246)

M.[IMT.
SERV] 

IMT-2000 の高度化及び

IMT-Advancedで提供され

るサービスのフレームワ

ーク 

[勧告内容] 
IMT-2000 の 高 度 化 及 び

IMT-Advanced で提供されるサービ

スのフレームワークが規定された新

勧告。提供可能なサービスの具体例

及びサービスの要求条件に関して記

述されている。 

WP8F 新規 
PSAA 手続

中
(CAR246) 

 



 

第８章 ＲＡへの対処（ＳＧ９関連） 

 

１ 研究対象 

ＳＧ９は、「固定業務」を研究対象としている。 

また、ＳＧ４との合同会合であるＪｏｉｎｔ ＳＧｓ４／９は、固定業務と固定

衛星業務間の周波数共用問題を研究対象としている。我が国からは、ＳＧ９副議長、

ＷＰ９Ｂ議長として、橋本明氏（ＮＴＴドコモ）を選出している。 

 

２ ＲＡ－０７に提出される勧告案 

ＲＡ－０７に提出されるＳＧ９の勧告案（ＳＧ４との共同提案）及びその評価を

表８－１に示す。 

ＲＡ－０７に提出される勧告案については、支持する。 

 

３ 課題の見直し 

  ＳＧ９における次会期の研究課題及びその評価一覧を表８－２に示す。今会期当

初に計４３件の研究課題があったが、会期中に新規研究課題の追加６件、既存研究

課題の削除８件が郵便投票により承認されている。ＲＡ－０７に提出される新規研

究課題はないが、２００７年５月のＳＧ９会合、並びに２００６年９月のＪｏｉｎ

ｔ ＳＧｓ４／９会合の結果を反映して、１４件の研究課題の削除（ＳＧ４との合

同研究課題４件を含む。）が提案される予定である。ＲＡに提出される次会期の課

題２７件については、我が国として、その重要性を認識し、支持する。 

主な研究課題の概略は、以下のとおりである。 

（１）研究課題 １１３/９ 

固定業務システムと地球探査衛星業務及び宇宙研究業務システムとの間の

周波数共用及び両立性 

【概要】同じ帯域または別の帯域で運用している地球探査衛星業務および宇宙

研究業務からの干渉レベルがどの程度であれば固定業務は許容できる

かを検討する。 
（２）研究課題 ２１２/９ 

HAPS を利用した固定業務システムのシステム特性及び周波数帯域 
【概要】HAPS を利用した固定業務システムのシステム特性、周波数帯域およ

び干渉の受けやすさ、固定業務の他システムへ干渉を生ずる可能性に

ついて検討する。 
（３）研究課題 ２３４/９ 
  57GHz 以上の固定業務に割り当てられている帯域で運用する固定無線シス

テムの技術及び運用の特性 
【概要】57GHz 以上の周波数を使用する固定無線システム及びネットワーク

に最適な技術及び運用の特性、望ましい変調方式、伝搬特性上の有利・

不利な点等について研究する。 



 

４ 参考事項 

  ＳＧ９は、２００４年９月～１０月、２００５年１２月、２００６年９月、２０

０７年５月に開催され、１３件の新規勧告案、２４件の改訂勧告案及び２件の勧告

削除案が郵便投票に付され、承認されている（さらに３件の新規勧告案、１３件の

改訂勧告案及び２１件の勧告削除案については郵便投票中である。）。今会期中に郵

便投票により承認された勧告リストを表８－３に示す。 

  また、Ｊｏｉｎｔ ＳＧｓ４／９は、２００４年１０月、２００６年９月に開催

され、２件の新規勧告案及び３件の改訂勧告案が郵便投票に付され、承認されてい

る。今会期中に郵便投票により承認された勧告リストを表８－４に示す。 

  重要課題の審議状況、勧告化の動向を以下に示す。 

（１）固定業務広帯域無線アクセス方式（BWA）並びにその応用 

    伝送速度 1.5Mbit/s 以上のブロードバンド信号による情報通信サービスを利

用者宅に提供する BWA 方式の技術標準について、民間標準化機関の仕様に基

づく無線インターフェースを規定した新勧告 F.1763 が採択・承認された。ま

た、多地点間（Multipoint-to-multipoint）をメッシュ的に接続する MP-MP 方式

のコンセプトが、日本から提案され、ルートダイパーシティによる降雨の影響

軽減効果などを規定した新勧告 F.1704 が採択・承認された。 

（２）災害対策用固定無線方式 

    2004 年のインド洋津波災害を契機として、ITU でも無線機器・方式の災害

時利用に関する研究が促進された。このため固定業務関連では、日本提案に基

づき勧告 F.1105 を改訂し新たに同報通信機能等を有する災害救済用固定無線

方式の基本特性（ARIB STD T-86）が追加された。 

（３）高高度無線プラットフォーム（HAPS） 
WRC 決議 145（WRC-03）に基づき、Ka バンド（27.5-28.35 GHz 及び

31.0-31.3GHz）における HAPS の導入・適用条件拡大を目指して、他方式

（HAPS 以外の固定業務方式、固定衛星業務方式）との干渉量評価に関する研

究が推進され、勧告 F.1607、勧告 SF.1601 に、各々日本提案に基づく簡易な

干渉推定手法に関する記述が追加された。 



 

 

表８－１ ＲＡ－０７に提出される勧告案の評価 

勧告番号 勧告名 勧告の内容及びコメント
関連ＷＰ／

課題番号 

新規 

改訂 

削除 

対応 備考

SF.[4-9S/

HAPS-PLI

MIT] 

47.2-47.5GHz 及 び

47.9-48.2GHz 帯にお

いて宇宙局受信機との

周波数共用を促進する

ための HAPS 利用者端

末の電力決定手法 

47.2-47.5GHz 及 び

47.9-48.2GHz 帯におい

て固定衛星宇宙局との共

用 を 促 進 す る た め の

HAPS 利用者端末の送信

電力制限決定手法につい

て記述している 

WP4-9S/ 

251/4 

218/9 

新規 支持  

 

 

表８－２ 次会期の研究課題及び評価 

研究課題

番号 
研究課題名 概要及び評価 

新規 

継続 

改訂 

削除 

対応 備考

102-3/9 無線中継方式の稼働率 [概要] ITU-T が作成している新勧告
に準拠し､ディジタル無線中継方式
の稼働率に影響を与える装置信頼
度･伝搬の影響等を議論し､ISDN 接
続用国際回線及び国内回線の場合の
稼働率値について検討する｡ 
[評価] 研究完了により、削除が適当｡

削除 支持 S1 
 

107-2/9 約 17GHz 帯より上の周波
数帯で運用している固定
無線システムの特性 

[概要]17GHz 帯より上の帯域で運用
する固定無線システムの最適な装置
や伝搬の影響を測るのに適したメソ
ッドについて検討する。 
[評価]研究課題として適当。 

継続 支持 S2 

108-2/9 約 17GHz 帯より上の周波
数帯で運用している固定
無線システムのチャンネ
ル配置 

[概要]17GHz 帯より上の帯域で運用
する固定無線システムの好ましい周
波数チャンネルの間隔やシステムの
どんな特徴がチャンネル間隔に影響
を与えるか等について検討する。 
[評価]研究課題として適当。 

継続 支持 S2 

110-1/9 共用研究に用いられる無
線中継局のアンテナ輻射
ダイアグラム 

[概要] 種々のタイプの固定業務で用
いられるアンテナに対し共用検討用
参照放射パターンを検討する｡ 
[評価] 研究課題として適当｡ 

継続 支持 S2 
 

111-3/9 放送衛星業務（音声、映像）
と固定業務との間の共用
基準 

[概要]両業務間の共用を容易にする
のに必要でありかつ許容できる制約
について検討する。 
[評価]研究課題として適当。 

継続 支持 S2 

113-2/9 固定業務のシステムと地
球探査衛星業務及び宇宙
研究業務のシステムとの
間の周波数共用及び両立
性 

[概要]同じ帯域または別の帯域で運
用している地球探査衛星業務および
宇宙研究業務からの干渉レベルがど
の程度であれば固定業務は許容でき
るかを検討する。 

継続 支持 S2 



[評価]研究課題として適当。 
118-4/9 移動衛星業務と固定業務

との間の共用基準 
[概要]移動衛星業務と固定業務の保
護及び共用の技術的基準について検
討する｡ 
[評価]研究課題として適当。 

継続 支持 C1 

122-3/9 固定業務のシステムにお
ける設計及び運用の際の
伝搬の影響 

[概要]降雨減衰の影響やマルチパス
フェージングによる品質劣化を最小
限にする経路計画やシステム仕様を
検討する。 
[評価] 研究完了により、削除が適当｡

削除 支持 S2 
 

125-7/9 アクセスまたはエントラ
ンスに使われる
P-MP(Point-to-Multipoint)
固定無線システム 

[概要]ポイント－マルチポイント無
線方式に適した変調方式､アクセス
法､チャネル配置､等について検討す
る｡ 
[評価]研究課題として適当。 

継続 支持 S2 
会期
中に
改訂

127-4/9 様々な干渉源による固定
無線システムの品質及び
稼働率劣化の限界 

[概要] 他の無線方式や二次業務の無
線サービスなど種々の無線方式から
の干渉に対しての最大許容品質劣化
及び稼動率劣化について検討する｡ 
[評価] 研究完了により、削除が適当｡

削除 支持 S2 
 

133-1/9 約 0.5GHz 以上の周波数
帯における固定と陸上移
動業務との間の共用基準 

[概要]固定業務と陸上移動業務とが
周波数共用する場合の共用基準､調
整方法について検討する｡ 
[評価]研究課題として適当。 

継続 支持 S2 

136-2/9 約 17GHz より下の周波数
帯におけるデジタル固定
無線システムの無線周波
数チャネル配置 

[概要]17GHz 以下の固定無線方式の
無線周波数配置､チャネル間隔や交
差偏波を使用するかどうかについて
検討する｡ 
[評価]研究課題として適当。 

継続 支持 S2 

145-2/9 HF 帯無線回線上での高速
データ伝送のために求め
られる特性 

[概要]HF データ伝送に要求される特
性､所要誤り率に対する可能な最大
伝送速度､所要誤り率を得るための
誤り訂正符号･インターリーブ･帯域
内周波数ダイバーシティ等の適用､
等について検討する｡ 
[評価] 研究課題として適当｡ 

継続 支持 S2 
会期
中に
改訂

147-2/9 HF 帯固定業務における自
動制御無線システム及び
ネットワーク 

[概要]HF 自動制御無線システムにお
ける特性､周波数管理システムの特
性､リンク管理システムの特性､回線
網管理システムの特性､自動システ
ムの特性､自動システムと他の回線
網間のインタフェースに最適な
ITU-T 勧告について検討する｡ 
[評価] 研究完了により、削除が適当｡

削除 支持 S2 
 

158-1/9 約 30MHz より下の周波数
におけるシステムに対す
るパケット・データ伝送プ
ロトコル 

[概要]HF システムに適するパケット
プロトコルのタイプ、誤り検出と訂
正の方法とパケットサイズ､等につ
いて検討する｡ 
[評価] 特に問題なし。 

継続 支持 S2 

161-3/9 ディジタル・ネットワーク
無線中継方式の業務開始
及び保守における品質限
界 

[概要] ディジタル・ネットワーク無
線中継方式のサービス開始及び保守
のための限界品質や配分を､G.826
の結果を参考に検討する｡ 
[評価] 研究完了により、削除が適当｡

削除 支持 S2 
 

202-1/9 共用研究のための P-MP
方式に対するオムニ・ディ
レクショナル及びセクト
ラル・アンテナの標準輻射
パターン 

[概要] P-MP 無線方式用オムニ・ディ
レクショナル及びセクトラルタイプ
のアンテナに対し共用検討用にどの
参照パターンを定義していくのかを
検討する｡ 
[評価] 研究課題として適当｡ 

継続 支持 S2 

205-1/9 周波数適応性のあるHFシ [概要] 本ブロック配置がサービス品 削除 支持 C1 



ステムの使用 質･周波数使用効率･干渉の軽減･周
波数アクセス等に与える影響､本ブ
ロック配置への移行上の問題につい
て検討する｡ 
[評価] 研究完了により、削除が適当｡

 

206-2/9 10-30GHz 帯における多
くの非静止衛星を擁する
固定衛星業務システムと
固定業務システムとの間
の共用基準 

[概要] 固定衛星ネットワークシステ
ムの衛星からの干渉に対する共用基
準と干渉計算方法等について検討す
る｡ 
[評価] 研究完了により、削除が適当｡

削除 支持 S1 
 

209-1/9 固定業務と固定業務に影
響を与える長楕円軌道を
用いている固定衛星業務
との間の技術基準及び周
波数共用 

[概要]固定衛星業務と周波数を共用
する固定業務の観点から長楕円軌道
を用いる固定衛星業務との共用基準
について検討する。 
[評価]研究課題として適当。 

継続 支持 C1 

210-1/9 ディジタル・ハイアラーキ
ーでの一次群レートで､も
しくは一次群レート以上
で運用されるディジタル
無線伝送部分に対する品
質劣化に対する目標 

[概要] ITU-T 勧告 G826 対応(マルチ
メディア伝送)のディジタル無線中
継方式の品質劣化目標とその国際･
国内配分値について検討する｡ 
[評価] 研究完了により、削除が適当｡

削除 支持 S1 
 

212-2/9 HAPS を利用した固定業
務システムのためのシス
テム特性及び周波数帯域 

[概要]HAPS を利用した固定業務シ
ステムのシステム特性、周波数帯域
の検討および干渉の受けやすさ、固
定業務のうちの他システムへ干渉を
引き起こす可能性について検討す
る。 
[評価]研究課題として適当。 

継続 支持 C1 

213-1/9 HF 帯での電離層通過伝送
シミュレーション 

[概要] HF 伝送シミュレーションに
用いるフェージングの特性､電離層
チャネルモデル､人工雑音パターン
などについて検討する｡ 
[評価] 研究完了により、削除が適当｡

削除 支持 S1 
 

216/9 1GHz 以下の周波数帯に
おける固定業務のシステ
ム特性及び共用基準 

[概要] 1GHz 以下の周波数帯域にお
ける固定業務の特性と共用基準｡ 
[評価] 研究課題として適当｡ 

継続 支持 S2 

217-1/9 30-52GHz 帯において同
じ周波数で運用される固
定衛星業務と固定業務の
共用可能性 

[概要] 30-52GHz の周波数帯域にお
ける固定業務の特性、伝搬の影響を
考慮した固定衛星業務と共用基準、
干渉計算法などについて検討。 
[評価] 研究完了により削除が適当｡ 

削除 支持 S1 
 

218-1/9 HAPS 局を利用する固定
業務システムと固定衛星
業務システムの間での周
波数共用基準 

[概要] 成層圏の固定中継局を用いる
方式について、固定衛星業務との共
用条件等を検討する。 
[評価] 研究課題として適当｡ 

継続 支持 C1 

219/9 固定衛星業務で非静止衛
星軌道に対して運用され
ている地球局のための固
定業務に関係する調整地
域の決定 

[概要] MSSフィーダーリンクに用い
られる非静止軌道用固定衛星業務地
球局と固定業務の調整領域決定の手
法について検討する｡ 
[評価] 研究完了により削除が適当｡ 

削除 支持 S1 
 

225/9 勧告 ITU-R F.758 に対す
る改訂 

[概要] 勧告の目的を明確にし､内容
の圧縮を図ることを通じて､ITU-R
勧告 F.758 の見直し及び再構築のた
めの好ましい方法論を検討する｡ま
た､ITU-R勧告F.758に追加する諸元
の統一様式についても検討する｡ 
[評価] 研究課題として適当｡ 

継続 支持 S1 

226-1/9 5925-6425MHz 及び
6GHz、14GHz 帯での他の
アップリンクの周波数帯
における船舶に搭載され

[概要]6GHz 帯、14GHz での
5925-6425MHz 以外の共用に適した
帯域や適した調整方法を検討する。
[評価]研究課題として適当｡ 

継続 支持 S1 



た固定衛星業務を行う地
球局（船上地球局）と固定
業務無線局の間での共用
可能性 

227/9 3400-3700MHz 帯におけ
る固定衛星業務を行う
VSAT システムと固定業
務である FWA に利用され
る P-MP システムの間で
の共用基準 

[概要] 3400-3700MHz 帯において
FWAに利用されるP-MPシステムと
の両立性を保証するための VSAT シ
ステム(固定衛星業務)に対する共用
基準について検討する｡ 
[評価] 研究完了により削除が適当｡ 

削除 支持 S2 
 

228/9 一部又は全てが固定無線
システムにより構成され
ているネットワークアク
セス部分に対する品質及
び稼働率 

[概要]2002 年までに､
FWA/HAPS/ATM 用無線アクセス/IP
ベース FWA に対して､品質と稼働率
の目標を策定する。 
[評価] 研究完了により、削除が適当｡

削除 支持 S2 
 

229-1/9 固定業務システムに対す
る周波数ブロック単位で
の周波数配置 

[概要]周波数ブロックを用いる配置
が移動技術を用いる FWA でも使用
されることを検討する。 
[評価]研究課題として適当。 

継続 支持 S2 

232/9 FWA と無線標定システム
による 3400-3700MHz 帯
の使用を容易にする共用
と緩和のオプションの割
り当て 

[概要]固定無線アクセスシステムと
無線標定業務とで両立運用を可能に
する条件や干渉緩和技術等の適切な
方法、基準を検討する。 
[評価] 研究完了により、削除が適当｡

削除 支持 S1 
 

233/9 約 37GHz と 50GHz の間
の帯域における固定業務
の無線局と航空移動業務
の無線局との共用基準 

[概要]固定業務を移動業務の航空局
からの発射から干渉を受けるのを減
少させるための干渉緩和技術等を検
討する。 
[評価]研究課題として適当。 

継続 支持 S2 

234/9 57GHz 以上の固定業務に
割り当てられている帯域
で運用する固定無線シス
テムの技術及び運用の特
性 

[概要]57GHz 以上の周波数を使用す
る固定無線システム及びネットワー
クに最適な技術及び運用の特性、望
ましい変調方式、伝搬効果の有利・
不利な点等について研究する。 
[評価]研究課題として適当。 

継続 支持 C2 
 

236/9 広帯域無線アクセスを提
供する固定無線システム 

[概要]広帯域無線アクセスシステム
の技術及び運用要求条件、特性につ
いて研究する。 
[評価]研究課題として適当。 

継続 支持 S1 
会期
中に
新規
策定

237/9 3000GHz 以上の周波数帯
を用いる固定業務応用 

[概要]固定業務応用に用いられる地
上系自由空間光通信の技術及び運用
パラメータ、特性について研究する。
[評価]研究課題として適当。 

継続 支持 C2 
会期
中に
新規
策定

238/9 災害救済用に用いられる
MF/HF 帯で運用される固
定業務のシステムの技術
及び運用特性 

[概要]災害救済活動支援に用いられ
る MF/HF 帯の固定業務システムの
技術及び運用特性、当該システム用
の望ましいスペクトラム配置、異な
る機関間で当該システムを運用する
際の相互互換性支援のための技術及
び運用特性について研究する。 
[評価]研究課題として適当。 

継続 支持 S1 
会期
中に
新規
策定

239/9 固定業務における災害救
済無線通信システムの技
術及び運用特性 

[概要]災害救済・軽減活動に用いられ
る固定無線システムの望ましい技術
及び運用特性について研究する。 
[評価]研究課題として適当。 

継続 支持 S1 
会期
中に
新規
策定

240/9 ディジタルHF固定システ
ムのためのエラー品質及
び稼働率目標 

[概要]適応型及び非適応型 HF 固定
システム並びに HF-e メール、HF-
インターネット等の応用のためのエ

継続 支持 S2 
会期
中に



ラー品質及び稼働率のパラメータ及
び目標について研究する。 
[評価]研究課題として適当。 

新規
策定

241/9 適応型HFシステムのため
の技術特性及びチャネル
要求 

[概要]スペクトラムの効率的利用及
び干渉の最小化を考慮した適応型
HF システム導入のための適切な技
術特性及びチャネル要求について研
究する。 
[評価]研究課題として適当。 

継続 支持 S2 
会期
中に
新規
策定

 

 

表８－３ 今会期中に承認された勧告（Ｆシリーズ） 

勧告番号 勧告名 勧告の内容及びコメント
関連ＷＰ／

課題番号 

新規 

改訂 

削除 

備考 

F. 240-7 30MHz 以下での固定業

務における各種伝送方

式の混信保護比 

30MHz 以下での混信保護

比に関する勧告。勧告の改

訂によりディジタル変調

方式が追加された。 

WP9C/ 

143/9 

改訂  

F. 283-5 2GHz 帯で運用する低・

中容量アナログまたは

ディジタル固定無線シ

ステムの無線周波数チ

ャネル配置 

前回会合において、1997

年以降改訂されておらず

内容が旧くなっている勧

告について、2007 年 5 月

会合において取り扱いを

決定することとされ、同会

合において削除が承認さ

れた。 

コメント：日本からの提案

に基づき削除。 

WP9B/ 

136/9 

削除 郵便投票中

（PSAA） 

F. 339-7 HF 固定業務での信号対

雑音比、Fading 許容値 

信号帯雑音比（S/N 比）、

フェージング許容値に関

する勧告。勧告の改訂によ

りディジタル変調方式が

追加された。 

WP9C 

N/A 

改訂  

F. 342-2 無線回線を通して伝送

される電信信号の自動

誤り訂正方式 

2004 年 3 月会合以来内容

の旧い勧告の削除につい

て検討を行い、その結果本

勧告は削除が承認された。

コメント：日本からの提案

に基づき削除。 

WP9C 

N/A 

削除 郵便投票中

（PSAA） 

F. 345 電信信号の歪 2004 年 3 月会合以来内容

の旧い勧告の削除につい

て検討を行い、その結果本

WP9C 

N/A 

削除 郵便投票中

（PSAA） 



勧告は削除が承認された。

コメント：日本からの提案

に基づき削除。 

F. 347 30MHz 以下の帯域で運

用する長距離用マルチ

チャネル無線電信方式

の分類と呼称 

2004 年 3 月会合以来内容

の旧い勧告の削除につい

て検討を行い、その結果本

勧告は削除が承認された。

コメント：日本からの提案

に基づき削除。 

WP9C 

N/A 

削除 郵便投票中

（PSAA） 

F. 382-8 2-4 GHz 帯固定無線方

式の無線周波数配置 

2-4GHz帯固定無線方式の

無線周波数配置に関する

勧告。既存 Note2 にある

｢ 3700-4200MHz 帯 を

28MHz 間隔で使用する周

波数配置 ｣を独立した

Annex とし、アナログ方式

に関する古い記述を削除

した。 

WP9B/ 

136/9 

改訂  

F. 383-7 低域 6GHz 帯の大容量

固定無線システムの無

線周波数チャネル配置 

低域 6GHz 帯の大容量デ

ィジタル固定無線システ

ムの無線周波数チャネル

配置に関する勧告につい

て 5, 10, 20, 40 MHz チャ

ネル間隔配置等を新たに

追加した。 

WP9B/ 

136/9 

改訂 郵便投票中

（PSAA） 

F. 384-9 高域 6GHz 帯の中・大容

量ディジタル固定無線

システムの無線周波数

チャネル配置 

高域 6GHz 帯の中・大容量

ディジタル固定無線シス

テムの無線周波数チャネ

ル配置に関する勧告。新た

に 6340-7110MHz 帯 を

10MHz 間隔で使用する周

波数配置を追加した。 

WP9B/ 

136/9 

改訂  

F. 384-9 6GHz 帯の中・大容量デ

ィジタル固定無線シス

テムの無線周波数チャ

ネル配置 

高域 6GHz 帯の中・大容量

ディジタル固定無線シス

テムの無線周波数チャネ

ル配置に関する勧告につ

いて隣接 2 チャネルを統

合使用する可能性等を追

加した。 

WP9B/ 

136/9 

改訂 郵便投票中

（PSAA） 

F. 385-8 7 GHz 帯で運用される

固定無線システムの無

7GHz 帯で運用される固

定無線システムの無線周

WP9B/ 

136/9 

改訂  



線周波数チャンネル配

置 

波数配置を規定した勧告。

7250-7550MHz 帯におい

て、新たに 28,14,7MHz 間

隔の配置が追加された。 

F. 385-8 7 GHz 帯で運用される

固定無線システムの無

線周波数チャンネル配

置 

7GHz 帯で運用される固

定無線システムの無線周

波数配置を規定した勧告

について隣接 2 チャネル

を統合使用する可能性等

を追加した。 

WP9B/ 

136/9 

改訂 郵便投票中

（PSAA） 

F. 386-7 8GHz帯の固定無線シス

テムの無線周波数チャ

ネル配置 

8GHz 帯の周波数を利用

する固定無線システムの

周波数チャネル配置につ

いて、勧告に新たに付録 5

及び 7 を追加するなどの

更新を行った。 

WP9B/ 

136/9 

改訂  

P. 386-7 8GHz帯の固定無線シス

テムの無線周波数チャ

ネル配置 

8GHz 帯の周波数を利用

する固定無線システムの

周波数チャネル配置につ

いて、隣接 2 チャネルを統

合使用する可能性を追加

するなどの更新を行った。

WP9B/ 

136/9 

改訂 郵便投票中

（PSAA） 

F. 387-10 11GHz 帯の固定無線シ

ステムの無線周波数チ

ャネル配置 

11GHz 帯の固定無線シス

テムの無線周波数チャネ

ル配置に関する勧告。

40MHz 間隔に基づく配置

を勧告主文に取りまとめ、

旧 Annex1,2 を削除した。

また、20MHz シフトした

配置にはジーメンス提案

を採り入れ、Annex3 も現

提案元のフランスにより

削除された。 

WP9B/ 

136/9 

改訂  

F. 390-4 無線中継システムの標

準擬似回線及び標準擬

似ディジタル通信路に

関する用語と参照の定

義 

前回会合において、1997

年以降改訂されておらず

内容が旧くなっている勧

告について、2007 年 5 月

会合において取り扱いを

決定することとされ、同会

合において削除が承認さ

れた。 

WP9A/ 

N/A 

削除 郵便投票中

（PSAA） 



コメント：日本からの提案

に基づき削除。 

F. 392 60 電話回線以上の容量

の周波数分割多重を用

いる電話通信用無線中

継システムの標準擬似

回線 

前回会合において、1997

年以降改訂されておらず

内容が旧くなっている勧

告について、2007 年 5 月

会合において取り扱いを

決定することとされ、同会

合において削除が承認さ

れた。 

コメント：日本からの提案

に基づき削除。 

WP9A/ 

N/A 

削除 郵便投票中

（PSAA） 

F. 393-4 周波数分割多重を用い

る電話通信用無線中継

システムの標準擬似回

線の許容雑音電力 

前回会合において、1997

年以降改訂されておらず

内容が旧くなっている勧

告について、2007 年 5 月

会合において取り扱いを

決定することとされ、同会

合において削除が承認さ

れた。 

コメント：日本からの提案

に基づき削除。 

WP9A/ 

N/A 

削除 郵便投票中

（PSAA） 

F. 497-6 13GHz 帯の固定無線シ

ステムの無線周波数チ

ャネル配置 

13GHz 帯の周波数を利用

する固定無線システムの

周波数チャネル配置につ

いて、隣接 2 チャネルを統

合使用する可能性を追加

するなどの更新を行った。

WP9B/ 

136/9 

改訂 郵便投票中

（PSAA） 

F.518-1 単一チャネル単信 ARQ

電信方式 

2004 年 3 月会合以来内容

の旧い勧告の削除につい

て検討を行い、その結果本

勧告は削除が承認された。

コメント：日本からの提案

に基づき削除。 

WP9C 

N/A 

削除 郵便投票中

（PSAA） 

F.519 単一チャネル複信 ARQ

電信方式 

2004 年 3 月会合以来内容

の旧い勧告の削除につい

て検討を行い、その結果本

勧告は削除が承認された。

コメント：日本からの提案

に基づき削除。 

WP9C 

N/A 

削除 郵便投票中

（PSAA） 

F. 555-1 TV 用無線中継システム 前回会合において、1997 WP9A/ 削除 郵便投票中



の標準擬似回線の許容

雑音 

年以降改訂されておらず

内容が旧くなっている勧

告について、2007 年 5 月

会合において取り扱いを

決定することとされ、同会

合において削除が承認さ

れた。 

コメント：日本からの提案

に基づき削除。 

N/A （PSAA） 

F. 592-3 固定業務用語の語彙 固定業務の用語に関する

勧告に新たに最近重要度

を増した用語・略語を追加

した。 

コメント：日本からの寄与

文書を反映。 

WP9A/ 

N/A 

改訂 郵便投票中

（PSAA） 

F. 595-9 18GHz 帯の固定無線シ

ステムの無線周波数チ

ャネル配置 

18GHz 帯の固定無線シス

テムの周波数チャネル配

置 に 関 す る 勧 告 。

Recommends10 の

17.7-19.7GHz 帯の RF チ

ャネル配置における、北米

のRFチャネル配置を更新

した。 

WP9B/ 

108/9 

改訂  

F. 596-1 ディジタル無線中継シ

ステムの相互接続 

前回会合において、1997

年以降改訂されておらず

内容が旧くなっている勧

告について、2007 年 5 月

会合において取り扱いを

決定することとされ、同会

合において削除が承認さ

れた。 

コメント：日本からの提案

に基づき削除。 

WP9B/ 

N/A 

削除 郵便投票中

（PSAA） 

F. 699-7 共用検討に用いる P-P

システムのアンテナ基

準放射パターン 

共用検討に用いる P-P シ

ステムのアンテナ基準放

射パターンに関する勧告。

交差偏波計算式の修正及

び Annex への計算例の追

記を行った。 

WP9D/ 

110/9 

改訂  

F. 700-2 システムビットエラー

レートインターフェー

前回会合において、1997

年以降改訂されておらず

WP9B/ 

139/9 

削除 郵便投票中

（PSAA） 



スにおける無線中継接

続のエラー性能及び稼

働率測定アルゴリズム 

内容が旧くなっている勧

告について、2007 年 5 月

会合において取り扱いを

決定することとされ、同会

合において削除が承認さ

れた。 

コメント：日本からの提案

に基づき削除。 

F. 745-1 削除されたものを含む

一連のアナログ無線中

継システムの ITU-R 勧

告 

本勧告と同主旨の情報を

別途「テキストの現状」と

して発行することとなっ

たため、2007 年 5 月会合

において削除が承認され

た。 

コメント：日本からの提案

に基づき削除。 

WP9A/ 

N/A 

削除 郵便投票中

（PSAA） 

F. 746-7 固定業務システムの無

線周波数チャネル配置 

固定業務システムの無線

周波数チャネル配置に関

する勧告。Annex3 にある

イタリアの配置例につい

て 、 対 象 帯 域 の 変 更

(10.0-10.68GHz とする）

とチャネル間隔の追加・更

新を行い、Annex6 につい

ても同様に 14GHz 帯での

チャネル間隔を更新した。

WP9B/ 

108/9 

136/9 

改訂  

F. 746-8 固定業務システムの無

線周波数チャネル配置 

固定業務の無線周波数配

置に関する勧告について、

高域 4GHz 帯方式の配置

例に関する Annex 2 を勧

告 F.1099 に移行した。 

WP9B/ 

108/9 

136/9 

改訂 郵便投票中

（PSAA） 

F. 752-2 固定無線システムにお

けるダイバーシティ技

術 

固定無線システムにおけ

るダイバーシティ技術に

関する勧告。タイトルに

point-to-point を追加して、

｢point-to-point 固定無線シ

ステムにおけるダイバー

シティ技術｣に変更し、

recommends の handbook

の参照を note に移行し

た。 

WP9B 

N/A 

改訂  



F. 753 ディジタル無線中継シ

ステムの監視及び保護

のために望ましい手法

及び特性 

前回会合において、1997

年以降改訂されておらず

内容が旧くなっている勧

告について、2007 年 5 月

会合において取り扱いを

決定することとされ、同会

合において削除が承認さ

れた。 

コメント：日本からの提案

に基づき削除。 

WP9B/ 

N/A 

削除 郵便投票中

（PSAA） 

F. 754 ルーラル地域において

3GHz以下の帯域で運用

される電話中継回線接

続のための無線中継シ

ステムの基本的な要求

条件と技術 

前回会合において、1997

年以降改訂されておらず

内容が旧くなっている勧

告について、2007 年 5 月

会合において取り扱いを

決定することとされ、同会

合において削除が承認さ

れ、勧告 F. 1103 へ統合さ

れた。 

コメント：日本からの提案

に基づき削除。 

WP9B/ 

N/A 

削除 郵便投票中

（PSAA） 

F. 756 無線コンセントレータ

と し て 用 い ら れ る

TDMA P-MP システム 

前回会合において、1997

年以降改訂されておらず

内容が旧くなっている勧

告について、2007 年 5 月

会合において取り扱いを

決定することとされ、同会

合において削除が承認さ

れ、勧告 F. 1103 へ統合さ

れた。 

コメント：日本からの提案

に基づき削除。 

WP9B/ 

N/A 

削除 郵便投票中

（PSAA） 

F. 758-4 固定業務と他業務間の

共用基準の作成に関す

る考察 

固定無線方式の周波数共

用基準と方式パラメータ

に関する勧告。勧告 F.758

に関して、情報の現行化及

びアナログシステムの削

除といった考えに基づき

修正案が策定された。 

WP9D/ 

127/9 

225/9 

改訂  

F.762-2 短波送信・受信局におけ

る遠隔監視・制御方式の

2004 年 3 月会合以来内容

の旧い勧告の削除につい

WP9C 

N/A 

削除 郵便投票中

（PSAA） 



主要特性 て検討を行い、その結果本

勧告は削除が承認された。

コメント：日本からの提案

に基づき削除。 

F. 763-5 PSK、QAM変調を用い

たHF回線におけるデー

タ伝送 

QPSK,8-PSK及び16QAM

等のデータ伝送の変調方

式に関する勧告。伝送速度

3.2kbps～12.8kbps の方

式を追加。 

WP9C/ 

145/9 

改訂  

F. 1093-2 見通し伝搬を用いたデ

ィジタル無線システム

の設計・運用に対するマ

ルチパス伝搬の影響 

見通し伝搬を用いたディ

ジタル無線システムの設

計・運用に対するマルチパ

ス伝搬の影響に関する勧

告。 

本勧告は、ITU-R P シリー

ズ勧告の内容を引用して

いる。 

WP9A/ 

122-4/9 

改訂  

F. 1094-1 他の干渉源からの放射

及び輻射により起こる

ディジタル固定無線シ

ステムの最大許容エラ

ー品質及び稼働率劣化 

固定業務の干渉基準のベ

ースを与える勧告、用語の

見直し、将来課題を整理す

る改訂を行なった。 

WP9A/ 

127/9 

改訂 郵便投票中

（PSAA） 

F. 1099-3 高域 4GHz 周波数帯の

中・大容量ディジタル固

定無線システムの無線

周波数チャネル配置 

高域 4GHz 帯の無線周波

数配置に関する勧告に既

存勧告 F.746 から別の配

置例を移行した。 

WP9B/ 

136/9 

改訂 郵便投票中

（PSAA） 

F. 1102-2 17 GHz 以上の周波数帯

で運用される固定無線

システムの特性 

17GHz 以上の周波数帯で

運用される固定システム

の応用例とシステム設計

に役立つ情報（ホップ長の

設計、デジタル無線応用

等）を記載した勧告。表８

－１にシステム（VCWL）

に関する記述が追加され

た。 

WP9B/ 

107/9 

改訂  

F. 1103 ルーラル地域において

3GHz以下の帯域で運用

される FWA システムの

基本的な要求条件と技

術 

勧告 F.754 からルーラル

地域導入条件、勧告 F.756

から TDMA 技術に関する

情報を移行し、全体の構成

を見直す改訂を行なった。

コメント：日本からの寄与

WP9B/ 

105/9 

改訂 郵便投票中

（PSAA） 



文書を反映。 

F. 1104 アクセス部分の ISDN接

続における P-MP 無線

システムの要求条件 

前回会合において、1997

年以降改訂されておらず

内容が旧くなっている勧

告について、2007 年 5 月

会合において取り扱いを

決定することとされ、同会

合において削除が承認さ

れ、勧告 F. 1490 へ統合さ

れた。 

コメント：日本からの提案

に基づき削除。 

WP9B/ 

125/9 

削除 郵便投票中

（PSAA） 

F. 1105-2 災害救済用固定無線方

式 

災害救済・軽減用固定無線

方式に関する勧告。日本よ

り提案した同報通信機能

等 を 有 す る 新 タ イ プ

（ARIB STD T-86）の災害

救済用固定無線方式の基

本特性が追加された。 

WP9B/ 

239/9 

改訂  

F. 1108-4 共用周波数帯の非静止

衛星軌道衛星からの放

射に対する固定業務の

保護基準の判定 

1.4GHz 帯における固定業

務と移動衛星業務の共用

に関する勧告。HEO 衛星

システムに対する分析方

法を追加。 

WP9D/ 

113/9 

118/9 

改訂  

F. 1241 27500km 標準擬似パス

の国際部分を形成し一

次レート以上で運用さ

れるディジタル無線中

継システムに対する同

一周波数帯を一次業務

として共用する他の業

務からの干渉による品

質劣化 

勧告 F.1565 に内容が継承

されたため、2007 年 5 月

会合において削除が承認

された。 

コメント：日本からの提案

に基づき削除。 

WP9A/ 

127/9 

削除 郵便投票中

（PSAA） 

F. 1330-2 ディジタル固定無線シ

ステムを用いた国際

PDHおよびSDH区間の

BIS 品質限界 

ディジタル固定無線シス

テムを用いた国際 PDH 及

び SDH 区間の BIS 品質限

界に関する勧告。参照して

いる ITU-T 勧告のアップ

デート、計算方法の高精度

化等の修正を行った。 

WP9A/ 

161/9 

改訂  

F. 1331 TV 用アナログ無線中継 前回会合において、1997 WP9A/ 削除 郵便投票中



システムに対する同一

周波数帯を一次業務と

して共用する他の業務

からの干渉による品質

劣化 

年以降改訂されておらず

内容が旧くなっている勧

告について、2007 年 5 月

会合において取り扱いを

決定することとされ、同会

合において削除が承認さ

れた。 

コメント：日本からの提案

に基づき削除。 

127/9 （PSAA） 

F. 1336-2 共 用 検 討 に 用 い る

1-70GHz 帯 P-MP シス

テムのオムニ、セクター

等アンテナ基準放射パ

ターン 

固定無線システムと他の

無線システムとの共用を

検討する際に用いるセク

ターアンテナ輻射パター

ンについて、ピーク輻射パ

ターンを置き換えると共

に、新たな平均輻射パター

ンを追加するなどの更新

を行った。 

WP9D/ 

202/9 

改訂  

F. 1398 27500km 標準擬似パス

の国内部分を形成し一

次レート以上で運用さ

れるディジタル無線中

継システムに対する同

一周波数帯を一次業務

として共用する他の業

務からの干渉による品

質劣化 

勧告 F.1565 に内容が継承

されたため 2007 年 5 月会

合において削除が承認さ

れた。 

コメント：日本からの提案

に基づき削除。 

WP9A/ 

127/9 

削除 郵便投票中

（PSAA） 

F. 1490 FWA システムへの要求

条件 

勧告 F.1104 から ISDN 接

続要求条件に関する技術

情報を Annex として移行

した。 

コメント：日本からの寄与

文書を反映。 

WP9B/ 

140/9 

215/8 

改訂 郵便投票中

（PSAA） 

F. 1492 一次群以上の定速度国

際パスを形成する固定

無線リンクの稼働率目

標 

2004 年 2 月及び 9 月に開

催された WP9A 会合にお

いて、ロシア及びカナダを

中心にF.1492とF.1493を

統 合 し て 、 新 勧 告 案

（F.1703）を策定すること

が審議され、2004 年 9 月

の SG において新勧告案

WP9A/ 

102/9 

削除  



が採択され、後日 PSAA

によりF.1492とF.1493の

削除が承認された。 

F. 1493 一次群以上の定速度国

内パスを形成する固定

無線リンクの稼働率目

標 

2004 年 2 月及び 9 月に開

催された WP9A 会合にお

いて、ロシア及びカナダを

中心にF.1492とF.1493を

統 合 し て 、 新 勧 告 案

（F.1703）を策定すること

が審議され、2004 年 9 月

の SG において新勧告案

が採択され、後日 PSAA

によりF.1492とF.1493の

削除が承認された。 

WP9A/ 

102/9 

削除  

F. 1495 17.7-19.3GHz 帯を共用

する他の無線通信業務

からの時間変動する総

合干渉から固定業務を

保護する干渉基準 

長時間干渉＋短時間干渉

による合計品質・稼働率劣

化が 10%を超えない、と

の新基準、並びに ATPC に

関する考察を追加。 

WP9A/ 

127/9 

改訂 郵便投票中

（PSAA） 

F. 1566-1 ディジタル固定無線シ

ステムを用いた国際

PDHおよびSDH区間の

保守品質限界 

固定無線システムのメン

テナンスのための品質目

標について、計算方法をよ

り正確なものに置き換え

るなどの更新を行った。 

WP9A/ 

161/9 

改訂  

F. 1568-1 10.15-10.3/10.5-10.65 

GHz帯のFWAシステム

の無線周波数ブロック

配置 

10.15-10.3/10.5-10.65GH

z における固定無線シス

テムのブロック配置を規

定した勧告。既に 28MHz

のブロック配置が規定さ

れている Annex1 に、

7MHz のブロック配置の

仕様について追加。 

WP9B/ 

229/9 

136/9 

改訂  

F. 1609-1 27.5-28.35 GHz 及 び

31-31.3GHz 帯の HAPS

固定業務システムから

従来の固定業務への干

渉評価 

27.5-28.35GHz 及 び

31-31.3GHz帯のHAPS固

定業務システムから従来

の固定業務への干渉評価

に関する勧告。 

WP9B/ 

212/9 

改訂  

F. 1668-1 27500km HRP 接続にお

ける固定無線システム

実リンクのエラー品質

目標 

固定無線通信のエラー値

の目標について、目標値の

計算方法の例示を追加し

た。 

WP9A/ 

210/9 

改訂  



F. 1669 静止衛星軌道に対する

37-40GHz 及 び

40.5-42.5GHz 帯で運用

される固定無線システ

ムの干渉基準 

37-42GHz 帯で運用する

静止軌道衛星からの干渉

基準を I/N比で規定した勧

告。Annex に示した I/N 計

算プロセスの明確化を目

的とした改訂を行った。 

WP9A/ 

127/9 

改訂 郵便投票中

（PSAA） 

F. 1670-1 UHF/VHF 帯における

DVB からの FS 保護 

UHF/VHF 帯 に お け る

DVB(Digital Video 

Broadcasting systems)か

らの FS 保護に関する勧

告。タイトル変更等を行っ

た。 

WP9D/ 

216/9 

改訂  

F. 1703 27,500 km の擬似回線

及びその接続において

使用される実ディジタ

ル固定無線回線の稼働

率目標 

F.1492 及び F.1493 を統合

して策定された 27,500 

km の擬似回線及びその接

続において使用される実

行ディジタル固定無線回

線の稼働率の目標値に関

する勧告。 

WP9A/ 

102/9 

新規  

F. 1704 約 17 GHz以上の周波数

帯で運用するメッシュ

型ネットワークトポロ

ジーを有するMP-MP固

定無線システムの特性 

17 GHz 以上の周波数帯を

使用する固定無線システ

ムにおける降雨減衰によ

る無線リンクの品質劣化

の軽減方策等を含んだメ

ッシュ型ネットワークト

ポロジーを有する MP-MP

固定無線システムの特性

に関する勧告。 

コメント：日本からの寄与

文書をベースに策定され

た。 

WP9B/ 

107/9 

新規  

F. 1705 固定無線方式のサービ

ス開始と保守を目的と

したエラー品質分析と

最適化 

固定無線方式のサービス

開始と保守を目的とした

エラー品質分析と最適化

に関する勧告。 

コメント：日本と豪州の寄

与文書をベースに策定さ

れた。 

WP9B/ 

235/9 

新規  

F. 1706 4-6 GHz 帯におけるノ

マディック無線アクセ

ス方式と同一帯域を共

4-6 GHz に お け る

NWA(Nomadic Wireless 

Access)と FS の共用に関

WP9D/ 

133/9 

新規  



有する Point-to-Point 固

定無線方式の保護基準 

する勧告。 

コメント：日本の寄与文書

をベースに策定された。 

F. 1760 30GHz 以上の HDFS

（P-MP システム）から

の総合 EIRP 決定手法 

30GHz 以 上 の HFDS

（P-MP システム）からの

総合EIRP決定手法に関す

る勧告。 

WP9D/ 

N/A 

新規  

F. 1761 短波固定通信システム

（適応・非適応）の特性 

短波固定通信システム（適

応・非適応）の特性に関す

る勧告。 

WP9C/ 

158/9 

新規  

F. 1762 e-mail、インターネット

アプリなどの高度なア

プリを提供する短波固

定通信システムの特性 

e-mail、インターネットア

プリなどの高度なアプリ

を提供する短波固定通信

システムの特性に関する

勧告。 

WP9C/ 

158/9 

新規  

F. 1763 66GHz 以下で運用され

る固定業務用 BWA シス

テムの無線インターフ

ェース標準 

66GHz 以下で運用される

固定業務用BWAシステム

の無線インターフェース

標準に関する勧告。 

WP9B/ 

236/9 

新規  

F. 1764 3GHz以上の帯域におけ

る HAPS から地上シス

テムへの干渉評価方法 

3GHz 以上の帯域におけ

る HAPS から地上システ

ムへの干渉評価方式に関

する勧告。 

WP9B/ 

212-2/9 

新規  

F. 1765 30GHz 以上の HDFS

（P-P システム）からの

総合 EIRP 決定手法 

30GHz 以上の HDFS(P-P

シ ス テ ム ) か ら の 総 合

EIRP 決定手法に関する勧

告。 

WP9D/ 

N/A 

新規  

F. 1766 43GHz 帯電波天文観測

がP-MP HDFSから干渉

を受ける確率の決定手

法 

43GHz 帯電波天文観測が

P-MP HDFSから干渉受け

る確率の決定手法に関す

る勧告。 

WP9D/ 

N/A 

新規  

F. 1777 共用検討に用いる固定

業 務 の TVOB, ENG, 

EFP の方式特性 

放送番組作成時の中継等

に用いる固定無線システ

ムについて、他のシステム

との共用を検討する際に

用いるべきシステム特性

についてまとめた勧告。 

WP9D/ 

225/9 

新規  

F. 1778 HF 適応方式におけるチ

ャネルアクセス要求条

件 

短波帯の周波数を利用す

る適応型（周波数を自動的

に選択する機能を持つ）固

WP9C/ 

205-1/9 

新規  



定無線システムについて、

干渉を低減する方策等に

ついてまとめた。 

F. 

[HAPS-BO

RDER 47 

GHz] 

47.2-47.5 GHz 及 び

47.9-48.2 GHz 帯での隣

接国の固定業務を保護

するための FWA サービ

スを提供する HAPS の

国境における PFD 値 

隣接国における固定業務

保護のため、HAPS 送信機

からの地表面電力束密度

が国境外で満たすべき値

を規定した新勧告。 

WP9B/ 

212/9 

新規 郵便投票中

（PSAA） 

F. [HF 

ADVANCE

D 

SYSTEMS

] 

アドバンストディジタ

ルHF無線システムの特

性 

トークンパッシング型、広

帯域モデム型など高度デ

ィジタル短波無線方式の

技術仕様について、他業務

との共用検討を目的とし

て規定した新勧告。 

WP9C/ 

147/9 

新規 郵便投票中

（PSAA） 

F. 

[HAPS-RA

S 47 GHz] 

47.2-47.5 GHz 及 び

47.9-48.2 GHz 帯におけ

る HAPS からの不要発

射 か ら の 48.94-49.4 

GHz 帯の電波天文業務

の保護 

HAPS からの不要発射か

ら 48.94-49.4 GHz 帯の電

波天文業務を保護するた

め 、 HAPS 地 表 面 点

（Nadir）と電波天文観測

局との離隔を 50km 以上

と規定した新勧告。 

WP9D/ 

N/A 

新規 郵便投票中

（PSAA） 

 

 

表８－４ 今会期中に承認された勧告（ＳＦシリーズ） 

勧告番号 勧告名 勧告の内容及びコメント
関連ＷＰ／

課題番号 

新規 

改訂 

削除 

備考 

SF. 1601-2 27.5-28.35GHz 帯にお

ける HAPS 固定業務の

ダウンリンクから静止

衛星固定衛星業務のア

ップリンクへの干渉評

価法 

HAPS から静止衛星への

新たな干渉評価方法を

ANNEX-3 として追加する

もの。 

WP4-9S/ 

218/9 

251/4 

改訂  

SF. 1601-1 27.5-28.35GHz 帯にお

ける HAPS 固定業務の

ダウンリンクから静止

衛星固定衛星業務のア

ップリンクへの干渉評

価法 

HAPS を用いる FS のダウ

ンリンクから、GSO 衛星

を用いる FSS のアップリ

ンクへの干渉を見積もる

ためにC/I評価に基づいた

方法を提案するもの。 

WP4-9S/ 

218/9 

251/4 

改訂  



SF. 1650-1 ESV が地上システムに

有害な干渉を与えない

で運用できる最小距離 

ESV が地上システムに有

害な干渉を与えないで運

用できる最小距離の勧告

に対する修正。 

WP4-9S/ 

226/9 

251/4 

改訂  

SF. 1707 多数の FSS 地球局導入

に伴う FS 局との干渉計

算方法 

多数の FSS 地球局導入に

伴うFS局との干渉計算方

法に関する勧告 

WP4-9S/ 

N/A 

新規  

SF. 1719 27.5-29.5 GHz帯におけ

る GSO 及 び

non-GSO-FSS地球局と

P-P 及びP-MP FS間の

共用 

27.5-29.5 GHz帯における

GSO 及び non-GSO-FSS

地球局と P-P 及び P-MP 

FS 間の共用に関する勧

告。 

WP4-9S/ 

206-2/9 

237-2/4 

新規  

 

 



 

 

第９章 ＲＡへの対処（ＲＡＧ関連） 

 

１ 研究対象 

RAG（Radiocommunication Advisory Group）は、無線通信総会（RA）、研究委員会

（SG）、会議準備会合（CPM）及び無線通信局（BR）の作業等の優先度を見直すととも

に進捗状況を評価し、無線通信局長に対して助言すること等を目的としている。なお、

今会期中の RAG 会合は、２００４年１１月、２００５年１０月及び２００７年１月に

開催された。 

 

２ RA-07 に提出される ITU-R 決議の見直し案 

 RA-07 においては、以下が主な検討事項となることが予想される。 

（１） 作業方法の見直し（決議１、４４） 

（２） SG 構成の再編（決議４） 

（３） CPM の見直し（決議２） 

表９－１に、これらを含めた主要な決議に関する論点及び評価を記す。 

 

３ 主な検討事項と検討状況 

 RAG での主な検討事項について、２００７年１月に開催された第１４回会合での検

討結果を中心に、以下に示す。 

 

３．１ SG 等の作業方法 

（１）会合参加者のオンライン登録 
会合参加登録手続を、オンラインで実施する試みが最近開始されたが、同時に

この方式の導入に伴う問題点も指摘された。このため窓口担当（Focal point）経

由の登録システムは、WRC（世界無線通信会議）、CPM（会議準備会合）など

大規模でかつ特に重要な会議にのみ適用し、SG 会合以下については当面使用し

ないこととされた。 

（２）文書の配布方法 
近年作業部会（Working Party）以下の会合では電子ファイルによる審議（Paper 

less 会議）が一般的になったため、昨年の RAG 会合で日本から、「会合開始時

に事務局から全入力文書を全参加者に配布する従来の慣行は見直すべき」との提

案を行った。これに基づき、その後の WP 会合では試行的に入力文書の配布を

原則廃止したが、特に反対意見は表明されなかったため、この手法を一般的にル

ールとして採用する方向が合意されている。 

（３）ITU-R 決議の見直し 
 ITU-R 決議の見直しを Correspondence Group（CG）で行うことが合意され

た。特にボリュームが大きい決議１を扱う CG と、その他の決議全てを扱う CG



 

の二つが設けられた。 
 
３．２ 特許問題、他組織、他機関との協力関係 

標準化機関において特許事項を扱うための「パテントポリシー」を、ITU と国

際標準化機構（ISO）及び国際電気標準会議（IEC）で共通化することが検討さ

れており、その文案が紹介された。ITU-T では同ポリシーの採用が適当と結論付

けられていることを受け、ITU-R においても採用が適当である旨を BR 局長に報

告することとなった。現在の ITU-R パテントポリシーは ITU-R 決議 1 に入って

いるため、RA 間での「パテントポリシー」更改に対応するための適切な方法を

CG で検討することとなった。 
連合内の他組織との協力関係として、ITU-T との関係においてはセミナーやワ

ークショップの開催において、両部門がもっと協調すべき点があることが指摘さ

れ、両部門の協力や調整事例の調査が BR に求められた。 
 
３．３ SG 再編に関する議論 

SG の構成については、1990 年代に数回にわたり専門分野が近い SG 間の統

合が行われたが、2000 年以降は現体制が維持されてきた。 
近年技術革新・技術融合が進展する分野では、既存 SG の枠組みにとらわれな

い検討が求められる状況も生じつつあるため、回章文書（2006 年 7 月 17 日付

CA/161）により、BR 局長が、「財政負担軽減、ITU-R 活動の効率化及び新たな

無線通信技術への対応を目的とした SG 再編」について問題提起を行った。 
RAG 会合及び 1 月 23 日の非公式会合では、現在の７つの SG のうち、特に

SG1（周波数管理等）、SG3（電波伝搬）、SG7（科学業務）については専門性が

高く、他の SG と技術的接点が少ないこと等から現状維持にすべきとし、主に

SG4（固定衛星）、SG8（移動業務等）、SG9（固定業務）の所掌を再編すること

に論点が置かれ、これら３つの SG を２つの SG に再編する案が２種類提案され

た。 
（再編案１） 

・アクセス系 SG …………… IMT、無線アクセスシステム、移動衛星業務 等 

・基盤ネットワーク系 SG … 固定衛星業務、２地点間の固定無線通信業務 等 

（再編案２） 

・地上業務 SG ……………… IMT、固定業務（２地点間、無線ｱｸｾｽｼｽﾃﾑ） 等 

・衛星業務 SG ……………… 固定衛星、移動衛星、放送衛星等各種衛星業務 

 
CPM 会合中の非公式会合では、後者の案が多数の支持を得た。またその他、

再編に当たって考慮すべき事項として以下が指摘された。 
・ SG の作業量のバランスに配慮すべき。 
・ 再編は取り扱う研究課題の専門性に基づくべき。 
・ 周波数共用検討については、関連 SG 間の合同検討体制が必要であるが、

まずは各 SG で担当すべき技術分野を確定すべき。 



 

表９－１ RA-07 において見直しが想定される ITU-R 決議及び評価 

決議 

番号 
決議名 概要及び主な論点 評価 備考 

1-4 無線通信総会、無

線通信研究委員会

及び無線通信アド

バイザリーグルー

プの作業方法 

[概要] 

RA、SG、RAG についての

任務、勧告承認手続等の

各種手続、文書の位置付

け等の作業方法並びにパ

テントポリシーに関する

声明 

 

[論点] 

・ WRC 準備への SG の関

与 

・ 勧告の承認/改訂手

続 

・ 決議 44-1の決議 1へ

の統合 

・ 決議 52（RAG の権限）

の決議１への統合 

・ 郵便投票期間の見直

し 

・ パテントポリシーの

扱い 

・WRC への準備段階に SG

を関与させる提案につ

いては、複数の SG 間調

整が必要となる場合が

あることや、議論が２

段階となって長期化す

る恐れがあることか

ら、特段の利点がない

と考えられる（2.9項）。 

・勧告の改訂は非常に重

要なものを除いて２年

以上待つべきとの提案

については、必要な改

訂が円滑に行われるよ

う、記述方法を慎重に

検討すべき（6.1.2項）。 

・決議 44-1(CCIR／ITU-R

勧告の更新）との統合

については、これまで

我が国が議論を主導し

ており支持して差し支

えない。 

・決議 52 の統合について

は、内容を変更しない

限り支持。 

・勧告承認の郵便投票期

間を２ヶ月に短縮する

ことは、我が国として

特段の問題なし。 

・共通パテントポリシー

採用については特段問

題はないが、無線分野

の事情に配慮しつつ、

取り扱うことが適当。 

・その他、作業方法を明

確にするものや、現在

実行されている手順を

明記する修正について

は支持することが適

当。 

 

2-3 会議準備会合 [概要] 

CPM の任務、活動範囲、

作業方法 

 

[論点] 

・ 途上国等が参加しや

すいよう、CPM-1 を

WRC に融け込ませる

べき 

・次回 WRC の議題が確定

するのは WRC の最終週

であり、各議題の担当

WP/TG をその短期間に

検討し決めるのは困難 

・短期間での決定のため

には、新議題と並行し

て担当 WP/TG の割り振

りを議論することが必

 



 

 要 

・議題を提案する際には

WP/TG の割り振り案も

併せて提案するよう各

国に呼びかけることが

不可欠 

・以上を踏まえ、CPM の

効率化を図りつつ、WRC

における検討時間が十

分確保されるよう対処

することが適当。 

4-4 研究委員会の構成 [概要] 

ＲＡＧ会合及びＣＰＭ会

合での RA-07 に向けた非

公式会合での検討結果に

基づき、ＢＲより回章に

て再編案が提示されてい

る。 

・ SG4、SG8 及び SG9 を

地上系SG及び衛星系

SG へ再編する案を支

持。 

・ 非常通信等を扱う

SG-S の設置について

は、SG 作業量の適正

化・分散の観点から

支持できるものであ

る。 

・ 同 SG の他 SG との統

合については、議論

の動向に注意し、我

が国にとって不都合

な事態とならないよ

う対処する。 

 

44-1 維持されている

CCIR／ITU-R 勧告

の現行化 

[概要] 

CCIRから ITU-Rへの改組

等に伴う勧告の更新 

[論点] 

決議１に統合する改定案

を CG で検討 

決議 1 に統合し、本決議

を削除することを提案。 

 

45-1 勧告の代替承認手

続（AAP）の適用 

[概要] 

文通等での研究委員会に

よる採択手続に関する規

定。 

 

[論点] 

勧告成立の迅速化をねら

って設立されたが、PSAA

導入後適用がない。 

・RA-2000 で決議された

が、実際にはほとんど適

用されなかった。迅速化

し た 手 続 と し て は 、

RA-2003 で決議された同

時採択・承認手続(PSAA)

が 主 流 と な っ て い る

（PSAAが導入されてから

は、AAP は全く適用され

ていない）。削除して差し

支えない。 
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